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▲ 1716년 병신보(회종파종손 정용준 소장)



▲ 초계고을
15세 諱 思英 선조 이후호군공회종파세거지 [현 합천군 적중면 옥두 및 월막]
(항공사진제공: 김봉근)

▲ 옥두봉선영과 대정골선영 일대 [출처: Daum 스카이뷰 http://local.daum.net]



▲ 초계군 고지도
赤洞面과 中方面이 합해져
현재의 赤中面이 되었음
[출처: ≪해동지도≫

제공: 규장각한국학연구원]

◀초계군 고지도
초계군은 11개 면으로 이루
어져 있었음
[출처: ≪영남지도≫
제공: 영남대학교박물관]



▲ 鄭寅範家 소장 가첩 ▲ 鄭寅發家 소장 가첩

▲ 鄭寅德家 소장 가첩



동래정씨 계보도 (시조부터 13세까지)

시조       1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

鄭繪文…之遠--文道---   穆  ---濟
                                                  漸
                                   澤--子家----輔----承宗----筠----惟義----瑚----良生----䂓----吉興 ○
                                                                  禧                                               吉祥 ○
                                                           眞                                               吉明 ○
                                                                                              矩----孝卿 ○
                                                                                                            善卿 ○
                                                                                             符---- 欽之 ○
                                                                                                             款之
                                                                                             節----子若 ○
                                                                                                            子順 ○
                                                                                           安生---天保--元厚
                                                                                           易生         允厚
                                                                          仁保---   釐  ○
                                                                  淳----允臧---光臣--希虔----   薰
                                                                                    周保                                  蘭
                                                                                                    茝
                                                                                          希進----襦      乙珍
                                                                                          希産----欣
                                                                                          希雨---思儉
                                                                                   光卿--臣伯
                                                                                                        臣俊
                                                                  昌----惟伯----廉-----  慥  -----   道  ----     寧
                                                                                                            攸
                                                                                                            宏    ○
                                                                                                            寬
                                          承冲                                                      林生---允老--  介保 ○
                                          承祖----紋----公烈---之賢--原富---君夏--  彦道
                                                          公義                                       彦祥
                                                                                                                    彦秀
                                                                                                                    彦德
                                                                 國寶---伯蘭---直珪---   興  -----   原
                                          承儒                                            祿  ----光哲
                                                 碩----洪甫
                                                       忠甫
                                                       賢甫----和----   至忠---   詵
                                                       良甫                         詔
                                                       朝甫                      至信
                                                       英甫----耘----   承眞
                                                       公甫----譜
                                                  弼----椿齡         
                                          椿民     
                                          椿老--- 元---- 賢守---  餘慶-- 之彦
                                                                                    眞----交甫
                                                                       泰----時雨---天儒 --  安生--復修 --  孝宗
                                                 謂----儒統                                會宗  
                                                                允良                         欽宗
                                                                                                    義宗
                                                                允昌---天德   - -之成 ---  軫  -----玩  ○
                                                                                  天吉                          ○
                                                 延                               天法                      琛  ○
                               子野--- 該                                                    陽德
                                                 崇----之衡---承源---   諧----   龜齡  ----雍  ○
                                   沆---   叙                                                      參
                                    仁----自悔--- 有康--   叔貞                                  賜  ○
                                     自格                                             游  ○
                                                                                              伋  ○
                                                                                碩老
                                                                                碩萬
                    先祚-秋--命河                                        承甫---   絪  ----    暹----   興嗣 ○
                               命海--振成----孟----善斅---泰麗                    暠
                                                         泰淑---順生                  昇----可宗 ○
                                                                          順成                      可安 ○
                                                                          順興   --允耈 -- 慶章----   沆  ○
                                                                                 沈  ○
                                                                                 深  ○
※동그라미 표시는 本孫後孫이 오늘날 전해짐을 뜻함                              渭  ○

1919년入錄



동래정씨 호군공 회종파 계보도 (會宗派先系 및 13세부터 23세까지)
   시조         1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

鄭繪文․ ․․之遠-文道--穆--        濟   
                                                                          漸
                                                                          澤-子家-  輔
                                   弼-椿齡
                          子野            椿民
                                                                          沆                                          椿老-元
                                                    泰-時雨-天儒-安生
                   先祚                              謂
                                                    延
                                                    崇
           12 13     14 15 16 17 18   19   20       21 22 23

復修-孝宗
                  會宗-輔-思英-憲 
                                좌수

         欽宗                   恕-春壽-- 淳   --  以昌-光烈-晟
         義宗                                  晨
                                忠-友凱-之雅-穎黔-重信-桓-弘宇- 元興
                                                   弘宙 -元一 ➡
                                                            元伍 ➡
                                                       碩黔- 重益-㰒             元道 ➡
                                              重臨-樑-弘錫
                                                                                                      㰒출계

                                                                                                      梴
                                              重三
                                              重履-標
                                                       格
                                                       順黔 -重仁
                                              重義-楷-弘甲-元東
                                              重信출계

                                                       顥黔
                                                       希黔
                                                       顯黔
                                                                                              以雅-明黔-重世-栻-弘東-元國
                                                      栩-弘奎
                                    顗黔- 重謙-   -弘東출계

                                                            弘錫
                                             重恒출계

                                              重泰-椷-弘邦
                                                            弘榮
                                                            弘龍출계

                                                     機-弘翼-元福
                                    良黔-重恒-橚-弘龍
※청색은초계향안에입록된인물임

판군기시사
 정순대부

참봉

호군

진사

첨사 충순위



동래정씨 호군공 회종파 계보도 (23세부터 31세까지)

                      23          24         25 26  27  28   29 30  31

 元一-東泰-仁奎-基周-正朝-寅範-龍謨-煥峻-鎭頻
                 基鎬-柄朝-寅珍-忠謨-煥宇
                                 孝謨-煥吉
                   東碩-仁祿-基學-哲朝-寅巖-貞謨-煥泰
                                          煥在-鎭孝
                                                   鎭成
                                  寅大-命謨-煥文-鎭煜
                                          煥永
                                          煥秀-鎭寧
                                 泰謨-煥成
                                             龍朝-寅俊-鉉謨-煥虎
 元伍-東喆-仁還-基鳳-昌朝-寅發-鴻謨-煥圭-鎭基(호적명 昌基)

                                  寅學-讚謨-煥圭출계

                                           煥斗-鎭同
                                            鎭善
                                 國謨-煥列-鎭明
                                           煥仁-鎭碩
                                 壬謨-煥澈-鎭基(호적명임)

                                           煥義
                          萬朝-寅述-漢謨
                                 鳳謨-煥園
                                           煥洸
                          永朝
                          必朝-寅德-珍謨-煥兪
                                  成謨-煥然
                                           煥穆
                                            寅健
                                     仁祿출계

 元道-繼宗

※항렬변증: 호군공 회종파에서 조상대대로 전해 내려온 을미보와 병신보가 있는데 종손

집안이 한때 을미보는 고향에 남겨둔 채 병신보를 가지고 만주로 이거하였다. 고향에서

는 인근의 타파 일가로부터 첨사공파 쪽에서 많이 쓰는 항열을 듣고서 을미보 기준 27세

에 ‘基’자를 매겨서 1세의 착오가 생긴 것이 아닌가 하고 추측할 뿐이다.

➡

➡

➡





목 차

화보

동래정씨 계보도

동래정씨 호군공 회종파 계보도

제1장 동래정씨 옛족보 을미보와 병신보 1

1. 을미보와병신보개관 1

2. 목판본 고서의 일반적 이해 5

(1). 책판제작 5

(2). 인쇄 6

(3). 제본 7

(4). 성책 8

3. 목판본 을미보 9

(1). 판수 9

(2). 성책구조 15

4. 목판본 병신보 25

(1). 판수 25

(2). 성책구조 31

5. 을미보 및 병신보의 원본 검토 41

(1). 을미보 41

(2). 병신보 52

제2장 실날같이 이어져 내려온 호군공 회종파 111

1. 외가, 처가, 외손가 족보를 통한 고증 118

2. 남명 조식선생의 문인, 사숙인과 창의인물 151

3. 종손소장본 을미보 및 병신보 가필 161

(1). 합보의 영인저본인 경자증보본의 내력 161



(2). 경자증보본의 호군공 회종파 가필 164

(3). 경자증보본의타파가필 168

(4). 경자증보본의 타파 가필 고증 182

(5). 종손소장본 병신보의 호군공 회종파 가필 205

(6). 종손소장본병신보의 타파 가필 213

(7). 종손소장본병신보의 타파 가필 고증 217

부록 동래정씨 족보 간행사 223

참고문헌 251

≪동래정씨 옛족보와 호군공 회종파≫(2012, 베스트프린트)의 제3장, 제4장,

부록은개정판(PDF 파일유통본)에서삭제되었는데이들은≪동래정씨 자료

집 1≫(2015, 현주문화사)의 개정판(PDF 파일 유통본)으로 옮겨졌다.



1

제1장

동래정씨 옛족보 을미보와 병신보

1. 을미보와 병신보 개관

동래정씨 최초의 족보는 1585년(선조 18)에 이루어진 을유보

인데, 목사공1) 난손(蘭孫)의 증손인 증참판 인의공 흥선(興善)이

5대조 결성공 귀령(龜齡)의 자손들만 수록하여 삼종인 임당상공

유길(惟吉)의 서문을 붙였다. 이 을유보는 널리 배포되지 못했고

또 난리를 겪었기 때문에 다만 등본(謄本)이 남아 있고 계속하여

족보를 수보(修譜)했다는 사실을 듣지 못했다고 1655년(효종 6)의

을미보 발문에 기록되어 있다. 을미보 수보시 남아 있던 을유보의

등본은 현전하지 않고 다만 을유보 서문이 을미보에 실려 오늘날

까지 전해지고 있다.

을유년으로부터 71년인 1655년(효종 6) 가을에 이루어진족보가

을미보인데, 교서랑공파의 사암공 대년(大年)의 증손인 추천공 양

필(良弼: 1593-1661)이 경주목사를 제수받고 1653년(효종 4) 겨울

1) 흔히 집의공(종3품)이라 부르지만 여기서 목사공(정3품)이라 적은 것은 수

죽공파보(1859)의 족보간인(族譜刊印)에서 인의공의 분주(分註)에 “興善直學

公長子牧使公蘭孫曾孫”이라 했기 때문이다. 병신보(1716)에서도 목사공(집의

공) 휘 蘭孫의 방주(註, 㫄註)에 “歷執義官至通政牧使”라고 했다.
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양파상공 태화(太和)께 인사차 방문시2) 수보(修譜)부탁을 받아기

우자공 비(秠)의 7대손인 운계공 홍석(弘錫)과 그 조카 음연공 회

(澮)와 외손인고양군수를지낸송희업(宋熙業)과 함께 3년을노고

하여 을미년에 이루어졌다.3) 이 족보는 교서랑공 보(輔)의 후손,

첨사공 필(弼)의 후손, 실계(失系)했다고 여긴 대호군공 인(絪)의

후손을 합하여 상하 2책으로 편집하고 명공(名公)의 비문, 행장,

사적을 덧붙여 목판본으로 펴낸 첫 대동보이다.4) 서문은 동주공

이민구(李敏求)가 지었으며5) 발문은 추천공 양필(良弼)이 지었다.

을미보 책판은 현재까지 경북 고령군 덕곡면 만하리에 있는 이

로재(履露齋)에 소장되어 있으며, 춘방(春坊) 책판록에 보면 성주

에6) 동래정씨족보책판이 있는데 1질을 인출(印出)하자면 종이 80

속(束) 10장(張)이든다고했다.

을미년으로부터 62년인 1716년(숙종 42)에 이루어진 족보가 병

2) 경주목사 재임기간은 1654(효종 5) 1월 12일부터 1655(효종6, 을미) 10월 13

일까지이다. <동경통지 卷九 37張; 경주시지(1971) 府先生案抄 295면> 참조.

3) 송희업(1586-1661)의 祖母는 동래정씨로 忠貞公(휘 대년)의 딸이며, 繼配 신

평이씨의 조모도 동래정씨로 강화부사공 복겸의 딸이며, 동래정씨 제곡공

광성의 배위는 송희업과 동기간으로[十二世系(宋熙業, 1644) 참조], 송희업

은 1653년(효종 4)에 여산송씨족보 상하 2책을 편찬하였을 뿐 아니라, 외가

인 광산김씨의 족보를 편찬하는데 깊이 관여하였다. <1677년 광산김씨족보

서문> 참조. ※정양필의 을미보 발문에 ‘宋高陽熙業’이라 한 것을 일부 동래

정씨족보와 종사 관련 간행물에서 송희업의 號가 高陽이라고 했는데 그렇지

않다. 송희업이 1646년(인조 24) 9월 9일부터 1648년(인조 26) 1월 3일까지

고양군수를 지냈기 때문에 宋高陽熙業이라고 칭한 것이며, 비슷한 예는 정

필동의 병신보 서문에 ‘趙安陰從耘’이라 한 것은 1668년(현종 9)부터 1670년

(현종 11년)까지 안음(안의의 옛지명)현감을 지낸 조종운이라는 뜻이다. <고

양군지(1987) 부록 高陽郡守先生案 1067面 및 안의읍지(1966) 69張> 참조.

4) 호장공 선조파가 빠지긴 했으나 통상 대동보로 본다.

5) 이민구(1589-1670)의 父는 이수광(호 지봉)이며 母는 안동김씨로 동래정씨

난암상공(휘 언신)의 사위 김확과 동기간이다. 즉 이민구의 외숙모가 난암

상공의 딸이다.

6) 오늘날 고령군 덕곡면 만하리는 조선시대에 성주(星州)에 속했다.
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신보인데, 교서랑공파의 봉원부원군 충정공 창손(昌孫)의 9대손

인 수와공 필동(必東: 1653-1718)이 경주부윤으로 재임시7) 동평

위공 재륜(載崙)의 도움으로 족보 6권을8) 편수하면서 태복공 욱

선(勖先)과 수찬공 찬선(纘先)과 좌랑공 내주(來周)와 함께 편집

하고 학생공후현(后玄)과 사빈공 봉령(鳳齡)과 모암공 시걸(時杰)

이 간사(幹事)로서 인출을 맡아 목판본으로 펴냈다. 임당상공 유

길(惟吉)의 구서(舊序)와 동주공 이민구(李敏求)의 구서(舊序)와

추천공 양필(良弼)의 구발(舊跋)을 싣고 수와공 필동(必東)의 후

서(後叙)와 송애공동후(東後)의 후발(後跋)을 덧붙였다.

병신보의 내용은 을미보를 근간으로 하여 교서랑공 五子 중

長子인 녹사공 승종(承宗)의 후손을 중심으로 하여 11파로 나누

고 첨사공 三子 중三子인 주부동정공 춘로(椿老)의 후손을 5파로

나누어9) 책판을천자문의글자순서에따라배열했으며, 대호군공

인(絪)의 후손은 족보단자가 들어오지 않아 입록하지 못하고 후일

7) 경주부윤 재임기간은 1715(숙종 41) 8월 1일부터 1716(숙종 42, 병신) 6월 일

까지이다. <동경통지 卷九 42張; 경주시지(1971) 府先生案抄 298면> 참조.

8) 6卷이라 할 때 卷은 엄밀히 말하면 冊을 뜻한다. 卷과 冊의 구분은 이 책

제1장 제2절 (4) 및 제4절 (2) 참조. 병신보는 5책 1질 또는 4책 1질도 발

견된다.

9) 병신보에서 파나눔은 13세에서 이루어졌다. 병신보 범례 8항에 보면, “校書

公七代孫 行正郞諱吉興, 生員諱吉祥, 縣監諱吉明, 縣令諱孝卿, 判官諱善卿,

文景公諱欽之, 生員諱款之, 縣監諱子順, 州事諱允厚, 評理諱釐 十派也. 詹事

公七代孫 行護軍諱會宗, 修撰諱雍, 直提學諱賜, 諱伋, 諱游 (범례원문 序次

착오) 五派也”라고 기록되어 있으나, 부편에 校書公七代孫 諱宏派가 있기

때문에 교서랑공 후손은 11파이다. 그렇지만 校書公七代孫 生員諱款之派는

생원공의 2자가 있었으나 모두 아들이 없어 사실상 외파를 이루며 오늘날

본파만 따질 때 제외된다. 병신보 수보 당시 校書公七代孫 監察諱介保는

자손무전으로 처리되어 파명을 얻지 못했으나, 실은 을미보와 병인보(1746)

에서 判官諱介保의 후손들이 대호군공파 끝에 先系 연결 없이 수록되어

있었다. ※東京通志(卷九 22張 歷代守官條)에 보면, 判官鄭介保 以同前官甲

辰九月初七日到任己酉七月十一日以司憲府監察上京이라 했다.
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을기다린다고했으며,10) 명공의 비문과 행장은 을미보에서 그 수

를 줄여서 보책 끝에 실었으나 이 외에 을미보에 실리지 않은 것

도많이있는데금번[병신보수보시]에의당하나하나 다 실어야

하지만 수취(收聚)할 겨를이 없어 비문과 행장을 수록하지 못하

고 후일을 기다린다고 했다.11)

병신보책판은칠곡군지천면오양리양졸재공의오양서원(梧陽

書院)에 간수했으며, 1809년(순조 9)에 아전공 동관(東觀)이 경상

도 관찰사일 때 그 서원 안에 2칸 규모의 장보각(藏譜閣)을 건립

하여 이웃의 민호(民戶) 11戶에게 요역(徭役)을 면제해 주고 장

보각을 수호하게 했다. 그 뒤 장보각이 오래되어 무너져 책판을

한천서숙(寒泉書塾)으로 옮겨 간수하다가, 오양서원을 수축(修築)

하고 다시 옮겨 보관하여 오다가, 2007년 한국국학진흥원에 기탁

하여책판은현재그곳의장판각(藏板閣)에 보관되어 있다.

1881년(고종 18)에 경상도의 순영(巡營)에서 병신보 책판에 관

한 완문을 발급했는데, 그 내용은 ‘동래정씨족보는 비단 한 가문

에만 소중한 것이 아니라 넉넉히 국가에도 관계가 되는 것이므로

실로 온 나라가 높이 받들어 간수해야 될 뿐만 아니라 감히 넘볼

수 없는 바이다. 고려조로부터의 명공거경(名公巨卿)과 석덕현유

10) 大護軍絪一派舊載別譜此派今爲大族其麗甚多當依舊譜別錄末端而其派子孫不

送單子故未得入錄當俟後日 <병신보 범례>. 이후 30년 지나서대호군공파보

(병인보, 1746; 또는 무진보, 1748)가 간행된 이래 1802년, 1841년, 1868년,

1898년, 1931년 등 해방 이전까지만 보더라도 주기적으로 편찬노력이 지속

되었음을 알 수 있다. 鄭會壽 종인의 글, ‘족보(부제: 동래정씨 대호군공파보

편찬기록을 중심으로)’에 대호군공파의 족보편찬사가 동래정씨화수회보(제

8호, 2003) 110면-123면에 자세히 소개된 바 있다.

11) 我鄭諸名公墓道文字及行蹟舊譜略爲修錄於譜末而此外多有舊譜未錄文字者今

宜一一修入而未暇收聚姑待後日 <병신보 범례>. 이후 수암공(휘 允容)과

무정공(휘 萬朝)의 노력으로 비명과 행장을 집대성한 동래정씨가록(1919)

이 간행되었다. <동래정씨종보(제33호, 1988) 4면-5면> 참조.
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(碩德賢儒)가 모두 이 족보에 있으니 국법으로 논해도 당연히 높

이 받들어 지켜야 될 일이므로 본래 영문(營門)에서는 보각 가까

이에 사는 민호(民戶) 중에서 고직(庫直) 1명과 재직(齋直) 2명과

인출유사(印出有司) 4명과 수직(守直) 4명 등 11명을 가려 신역

(身役)을 면제하고 이 보각을 수호하게 한 것이 이미 오래 되었는

데, 요사이 날로 법망이 심히 느슨해지니 한심스럽기 짝이 없다.

그래서 수직(守直) 4명을 시켜 영구히 수호할 뜻으로 특별히 완

문을 성급(成給)한다’고 했다.

2. 목판본 고서의 일반적 이해12)

(1). 책판제작

목판인쇄를 위한 판목의 재료로는 새기는데 결이 좋고 오래 견

딜 수 있는 고밀도의 경재(硬材)가 사용되었는데 가래나무, 박달

나무, 자작나무, 후박나무, 돌배나무, 산벗나무등이 쓰였다.

먼저베어낸나무를적당한크기로켜서짠물에일정기간담가

서글자를새기기쉽게결을 삭이고, 쪄서진을빼고살충하여, 뒤

틀리거나 쪼개지지 않게 그늘진 곳에서 충분히 건조시킨다. 그렇

게 한 다음에 나무판의 양쪽 표면을 대패질하여 판면을 반반하게

12) 제1장 제2절은 읽지 않아도 무방한데 이를 포함한 이유는 병신보의 성책구

조와 관련이 있기 때문이다. 필자가 굳이 대응할 필요는 없었지만 ‘병신보

가 6책으로 성책되지 않은 것은 가짜이다’라는 생각을 가진 이를 상대로

하여 쓴 것이다. 다음의 몇 가지 참고문헌

≪고인쇄≫, 천혜봉, 민음사, 1997

≪옛책의 아름다움≫, 청주고인쇄박물관, 2004

≪서지학개론≫, 서지학개론편찬위원회, 한울, 2004

≪책의 역사≫, 부길만, 일진사, 2008

을 참조하여 목판본에 관한 일반적인 내용을 요약한 것이다.
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가공하여 필요한수량만큼의판목을 만든다.

새기고자하는 판의 크기의 광곽, 판심, 계선을 갖춘 투식판(套

式版)을 만든 다음, 용지를 찍어내서 글씨 잘 쓰는 판서자(板書

者)가 저작의 내용을 정서하여 판하본(板下本)을 만든다. 판하본

이 마련되면 한장씩 판목 위에 반대로 뒤집어붙이고 글씨가잘

드러나게식물성기름을얇게바른다. 반대로 비쳐보이는대로각

수(刻手)가 그대로 새겨낸다. 새김이 다 끝나면 초벌을 찍어 하나

하나 검토하여 잘못된 새김이 있으면 그곳을 도려내고 고쳐 새긴

보각자편(補刻字片)[전문용어로는 상감(象嵌)]을 끼워 넣는 교정

작업을 거친다.

교정을 마친 후 양쪽 끝에 ‘마구리’라는 손잡이를 붙이는데 마

구리의 두께는 판재의 두께보다 앞뒷면으로 0.5∼1㎝ 정도 더 돌

출되게 하고 판재의 세로 폭보다 더 넓게 만든다. 마구리를 붙이

면 인출(印出)시 운반이 용이함은 물론이고 보관시 글씨가 새겨

진 판목의 뒤틀림과 다른 판목의 각자(刻字) 부분의 접촉을 방

지하고 또 통풍을 원활하게 하여 오랫동안 원형 그대로 보존할

수 있다. 이러한 과정을 거쳐 완성된 것을 책판(冊板) 또는 목판

(木板)이라 부르는데, 족보인 경우 보판(譜板)이라고도 부른다.

(2). 인쇄

인쇄용 먹은 색이 진하고 선명한 송연묵(松煙墨)을 주로 사용하

며, 먹물이 고루 스며들게 하고 증발을 빠르게 하여 번짐을 방지

하고아교의 응결을촉진시켜윤기가 나도록 하기위해인쇄용 먹

물에 술 또는 알콜성 물질을 섞어 사용한다. 인쇄용 종이는 오늘

날흔히한지라고부르는저지(楮紙, 닥종이)가 으뜸인데내구성이

매우 뛰어나 질 좋은 저지는 수명이 천년 이상 가는 것으로 알려
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져 있다. 저지의 주된 원료는 닥나무[楮] 내피이었으나 생산량의

부족으로 뽕나무[桑] 내피, 고절(藁節), 포절(蒲節) 등과 혼합하여

사용하기도 하여 질이 다소 떨어지는 종이도 쓰였다.

책판에서 찍어내는 방법은 그 판의 글자를 위로 향하도록 평평

하게놓고 먹솔 또는 먹비로 먹물을 균일하게 칠한 다음 종이를

올려놓고 그 위를 말총 또는 긴 모발을 뭉쳐 만든 인체(印髢)를

가볍게골고루비벼서박아낸다. 이 때인체에 쇠기름이나돼지기

름을 칠하여 사용하는데 이렇게 하면 지면(紙面)과 인체가 붙어

서종이가책판으로부터부풀지않게되고인체에묻은기름이글

자의배면에묻어서먹물의확산과부식이방지된다.

(3). 제본

표지는 여러장의 한지를 덧붙여 내지의 3∼5 배 정도 두껍게

배접지를 만들어 사용하는데 옛날에는 종이가 귀했기 때문에 인

쇄할 때 생겨난 파지나 관서에서 버려지는 문서 등을 사용하기도

했다. 파지를 활용한 배접지에서 간혹 중요한 사료나 유명인물

의 서간, 필적 등이 발견되기도 하며 간행사항을 알아내는데 도

움이 되는 단서가 나오기도 한다. 표지는 내지와 달리 내구성과

미학적 아름다움을 살리기 위해서 보통 치자물을 들인다. 치자물

을 들인 다음에 콩을 곱게 갈아 만든 콩즙을 골고루 칠하고 말

리면 더욱 튼튼하고 질긴 표지가 된다.

그 다음 준비된 능화판(菱花板)에 밀랍을 칠하고 능화판에 표

지를 올려놓고 매끄러운 호박돌로 잘 문지른다. 이 과정에서 밀랍

이 표지에 묻어나면서 내구성이 훨씬 증가하게 되고, 해충으로부

터 오랫동안 보호할 수 있고, 표지에 능화판의 문양이 새겨지고

또한 여러 장의 한지를 덧붙여 만든 표지가 단단하게 밀착된다.
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인쇄된 내지와 표지를 한데 묶기 전에 먼저 인쇄된 내용물을

지심[종이못]을 이용해 단단하게 고정시킨다. 이렇게 고정된 표지

없는책을판심부분을제외한세가장자리를제단용작두로잘라

깔끔하게 처리한다. 그 다음 문양이 새겨진 표지를 위, 아래, 한

쪽 옆 부분을 제단된 책의 크기보다 1.5∼2 cm 정도 여유 있게

잘라서 책 크기에 맞추어 꿰맬 부분의 가장자리를 제외한 세 가

장자리의 여유분을안쪽으로접어 넣어표지를완성한다.

완성된 표지를 지심으로 묶은 책의 앞뒤에 대고 홍색으로 염

색하고 밀랍을 입힌 명주실로 책등[書背] 부분을 꿰맨다. 일반적

으로다섯개의구멍을 뚫어꿰매는 오침안정법(五針眼訂法)이 널

리 사용되었다. 상당한 시간이 흐른 후 명주실이 끊어지더라도 지

심으로묶었기 때문에 책장이 쉽게 흩어지지 않는다.

(4). 성책

한적에서권(卷)은 내용상의구분으로오늘날장(章)이나과(課)

에 해당하고, 책(冊)은형태상의구분으로오늘날권(卷)에 해당한

다. 따라서 동일한 한적의 경우 권수는 동일하나 책수는 어떻게

나누어 묶느냐에 따라 다를 수 있다. 여러 책으로 성책된 한 벌의

한적을 보관하는 책갑(冊匣)을 질(帙)이라고 하는데, 책갑 유무와

무관하게 한 벌의 서적을 세는 단위로 질(帙)을 사용한다. 5책으

로 성책된 한적 한 벌은 五冊一帙이며 동일한 한적을 6책으로 성

책했을 경우 六冊一帙이 된다.

제본된 한적의 각 책 표지에 표지서명(表紙書名)을 적는데 인

출시 분배자 또는 소장자에 따라 붓으로 다르게 쓰곤 했다. 한적

의 서명(書名)은 본문 머리에 쓰여진 제명(題名)인 권수제(卷首

題)를 대표서명으로 보지만, 표지서명은 권수제와 일치하지 않는
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경우가 많은데 권수제를 줄여서 적기도 했다. 이 권수제는 책장

이 접히는 부분에 있는 판심제(版心題)와 대체로 일치하지만 꼭

그렇지 않은 경우도 있다.

1책으로 이루어진 한적은 표지서명 아래에 單 또는 全이라고

적었으며, 여러 책으로 이루어진 한적은 각 책의 순서를 나타낼

때 一二三四...의 數字뿐만 아니라, 책의 수에 따라 독특하게 표

시하기도 했는데 2책본의 경우는 上下 또는 乾건坤곤, 3책본의 경우

天地人 또는 上中下, 4책본의 경우 四德인 元원亨형利이貞정 또는 四

季인春夏秋冬, 5책본의경우五常인仁인義의禮예智지信신 또는五音階

인 宮궁商상角각徵치羽우, 6책본인 경우 六藝인 禮예樂악射사御어書서數수 또

는 六行인 孝효友우睦목婣인任임恤휼을 사용하기도 했다. 또한 한 질이

몇책으로이루어져있는지를나타내는총책수(가령 5책으로 성책

되었을 경우 共五)를 각 책의 표지 오른쪽 끝 하단(오침안정법으

로 묶은 경우 제4침안과 제5침안의 사이)에 적어 넣어 완질 여부

를 쉽게 확인할 수 있게 했다.

3. 목판본 을미보

(1). 판수

여기서판수(板數)는 책의장수(張數)와같은 의미를 가진다. 한

판위에 한 장의 종이를 덮고 찍어낸 다음 판심의 가운데를 중심

으로 반으로 접으면 겹장 하나가 되는데, 오늘날 말하는 쪽수[面

數]로는 2쪽이 나온다. 가공된 판목 하나가 있으면 나무를 절약

하기 위해서 보통 이 가공된 판목의 양면(앞면과 뒷면)에 글자를

새기기 때문에 앞뒤 새겨진 판목 하나는 판수로는 둘이다.

을미보의 판수는 1655년(효종 6) 간행당시 총 206판(序文 4판,



10 동래정씨 옛족보와 호군공 회종파

世系錄 134판(卷上 95판, 卷下 27판, 別錄 12판), 銘誌 63판, 事蹟 2판,

跋文 3판)이며, 1660년(현종 1) 수정시, 반초서체로된 서문과 발

문 7판을 해서체 8판(서문 5판, 발문 3판)으로 교체했으며(서발문 교

체사유 미상), 卷上의 제17장 1판을 7판으로 증보교체(增補交替)

했으며13) 그 중 1면을 할애하여 증보사유를 밝혀 놓았다.

叔父叅判公 尹慶州時 譜牒成 盖嘗旁搜普咨 而或有遺落者

卽釜山僉使漢驥氏考以下也 僉使公慨然 於斯就板本 補入錄

其本派 不日而工告訖 吾宗譜牒至是無欠缺 而僉使公之用意

亦勤矣 不侫宰東萊 與僉使公共掃始祖墓 仍記其事如左 庚子

仲春 通政大夫 東萊府使 泰齊 謹書

숙부 참판공이 경주부윤으로 재직할 당시 보첩이 만들어졌

다. 일찍이 주변에서 자료를 찾고 널리 자문도 구하였지만 혹

누락된 것이 있었으니 바로 부산에 있는 첨사 한기(漢驥)씨

의 아버지 이하의 기록이었다. 첨사공이 이를 안타깝게 여

겨 판본에다가 자신의 본파를 보충하여 기록해 넣었는데 하

루가 걸리지 않아 그 일이 완성되었다. 우리 종족의 보첩이

이때에 이르러 부족하거나 빠진 부분이 없게 되었으며, 첨사

공의 마음 씀씀이 또한 근실하였다고 하겠다. 내가 동래부사

로 있으면서 첨사공과 함께 시조묘를 성묘하고 난 뒤 그 사

실을 아래와 같이 기록한다. 경자년(1660) 중춘에 통정대부

동래부사 태제(泰齊)14)가 삼가 쓴다.

13) 상권 제17장의 판록명[字標라고도 함]은 천자문의 寒字였으며 증보교체된

7장 모두 동일 판록명 寒字를 반복하여 매겨 천자문 흐름에서 벗어났다.

원문: 板本以千字文次第以塡之自天字至邇字中間寒字七板追入連以寒字塡之

至丙申修譜時修整 <東萊鄭氏家錄(1919) 卷之一 4張>

14) 鄭泰齊(1612-1669)의 동래부사 재임기간은 1659(효종 10) 11월 28일부터

1661(현종 2) 4월 20일까지이다. <(영인본)한국지리지총서 읍지3(1982) 162

면> 참조.
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▲을미보(초간본) 을유보서문 ▲을미보(경자증보본) 을유보서문

▲ 을미보(경자증보본) 증보사유
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경자증보본의 총 판수는 213판이다. 경자증보본 이후에도 수정

이 더 있었다. 가록의 족보간행 기록에 의하면 上卷末에 천자문

으로 판록명을 매기지 않은 1판을 추가하여 천자문 흐름상 또

끊어졌으며15) 下卷末에 수록된 판록명 壹字부터 草字에 이르는

별보에 판록명木字부터及字까지 3판이추가되었다고한다.16) 경

자증보본 이후 추가된 9판(권상 1판, 별록 5판, 별록추입 3판)으로 인출

된 을미보의 현전여부가 궁금하여 찾던 중 최근에 경자증보본에

비해하권에별록 5판이추가된상하권 2책의을미보와 하권에 10

판(별록 5, 추입별록 2, 추입명지 3)이 추가된 하권 1책이 현전함을 필

자는 확인하였다.17) 따라서 수정된 을미보의 총 판수는 최소 225

15) 제17장의 증보교체시 판록명 ‘寒’을 연거푸 7번 매겨 천자문 흐름이 한번

끊어졌기 때문에 여기서 또[又] 끊어졌다고 하였다. 원문: 上卷末追入一板

不塡字板又字刓 <東萊鄭氏家錄(1919) 卷之一 4張>

16) 경자증보본에서 별보[별록]의 판수는 초간본과 마찬가지로 판록명이 壹字

부터 駒字까지 이르는 12판이다. 그런데 가록에서는 별보의 판록명이 壹字

부터 草字까지라고 했으니 경자증보본 이후에 판록명 食, 場, 化, 被, 草의 5

판의 추가가 이루어져 별보가 17판이 되었고 또 판록명 木, 賴, 及의 3판이

추가되어 별보는 경자증보본보다 8판이 늘어났다. 원문: 下卷末附別譜自壹字

至草字又追入三板自木字至及 <東萊鄭氏家錄(1919) 卷之一 4張>

17) 아래에 소개될 <국립중앙도서관소장본B>와 <장서각소장본B>가 그것이

다. <국립중앙도서관소장본B>의 별록은 판록명이 壹字부터 草字까지 17

판으로 草字에서 ‘東萊鄭氏族譜別錄終’을 붙여 마감했고, 銘誌 63판과 事

蹟 2판이 누락되었고 추입명지 2판이 권하 중간(판록명 垂 다음)에 들어

가 있다. <장서각소장본B>의 별록 17판으로 草字에서 ‘東萊鄭氏族譜別錄

終’을 붙여 마감했고, 추입 별록은 판록명 木字와 賴字 2판만 추입된 채

‘追入別錄終’으로 마감했다. 또 판수의 변화없이 교체 수정된 곳도 있는데

卷下 제6, 7, 8, 9장의 4판 모두를 촘촘히 다시 새겨 판수의 변화 없이 더

많은 후손들을 수록하였다. <국립중앙도서관소장본B>의 추입명지 2판과

<장서각소장본B>의 추입명지 3판은 가록의 수정기록에는 없다. ※<국립

중앙도서관소장본B>는 2019년 10월 23일 제238회 코베이 삶의흔적 경매

에 출품된 것(경매번호 360)으로 타성씨의 어느 서실 운영자가 낙찰받았

다가 결국 국립중앙도서관(등록일 2020년 11월 22일, 등록번호 141688)에

판매한 것이다.
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판으로 늘어났다고 볼 수 있다.18)

명지와 사적에 포함된 내용은 다음과 같다.

東萊鄭氏行狀碑銘墓誌諡狀

文安公(諱 沆)墓誌銘

文景公(諱 欽之)墓表

翼惠公(諱 蘭宗)神道碑銘

文翼公(諱 光弼)神道碑銘

贈贊成公(諱 荃)神道碑銘

忠貞公(諱 大年)行狀

忠貞公(諱 大年)墓誌銘

忠貞公(諱 大年)請諡行狀

忠貞公(諱 大年)神道碑銘

忠貞公(諱 大年)碑

貞夫人全州李氏(忠貞公배위)墓誌

林塘公(諱 惟吉)神道碑銘

毅愍公(諱 希登)行狀

毅愍公(諱 希登)墓誌銘

水竹公(諱 昌衍)墓誌銘

典翰公(諱 譍)墓碣

贈承旨公(諱 休復)墓碣銘

贈判書公(諱 灝)墓碣銘

18) 필자는 현재 225판 중 판록명을 붙이지 않은 권상 1판과 판록명이 及인

추입별록 1판이 인쇄된 족보의 존재를 아직 확인하지 못한 상태이다. 이

225라는 수는 [원편 149]＋[사적비장 68]＋[서발 8]〓225에서 나왔는데 임

당공파보(1859) 및 봉산군파보(1860)의 族譜刊印에서는 [원편 153]＋[사적

비장 63]＋[서발 8]〓224이며 직제학공파보(1875)의 刊譜年系에서는 을미

보는 249판인데 서로 일치하지 않는다.
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▲ 을미보 보판 [사진출처: 동래인의 얼 II ]

忠貞公(諱 弘翼)墓碣銘

濟谷公(諱 廣成)墓誌銘

襄平公(諱 種)墓誌銘 [추입]

蓬川君(諱 仁耘)墓誌銘 [추입]

東萊諸名公事蹟

鄭良生

鄭矩

鄭符

鄭甲孫

鄭昌孫
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(2). 성책구조

현재알려진몇본의을미보는모두 2책으로성책되어있다. 제1

책에는 序文과 世系錄인 東萊鄭氏世譜卷上이 들어 있으며 제2책

에는 世系錄인 東萊鄭氏世譜卷下, 銘誌, 名公事蹟, 跋文이 들어 있

다. 을미보 世系錄의 卷首題와 版心題는 모두 東萊鄭氏世譜이다.

[1] 東萊鄭氏世譜: 上, 下 [東萊鄭氏乙未譜: 卷一, 卷二]

⃝원소장자: 호군공회종파 종손 鄭龍謨(일명 鄭東斗)

*鄭弼(6세)-椿老-泰-時雨-天儒-安生-復修-會宗(13세)-輔-思英-忠-

友凱-之雅-穎黔-重信-桓-弘宙-元一-東泰-仁奎-基周-正朝-寅範-

龍謨(일명 東斗)

⃝경자(1660)년 증보본 [총 213판]

⃝참판공19)파문중에서 홍색 종이로 표지개장(表紙改裝)하고

표지서명을 東萊鄭氏乙未譜라고 다시 썼음

⃝반초서체의 서발문 7판(서문 4, 발문 3)이 해서체 8판(서문

5, 발문 3)으로 교체되었음

⃝卷上의 제17장 1판이 7판으로 증보교체되었음20)

⃝1984년축소영인본[영인합보]간행시저본으로사용되었음

⃝경자증보본의 내력은 제2장 제3절 (1) 참조

19) 참판공은 설학재공의 손자 贈嘉善大夫戶曹叅判 휘 비(伾)를 이른다.

20) 판록명[字標] 張(제16장)의 仁厚공을 판록명[字標] 寒(제17장)으로 옮기고

판록명 寒을 계속 사용하면서 상단 난외에다 上卷十六丈補入第一丈共七丈,

上卷十六丈補入第二丈共七丈, 上卷十六丈補入第三丈共七丈, 上卷十六丈補

入第四丈共七丈, 上卷十六丈補入第五丈共七丈, 上卷十六丈補入第六丈共七

丈, 上卷十六丈補入第七丈共七丈을 표시하여, 마치 寒-1, 寒-2, …, 寒-7

처럼 차례를 매겼다.
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▲ 을미보(경자증보본) [출처: 동래정씨(을미병신기미)대보]

[2] 東萊鄭氏族譜: 上, 下

⃝호군공회종파 鄭珍謨 소장 (고서상에서 구입)

*會宗(13세)-輔-思英-忠-友凱-之雅-穎黔-重信-桓-弘宙-元伍-東喆-

仁還-基鳳-必朝-寅德-珍謨

⃝초간본 [총 206판]

⃝서발문은 반초서체임

[3] 東萊鄭氏世譜: 上, 下

⃝국립중앙도서관 소장 A

⃝낙질(상권 없음)

⃝하권의 발문은 반초서체임
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▲ 을미보(정진모 소장)

[4] 東萊鄭氏世譜: 上, 下

⃝국립중앙도서관 소장 B

⃝卷上의 제17장 1판이 7판으로 증보교체되었음

⃝명지와 사적이 빠졌음 [총 147판]

⃝상권의 서문은 반초서체이고 하권의 발문은 해서체임

[5] 東萊鄭氏族譜: 上, 下

⃝부천족보도서관 소장

⃝초간본의 복사본 [총 206판]



18 동래정씨 옛족보와 호군공 회종파

[6] 東萊鄭氏世譜: 上, 下

⃝한국학중앙연구원 장서각 소장 A

⃝낙질(상권 없음)

⃝별록 12판[판록명 駒에서 끝남]

⃝贈承旨公 諱休復 묘갈명중간이후부터하권끝까지결락

▲ 을미보(장서각본A)
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[7] 東萊鄭氏世譜: 上, 下

⃝한국학중앙연구원 장서각 소장 B

⃝낙질(상권 없음)

⃝별록 17판(원 12판  추입 5판)  추입별록 2판

⃝추입명지 3판

⃝발문은 해서체임

▲ 을미보(장서각본B)
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[8] 東萊鄭氏世譜: 上, 下

⃝전남 영광 백수읍 거주 종인 鄭⃝⃝

⃝낙질(상권 없음)

⃝별록 12판[판록명 駒에서 끝남]

⃝제2책 편말에 명지, 명공사적, 반초서체 발문 수록

▲ 을미보 [이미지 출처: 국사편찬위원회 지역사조사 수집

자료(사료참조코드: DGJ017_10_06K0014)]
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[9] 東萊鄭氏世譜: 上, 下

⃝한국국학진흥원 소장 A

⃝원래의 상․하권 2책을 1책으로 묶었음

⃝앞표지 및 반초서체 서문 첫 2장[을유보 서문(1판 반)

과 을미보 서문(반판)] 떨어져 나가고 없음

⃝판록명 國 이후 뒷표지까지 떨어져 나가고 없음

▲ 을미보(국학진흥원본A)
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[10] 東萊鄭氏世譜: 上, 下

⃝한국국학진흥원 소장 B

⃝낙질(상권 없음)

⃝초간본의 마지막 판록명 駒 다음에 판록명 食, 場, 化,

被, 草 5판이 추가되었음.

⃝제2책 편말에 명지는 들어 있지 않고 명공사적과 해서

체 발문이 있음

⃝앞표지의 배접지에 을미보 반초서체 서문을 인쇄한 파

지가 사용되었고 뒷표지의 배접지에 을미보 반초서체

발문을 인쇄한 파지가 사용되었음

▲ 을미보(국학진흥원본B)
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▲ 을미보(1984년 축소영인합보) (영인저본: 회종파종손 소장본)
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▲ 을미보(1984년 축소영인합보) (영인저본: 회종파종손 소장본)



                제1장 동래정씨 옛족보 을미보와 병신보 25

영인본

[1] 東萊鄭氏乙未大譜: 乾, 坤

⃝영인본 간행: 東萊鄭氏(乙未丙申己未)大譜, 鄭文甲, 1984

⃝영인저본 원소장자: 호군공회종파 종손

⃝발문의 위치를 제1책의 서문 바로 다음으로 하여 편집

[2] 東萊鄭氏族譜: 上, 下

⃝영인본 간행: 鄭在基, 東萊鄭氏杏亭公門中, 대보사, 2009

⃝영인저본: 부천족보도서관 소장본(복사본)

⃝발문의 위치를 제2책의 명지 바로 앞으로 하여 편집

[3] 東萊鄭氏乙未世譜

⃝영인본 간행: 鄭進鎬, 동래정씨대종중, 2010

⃝세로선 및 가로선, 판록명, 권별 장번호 재정비

⃝원본상의 심한 훼손자는 集字編輯하여 복원하였음21)

4. 목판본 병신보

(1). 판수

병신보의 판수는 1716년(숙종 42) 간행당시 총 410판(凡例 5판,

舊譜序跋 5판, 上世 3판, 校書郞公派 217판, 詹事公派 173판, 後

叙 4판, 後跋 2판, 刊記 1판)이며 후대에 卷二十八(총 6판)이 추

가되어 416판으로 늘었으며,22) 추가된 卷二十八을 제외한 410판

21) 건축물 복원의 경우 남아 있던 것을 최대한 살려야 되지만, 서적 또는 문서의

낱 글자를 집자하여 복원한다는 것은 위험한 발상이다. 동일판본의 것으로 잘

안보이는 면 전체을 교체하는 것은 모를까 해당 부분의 잘 보이는 동일판본이

없을 때는 그대로 두든지 현대활자로 교체하여 아예 교체한 것이 드러나도록

하는 것이 옳다고 본다. 필자는 복원본 편집자와 이 부분에서 의견이 달랐다.

22) 수죽공파보(1859)와 봉산군파보(1860)의 族譜刊印에서 409판이라고 하였
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이 현존하고 있다. 世系錄(권1-권28, 부편) 각 권의 파명과 판수는

다음과 같다.23)

卷一: 上世世系 (3판)

卷二: 校書郞輔派 (8판)

卷三: 詹事弼派 (2판)

卷四: 校書郞七代孫 正郞吉興派, 生員吉祥縣監吉明派竝付

(3판)

卷五: 校書郞七代孫 縣令孝卿派, 判官善卿派竝錄 (17판)

卷六: 校書郞七代孫 文景公欽之派, 生員款之判書洪汝方

奉禮李鏘叅判趙瑞康派付錄 (19판)

卷七: 校書郞七代孫 縣監子順派 (11판)

卷八: 校書郞七代孫 州事孝允厚派, 評理釐派竝錄 (6판)

卷九: 詹事弼七代孫 會宗派 (2판)

卷十: 詹事弼七代孫 修撰雍派 (12판)

卷十一: 詹事弼七代孫 直提學賜派 (29판)

卷十二: 詹事弼七代孫 游派, 伋派竝錄 (6판)

卷十三: 校書郞七代孫 正郞吉興派, 縣監吉明派竝付 (3판)

卷十四: 校書郞七代孫 縣令孝卿派 (12판)

卷十五: 校書郞七代孫 判官善卿派 (24판)

卷十六: 校書郞七代孫 判官善卿派 (29판)

는데 간기 1판을 제외했던 것 같다. 직제학공파보(1875)의 刊譜年系에서

414판(409+ 5)이라고 한 것은 간기 1판을 제외하였고 또 권28을 5판[校書

郞七代孫文景公欽之派 自勤 후손 계보; 판록명 動, 神, 疲, 守, 志]으로 보

았기 때문인 것 같다. 필자가 조사한 권28이 포함된 인출본 3본 모두 守와

志 사이의 眞이 빠져 있었다. 내용상 빠진 것이 분명한데도 영인합보(정문

갑, 1984)의 범례에서 “本譜中 丙申譜六卷에 眞字 漏落되었으나 千字文印

刷錯誤일 뿐이고 譜繼에는 錯誤 없음”이라고 하였다. 권28이 포함된 3본

중 1본인 한국국학진흥원 소장본은 권28의 판록명 志 다음에 5판[詹事弼七

代孫游派 連舜 후손 계보; 판록명 滿, 逐, 物, 意, 移]이 추가되어 있다.

23) 파명에서 文景公欽之派 한 곳에만 ‘公’을 사용했다. 시호이기 때문으로 추정

된다. 오늘날과 달리 公의 사용이 절제되었던 것 같다.
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卷十七: 校書郞七代孫 判官善卿派 (25판)

卷十八: 校書郞七代孫 文景公欽之派 (10판)

卷十九: 校書郞七代孫 文景公欽之派 (28판)

卷二十: 校書郞七代孫 縣監子順派 (6판)

卷二十一: 校書郞七代孫 評理釐派 (12판)

卷二十二: 詹事弼七代孫 會宗派 (3판)

卷二十三: 詹事弼七代孫 修撰雍派 (21판)

卷二十四: 詹事弼七代孫 直提學賜派 (27판)

卷二十五: 詹事弼七代孫 直提學賜派 (24판)

卷二十六: 詹事弼七代孫 直提學賜派 (41판)

卷二十七: 詹事弼七代孫 伋派 (6판)

卷二十八: 校書郞七代孫 文景公欽之派 (6판) [추입]

詹事弼七代孫 游派(5판) [추입]

附篇: 校書郞七代孫 宏派 (4판)

▲ 병신보보판(한국국학진흥원으로 이전 전 모습) [사진출처: 동래인의 얼 II ]
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附篇의방주에 “此一派卽元譜中人而居在彦陽者也成譜之後始送

單子不得從編次入錄錄於末端(이 일파는원보속에들어있던사람

들인데언양에살고있다. 그런데족보가완성된뒤에비로소단자

를 보내는 바람에 편차에 따라 기록해 넣지 못하고 족보의 끝에

다 기록한다.)”라고 사유를 밝혀 놓았다. 후대에 와서 병신보 범

례에서 언급이 없는 권28(文景公 증손 自勤 후손)이 추가되었는

데 권28의 방주에 “此派居在公山天安等邑修正時單子修送而終不

入元譜中故一依舊譜大護軍別錄之例付於終篇(이 파는 공산(公州의

古號임), 천안 등지에 살고 있는데 수정시 단자를 보내왔으나 끝

내 원보에 입록되지 못했다. 그래서 구보의 대호군공파별록의 예

를 따라서 마지막 편에 붙인다.)”라고 기록되어 있다.

1859년(철종 10)에 간행된 수죽공파보(序 정원용)와 1860년(철

종 11)에 간행된 봉산군파보(序 정원용)의 族譜刊印 분주(分註)에

부편 4판의 추가사유와 자칭 문안공 항의 자손 2판의 출현 및 제

거경위에대한언급은있으나권28의 추가에대한언급은없다.24)

따라서 이 族譜刊印의 분주기록으로 볼 때 권28의 6판은 1860년

(철종 11) 이후에 추가된 것으로 보인다.25)

丙申譜塡千字至心字校書公後一派有追入四板不塡字書以附編

㫄註曰此派元譜中人而居在彦陽成譜後始送單子不得從編次入
錄錄於末端盖以屢百板塡次已刻之字無以追改而編次則不當在

心字下故不得塡字而書以附編詳於㫄註也其後不知何時有嶺邑
姓鄭者僞襲附編之名追刻二板以附之自稱文安公沆後派文安公

有二子二孫曾玄兩世單傳而止乙未丙申譜俱同也乃系其玄孫之

24) 권28의 6판 목판이 현존하지 않는데, 언제 무슨 이유로 없앴는지 궁금하다.

25) 또한 앞의 각주 22)를 참조하면 권28이 추가된 연대는 1875년(고종 12) 이

전임을 알 수 있다. 왜냐하면 1875년 간행된 직제학공파보(序 정숙동)에

병신보의 총 판수를 권28이 포함된 414판으로 기록되어 있기 때문이다.
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下而錄至十四五世白徒單名無生卒娶妻其僞不能自掩己巳建閣

時自監營刊去此二板後至憲宗年間華池山墓碣中文安公下子孫

无傳四字潛自琢去此復踵前僞者之爲也

병신보(세계록)의 보판은 천자문으로 순서를 매겼는데, 心자

까지 이르렀고 교서랑공 후손 한 파가 추가로 들어왔다. 추

가된 4판은 천자문으로 순서를 매기지 않고 부편으로 편집하

였다. 그 방주에 말하기를 ‘이 파는 원보(을미보) 속에 들어

있던 사람들인데 언양에 살고 있다. 그런데 족보가 완성된

뒤에 비로소 단자를 보내는 바람에 편차에 따라 입록하지는

못하고 족보 끝에다 기록하였다’라고 하였으니, 아마도 늦게

단자가 도착한 교서랑공 후손 일파의 4판은 이미 판록명을

새긴 수백판을 고치기 어렵고 순서상 心字 아래의 천자문

으로 매기는 것도 부당하기 때문에 판록명을 천자문으로 하

지 못하고 부편으로 하고 방주에 (사유를) 자세히 나타냈을

것이다. 그 후 언제인지 잘 모르나 어느 영남 땅에 사는 鄭氏

성을 가진 사람이 거짓으로 ‘부편’이라는 명칭을 붙여 2판을

추가로 새겨와 이어 붙이고는, 자칭 문안공 항의 후손파라고

하였다. 문안공은 2자 2손이고 증손과 현손 두 세대에는 하

나씩 이어지다가 그쳤는데 이는 을미보와 병신보에 모두 동

일하다.26) (추가 2판에는) 그 현손 아래에 14, 15세까지 후손

들이 기록되어 있는데 아무 직함도 없이 이름만 있고, 생졸

년도나 배위 기록이 없으니 그 거짓됨을 스스로 감출 수 없

었다. 기사년(1809, 순조 9)에 보각을 지을 때 감영에서 나와

이 두 판을 쪼개어[刊: 斫也] 없앴다. 그 후 憲宗年間에 이르

러 화지산 묘갈 중 문안공 아래 ‘子孫无傳’이라는 네 글자

를27) 저들이 스스로 몰래 쪼아 없앴는데 이것은 앞에 위작

하였던 자의 행위를 다시 이어받아 저지른 행위이다.

26) 乙丙 兩譜에는 문안공의 제2자 仁의 증손까지만 나와 있고 제1자 叙(과

정공)의 아들이 없으나, 동지공파보(2001)에는 문안공의 아들은 독자 叙만

있고 叙의 증손까지[沆(문안공)-叙(과정공)-安生-起碩-逵] 기록되어 있다.

27) 실은 ‘子孫亦无傳’ 다섯 글자이다.
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▲ 안일호장공묘갈 탁본

(총 4면중 제3면)

▲묘갈의훼손자 ‘無傳’ 2字 (탁본

사진에서 4행 처음 두 글자)

▲ 묘갈의 훼손자 ‘子孫亦’
3字 (탁본사진에서 3행

마지막 세 글자)

훼손전에 뜬 탁본사진

사정상 삭제
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◀ 성첩한 안일호장공묘갈 탁본

(성첩시 조각조각 오려 붙였음)
[자료제공: 국립중앙도서관]

(2). 성책구조

병신보 世系錄의 卷首題는 東萊鄭氏族譜이고 版心題는 東萊譜

이며, 필자가 현재까지 알고 있는 몇 본의 표지서명은 東萊世譜,

東萊鄭氏族譜, 蓬山譜牒, 東萊鄭氏丙申大譜(영인본), 東萊鄭氏丙申

世譜(영인본) 등 여럿인데, 표지서명을 적지 않은 병신보도 있다.

병신보의 성책구조는 주로 6책으로 이루어졌지만 5책 또는 4책으

로 이루어진 것도 있으며, 또 각 책에 포함된 권수도 서로 다르

다. 병신보의 책판이 잘 보존되어 있어서 초간 인출 후에도 후

대에 수차 인출이 있었으며 이로 인하여 후인본(또는 후쇄본)이

많아 병신보의 표지서명이나 성책구조가 통일되지 못하고 여러

형태가 존재하게 된 것으로 생각된다. 다음은 인출년도가 달라 보



32 동래정씨 옛족보와 호군공 회종파

이는병신보 몇 본의 표지서명, 성책구조, 간략한 특징이다.

[1] 東萊世譜: 仁, 義, 禮, 智, 信 (5책)

仁: 범례, 을유보서문, 을미보서문, 을미보발문,권1 -권10

義: 권11 - 권15, 부편

禮: 권16 - 권19

智: 권20 - 권24

信: 권25 - 권27, 후서, 후발, 간기

⃝호군공(휘 회종)파 종손 鄭容峻 소장

*鄭弼(6세)-椿老-泰-時雨-天儒-安生-復修-會宗(13세)-輔-思英-忠-

友凱-之雅-穎黔-重信-桓-弘宙-元一-東泰-仁奎-基周-正朝-寅範-

龍謨(일명 東斗)-煥峻(일명 容峻)

⃝판록명 ‘無’(권24의 제12장) 缺張

▲ 병신보(호군공 회종파 종손 소장)
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[2] 東萊鄭氏族譜: 一, 二, 三, 四, 五 (5책)

一: 을미보발문, 을미보서문, 권1 -권10

二: 권11 - 권16,

三: 권17 - 권20, 범례

四: 권21 - 권24

五: 후서, 후발, 부편, 권25 - 권27

⃝계담공(휘 復始)파 鄭永謨 종인 소장28)

*鄭弼(6세)-椿老-崇-之衡-承源-諧-龜齡-賜(13세)-蘭秀-光鄰-姬卿-華-

復始(18세)

⃝을미보서문 제2장, 刊記 缺張

▲ 병신보(계담공파 소장)

28) 필자가 처음 조사할 당시는 鄭永謨 종인이 소장하고 있었으나, 그 후 계담공

파 문중에 기증한 것으로 들었다.
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[3] 蓬山譜牒: 第一 ∼ 第六 (6책)

第一: 을유보서문, 을미보서문, 을미보발문, 후서, 후발,

범례, 권1 - 권7

第二: 권8 - 권14

第三: 권15 - 권17

第四: 권18 - 권22

第五: 권23 - 권25

第六: 권26 - 권27, 권28, 부편, 간기

⃝후인출본(권18의 9장은 나머지와 서체가 다름)

⃝권28 추입: 판록명 ‘動’, ‘神’, ‘疲’, ‘守’, ‘眞’[缺], ‘志’

⃝1984년축소영인본[영인합보]간행시저본으로사용되었음

⃝판록명 ‘鱗’(권8의 6장)과 ‘斯’(권21의 12장): 후손추가 있음

⃝蓬山은 萇山, 萊山, 蓬萊와 함께 東萊의 古號임

▲ 병신보 [출처: 동래정씨(을미병신기미)대보]
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[4] 東萊鄭氏族譜 (6책) [표지서명 없음]

1책: 을유보서문, 을미보서문, 후서, 범례, 권1 - 권7

2책: 권8 - 권14

3책: 권15 - 권17

4책: 권18 - 권22

5책: 권23 - 권25

6책: 권26 - 권27, 부편, 을미보발문, 후발, 간기

⃝계명대학교 동산도서관 소장 A

⃝표지서명(表紙書名) 없음

⃝후인출본(권18의 9장은 나머지와 서체가 다름)

▲ 병신보(동산도서관본A)
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[5] 東萊鄭氏族譜: 元, 亨, 利, 貞 (4책) [제2책 亨 결]

元: 을유보서문, 을미보서문, 을미보발문, 범례, 권1 - 권10

亨: 권11 - 권16

利: 권17 - 권23

貞: 권24 - 권27, 권28, 부편, 후서, 후발, 간기

⃝계명대학교 동산도서관 소장 B

⃝후인출본(권18의 9장은 나머지와 서체가 다름)

⃝제본시 판록명 ‘潛’(권9의 1장)이 판록명 ‘淡’(권8의 5장)과

‘鱗’(권8의마지막장인 6장) 사이에 잘못 들어가 있음

⃝권28 추입: 판록명 ‘動’, ‘神’, ‘疲’, ‘守’, ‘眞’[缺], ‘志’

▲ 병신보(동산도서관본B)
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[6] 東萊世譜: 水, 火, 木, 金, 土, 穀 (6책)

水: 후서, 권1 - 권5

火: 권6 - 권10

木: 권11 - 권15

金: 권16 - 권19

土: 권20 - 권24

穀: 권25 - 권27, 부편, 간기

⃝한국학중앙연구원 소장[동래부원군파 종손 정성수 기증]

⃝을유보서문, 을미보서문, 을미보발문, 범례, 후발 누락

⃝후인출본(권18의 9장은 나머지와 서체가 다름)

⃝1902년 인출

⃝맨 뒷장에 鄭壽極의 인출사유가 붓으로 기록되어 있음

壽極自少時 宗族中最親於栗山大監與省齋令監 而逢塲每恨此譜
未藏 故堇印二秩譜 一秩式表情於兩處 後日譜冊奉審之時 兩家

子孫 勿以一秩譜生色看之 先想同年 知心交情焉

壬寅 四月 日

幹事後孫諱鳳齡六世孫壽極

수극이 어릴 때부터 종족 중에서 율산대감, 성재영감과 가장

친하였는데 만날 때마다 그분들이 이 족보[병신보]를 간직하지

못한 것을 한으로 여겼다. 그러므로 겨우 족보 두 질(秩)[秩은

帙과 통함]을 인쇄하여 두 분에게 한 질씩 드리면서 정의를 표

한다. 후일 보책을 살필 때에 두 집안의 자손들이 족보 한 질

을 가지고 생색으로 보지 말고 먼저 같은 해에 마음을 알고

정분을 나누었음을 상상할지어다.

1902(광무 6)년 4월 일

병신보간사자 휘 봉령의 6세손 수극
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<栗山公(휘 基會), 省齋公(휘 宗燁), 聾窩公(휘 壽極)의 계보>

*鄭賜(13세)-蘭宗-光弼-福謙-惟吉-昌衍-廣成-太和-載岳-希先-錫世-

宇淳-東奭-憲容-基會(1829년생; 號栗山)

*鄭善卿(13세)-種-禮耘-世溫-師周-汝康-錘-天澍-姬相-時杰-殷弼-

惟漸-翊東-光材-宗燁(1837년생; 號省齋)

*鄭善卿(13세)-種-禮耘-世溫-師周-汝康-鈜-天淑-姬樑-鳳齡-胤弼-

惟迪-瀅-光樞-明燁-壽極(1829년생; 字南叜, 號聾窩)
⃝맨 뒷장에 기증인의 조부 鄭世鎭의 所藏印이 찍혀 있음

*鄭賜(13세)-蘭宗-光輔-漢龍-純祐-象哲-震遠-之翼-行仁-必世-

師伋-계자 彦復(생부 師夏)-混-翰東-學黙(1829년생)-계자 圭善(생부

完黙)-世鎭

[7] 東萊鄭氏族譜: 一, 二, 三, 四, 五, 六 (6책)

一: 후서, 후발, 을미보발문, 을유보서문, 을미보서문, 범례,

권1 - 권5

二: 권6 - 권11

三: 권12 - 권16

四: 권17 - 권20

五: 권21 - 권24

六: 권25 - 권27, 부편, 간기

⃝호군공회종파 鄭珍謨 소장 A

⃝후인출본(권18의 10장은 서체가 다름)

⃝보각자편(補刻字片)이 빠진 채로 인쇄된 곳이 있음

[8] 東萊鄭氏族譜: 卷之一 ∼ 卷之六 (6책)

卷之一: 을유보서문, 을미보서문, 후서, 범례, 권1 - 권7



                제1장 동래정씨 옛족보 을미보와 병신보 39

卷之二: 권8 - 권14

卷之三: 권15 - 권17

卷之四: 권18 - 권22

卷之五: 권23 - 권25

卷之六: 권26 - 권27, 부편, 을미보발문, 후발, 간기

⃝호군공회종파鄭珍謨 소장 B

⃝후인출본(권18의 10장은 서체가 다름)

⃝보각자편이 빠졌거나 잘못 끼워져 인쇄된 곳이 있음

[9] 東萊鄭氏族譜 (6책) [제1, 2, 3, 4, 5책 결본]

마지막 책: 권26 - 권27, 권28, 부편, 간기

⃝한국국학진흥원 소장

⃝권28 추입: [3]번, [5]번과 달리, 판록명 ‘動’, ‘神’, ‘疲’, ‘守’,

‘眞’[缺], ‘志’ 외에 판록명 ‘滿’, ‘逐’, ‘物’, ‘意’, ‘移’가 더 있음

[10] 東萊鄭氏族譜(3책, 후인출본)29)

⃝산청군 생초면 거주 종인 鄭⃝⃝ 소장

[11] 東萊鄭氏族譜(6책)30)

⃝봉천군 7대손 초은공 문중 소장

29) 권별 성책은 아직 확인하지 못하였음. ≪경남 서부지역의 고문헌 2: 거창⋅남

해⋅합천 지역을 중심으로≫(가람출판사, 2008) 참조.

30) 권별 성책은 아직 확인하지 못하였음. ≪경남 서부지역의 고문헌 1: 산청⋅하

동⋅사천⋅고성 지역을 중심으로≫(가람출판사, 2008) 참조.
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영인본

[1] 東萊鄭氏丙申大譜 (6책) [축소 영인본]

1권: 을유보서문, 을미보서문, 을미보발문, 후서, 후발,

범례, 권1 - 권7

2권: 권8 - 권14

3권: 권15 - 권17

4권: 권18 - 권22

5권: 권23 - 권25

6권: 권26 - 권27, 권28, 부편, 간기

⃝영인본 간행: 東萊鄭氏(乙未丙申己未)大譜, 鄭文甲, 1984

⃝영인저본은 [3]번의 봉산보첩임

[2] 東萊世譜: 仁, 義, 禮, 智, 信 (5책) [영인본]

仁: 범례, 을유보서문, 을미보서문, 을미보발문, 권1 - 권10

義: 권11 - 권15

禮: 권16 - 권19

智: 권20 - 권24

信: 권25 - 권27, 부편, 후서, 후발, 간기

⃝영인본 간행: 鄭在基, 東萊鄭氏杏亭公門中, 대보사, 2009

⃝영인저본에 보각자편(補刻字片)이 빠졌거나 잘못 끼워져 인쇄

된 곳이 있음

[3] 東萊鄭氏丙申世譜 (5책) [영인본]

仁: 범례, 을유보서문, 을미보서문, 을미보발문,

권1 - 권10

義: 권11 - 권15

禮: 권16 - 권19

智: 권20 - 권24
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信: 권25 - 권27, 부편, 후서, 후발, 간기

⃝영인본 간행: 鄭進鎬, 동래정씨대종중, 2010

⃝영인저본은 호군공회종파 종손 소장본이지만, 부분적 보완으로

다른 판본 일부가 사용되었음

⃝세로선 및 가로선, 권별 장번호 재정비

⃝원본상의 심한 훼손자는 集字編輯하여 복원하였음31)

5. 을미보 및 병신보의 원본 검토

필자의 문중에서 을미보와 병신보의 원본을 소장해 왔지만 그

목판인쇄가 고르지 않아 판독이 어려운 한자가 많았고(이는 다른

판본도 마찬가지였는데, 판본이 많을수록 인쇄상의 결함을 보완

하는데 더욱 좋음), 그 당시 흔히 쓰였으나 지금은 거의 쓰지 않

는 이체자가 많았다. 해방 이후 현대 활자로 인쇄된 여러 양장본

족보에서 인쇄상의 단순 식자(植字) 오류뿐만 아니라 구보의 이체

자의 오판독(誤判讀)에서 오는 근본적인 오류도 제법 많았다. 또

처음 발생한오류가계속전파됨을여러곳에서확인할수있었다.

다음은일부이체자를포함한대략적인검토결과이다.

(1). 을미보

▲ 卷上

4장 13世 矩

※前室固城李氏누락; 병신보에서는 前室固城李氏父

31) 건축물 복원의 경우 남아 있던 것을 최대한 살려야 되지만, 서적 또는 문서의

낱 글자를 집자하여 복원한다는 것은 위험한 발상이다. 동일판본의 것으로 잘 안

보이는 면 전체을 교체하는 것은 모를까 해당 부분의 잘 보이는 동일판본이 없

을 때는 그대로 두든지 현대활자로 교체하여 아예 교체한 것이 드러나도록 하는

것이 옳다고 본다. 필자는 복원본 편집자와 이 부분에서 의견이 달랐다.
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叅議嶙生一女一子後室坡平尹氏父左尹承慶祖鈴平君

陟曾祖贊成事安淑外祖宰臣金達祥生一子로 수정되었

음

5장 16世 張閏宗

※을미보와 문화류씨가정보(卷之四 30張)에서는 閏

이나 병신보와 원류보(해풍장씨)에서는 潤임

16世 偁

※병신보에서 충정공 신도비문(서거정 찬)에 의해 서

차가 价 다음으로 수정되었음

7장 15世 鄭孝宗

※병신보에서 鄭孝孫으로 수정되었음

※1981년 영일정보(卷之上 5面): 鄭克儒-昌佑-均之-

潤-侑-思道-洪-鎭-孝孫(처부 洪汝方),孝順,孝完,孝康,

孝全

※1994년 남양홍보(중랑장공파, 상권 15면): 洪汝方-

元用,亨用,利用,貞用,녀연일鄭孝孫,청주韓確,인동張俌

9장 15世 賙 방주

※賙의 처부로 병신보에는 府使忠州安束, 원류보(동

래정씨)에는 府使江陵安束, 1999년 평리공파보에는

忠州安氏府使束임; 高麗列朝登科錄(우왕 9년 癸亥榜)

에 府使충주安束이 있으며 安束의 처부는 朴光理임;

충주박보에는 朴光理의 사위에 安涑(文科嘉善大夫行

江陵府使歷司諫參議居忠州;子安尙鎭,安尙緝)이 있음

10장 13世 鄭樞

※郭樞의 오기임32)

13장 16世 權庶愼
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※병신보에서는 權庶愼이 權世臣으로 수정되었음

※1907년 안동권보(卷之三 14張), 2004년 안동권보

(1권 579면):權幸-仁幸-冊-均漢-子彭-先蓋-廉-利輿-

仲時-守洪-子輿-允平-重-仁叔-子侯-安世-碩仝-世臣

(처부 동래鄭蘭秀)-耈(자 景縉,景紳,景綸,景紀,景緗, 녀

權傑,崔縝,李堅),耆(자 景絟,景緘,景緯, 녀 金生河,權經

國,張鴻),耋(景純,景紞, 녀 鄭獜[麟],金應世)

16世 安光睟

※을미보와 원류보(동래정씨)에는 睟이나 병신보, 문

화류씨가정보(卷五 45張, 卷七 98張), 1765년 순흥안

보(卷之一 44張), 1859년 수죽공파보, 1980년 순흥안

보(卷之六 79面), 원류보(순흥안씨)에는모두 晬임

15장 18世 允諧 방주: 茂山

※1856 병진보에는 莪山으로 판독했고 1860년 경신보

와 1984년 전서공파보에는茂山으로 판독했음

17장 20世 景驥(上卷 제16장 補入 제5장) 방주: 洛

※洛락이 병신보에서는 犖락으로 나옴

※1862년 청주한보(章悼公派, 卷之一 11張):韓蘭-穎-

尙休-奕-希愈-光胤-康-謝奇-渥-方信-寧-永矴-確-

致義-偉-守道-亢-忠男-犖-녀崔挺海,朴興仁,鄭景驥

※청주한보(第六校 章悼公編 25張)에서는 崔挺海,朴

興仁, 鄭景驥를 正溫의 녀로 편집상 오류범함 (第七校

인터넷판에서는 바로잡아졌음); 六校와 七校에서 鄭

32) □청주郭祥-…-元-拯-尙-坦-東若-琦-埒-預-雲龍-延俊-琛-樞(配安東權

氏(父儼)生一子后配驪興閔氏(父忭)生三子三女)-녀 강릉金揚南-녀 동래鄭

甲孫
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景驥의처부韓犖을韓로적고 방주에 一諱 犖으로

처리했음

18장 18世 叔夏, 叔度

※叔夏와 叔度는 병신보에서는 淑夏와 淑度로 수정

되었음

26장 21世 金琦 → 邊琦

※병신보에서는 金琦가 邊琦로 수정되었으며 장연변

보에는 邊琦가 邊璇으로 나옴

※1843년 장연변보(卷之一 20張): 邊讓-尙節-1자 晉

(처부 동래鄭賀男), 2자 璇(처부 동래鄭吉男); 2자 璇

(처부 동래鄭吉男)-1자 碩勛, 2자 碩賓, 3자碩濟, 4자

碩安, 1녀 曺震玄, 2녀 李再春

28장 21世 安郃

※1883년 강진안보(卷之一 30張), 1980년 탐진안보(卷

之十 429面), 2004년 상산김보(卷之一 556面) 참조

29장 20世 金世俊 → 全世俊

※병신보에서는 金世俊이 全世俊으로 수정되었음

※1991년 전씨족보(卷之六(完山貫) 9面): 全潗-之慶-

思敬-夏民-承德-秀文-永綏-純-慶遠-霽-世俊(처부

동래정씨선무랑宗惠처조현감彪)

21世 朴泰邦 ※ 는 泰의 이체자

31장 20世 朴明桂

※1737년 거창신보(卷之二 14張, 卷之三 26張): 愼

修-安之-⃝-⃝-翼-世功-執平-成-元幹-儒-思敬-

仁道-以衷-機-後庚-榮壽-友孟-權-復始-자 諃,諾,諧,

讘, 녀 朴明桂
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21世 金楚客

※1720년 의성김보(卷之三 17張)에는 金楚客이 金柅

로 나옴

40장 18世 金湕

※1918년 안동김보(卷之三 47): 金殷說-淑承-日兢-

利請-義和-敏成-孝印-方慶-恂-永煦-蕆-士衡-陞-

宗淑-礩-智童-湕,滂,滃,崔士淳,趙弼,芮蘭宗

42장 21世 李性傳, 李心傳, 李一傳, 李敬傳, 李仁傳, 李義傳

※傅의 이체자인지 傳의 이체자인지 모호하지만 다음

의 근거로 傳의 이체자로 판독함

※1681년 璿源錄(卷之二十五 10張), 1900년 璿源續譜

(益寧君派 卷之二 3張): 太宗-袳-貞恩-彪-億載-1자
元輔(자 性傳,心傳,一傳,敬傳,仁傳,忠傳, 녀 郭敞,李廷

顯[賢]), 2자 元翼(자 義傳, 녀 李廷稷)

※한국고전번역원 번역 咸川君墓誌, 한국학중앙연구

원제공 한국역대인물종합정보시스템, 梧里先生文集에

나오는 한자 및 한글음에서도 모두傳(전)으로나옴

※1994년 전주이보(익녕군파; 卷之上 77면, 85면, 88면,

89면, 90면)에 한글음 ‘전’과 함께 傳으로 나옴

※중화민국교육부의 이체자자전과 한국고전번역원

이체자검색시스템에 의하면 은 의 이체자임

※병신보 卷十六 11張 20世 彧 방주에 大君師傅에서

傅의 이체자인 경우에는 오른쪽 위에 점이 있음

21世 李廷赫

※1681년 璿源錄(卷之二十五 11張)에는 李廷赫으로

나오고, 1900년 璿源續譜(益寧君派 卷之二 3張), 咸川
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君墓誌, 李元翼墓誌에는 李廷稷으로 나옴

21世 慶嶪

※卷上 42張 최하단에는 慶業이지만 卷下 18張 최상

단에는 慶嶪으로 나옴

※병신보와유촌유고(유촌선생의묘표와행장)에선명

하게 慶嶪으로 되어 있음

43장 18世 尹守福 ※병신보에서 尹壽福으로 수정되었음

18世 李對 ※병신보에서 李薱로 수정되었음

44장 19世 李楅 ※병신보에서 李檏으로 수정되었음
47장 19世 李楨

※1681년 선원록(卷之三十四 6張): 李瑈(世祖)-曙(德
源君)-(蓮城君)-楨(仁原守),梡(仁城副守),樟(仁

平副守),榞(仁陽副守),梋(仁山副守),桾(仁川副守),樑

(仁江守)

49장 18世 韓淑昌

※병신보와 청주한보에서 韓叔昌임

50장 18世 李 (병신보에는 李承綱의 子에 李㨂과 李援임)
※1681년 선원록(卷之十五 3張): 李補(효령대군)-

寀(의성군)-恮(무송군)-儔(장양부정)-承綱-㨂(처부

청송沈光孫),援(처부 창녕成繼義)

51장 18世 子謙 → 李子謙

※璿源錄(卷之十七 4張), 璿源續譜(卷之一 26張, 卷

之四 1張): 李芳遠(태종)-2子補(효령대군)-3子㝓(보
성군)-2子徖(율원군)-1子子謙(여양군)-1子李薱

19世 李對 ※병신보에서 李薱로 수정되었음

21世 元行
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※영인본 을미대보(1984)의 저본은 호군공 회종파에

서 소장해온 庚子年 再刊本인데 元行을 오려내고 重

자 항렬로 개명한 重益을 적어서 붙여 넣은 것임

52장 20世 李壽栢, 李壽楨

※병신보에서는 李壽栢이 李壽檀으로 바뀌면서 서차

가 李壽楨 바로 다음임

20世 李 (원본오류) → 李巘

※1935년 벽진이보(卷之一 9張): 李忩言-永-芳淮-
慶錫-曾-實-芳華-殷-唐揆-雍-成幹-晟-桓-希牧-

存實-德孫-約東-承元-有溫-健-龜瑞-慮-奉一(처부

鄭友凱)-서 李巘

※1924년 성주이보(卷之二 27張): 李長庚-萬年-台寶-

得芳-棐-智活-文美-繼根-義安-英-應箕-巘(처외조

鄭友凱) [형제들 이름 글자에 山이 들어감]

20世 鄭必光

※영인본 을미대보(1984)의 저본은 호군공 회종파에

서 소장해온 庚子年 再刊本인데, 必光을 必華로 원본

소장자에 의해 가필수정되었음; 병신보에서는 수정된

必華로 나옴

60장 20世 黃偉 ※ 는 偉의 이체자

62장 20世 李己生 이기생 (형은 癸生과 丙生으로 천간을 사용)

※옛날에는 몸기와 이미이는 거의 구분하지 않은 경

우도 있으나 대체로 己(몸기)는 已처럼, 已(이미이)

는 巳처럼, 巳(뱀사)는 처럼 썼음

63장 21世 焬
※1875년 수찬공파보(卷之一 27張)에서도 焬으로 나
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옴; 동래정씨도보에서도 焬으로 나옴
64장 20世 南噗石

※병신보에서는 南礏으로 수정되었음

※1855년 영양남보: 南洪甫-公若-備-星老-有孫-

暉珠-敏生-義良-致英-八凱-處崑-健-應元-隆達-

자 磼,礏,碝,磁,碤,碏, 녀 安道全,李長榮
※新安世稿 卷之四(由由軒遺稿) 34張(家狀)과 41張

(墓誌銘)에 礏으로 나옴

74장 16世 權庶愼

※병신보에서는 權庶愼이 權世臣으로 수정되었음

※1907년 안동권보(卷之三 14張), 2004년 안동권보

(1권 579면):權幸-仁幸-冊-均漢-子彭-先蓋-廉-利輿-

仲時-守洪-子輿-允平-重-仁叔-子侯-安世-碩仝-世臣

(처부 동래鄭蘭秀)-耈(자 景縉,景紳,景綸,景紀,景緗, 녀

權傑,崔縝,李堅),耆(자 景絟,景緘,景緯, 녀 金生河,權經

國,張鴻),耋(景純,景紞, 녀 鄭獜[麟],金應世)

78장 17世 녀 李煕業, 녀 李膺

※창원공 묘갈에는 녀 李煕業과 녀 李膺 사이에 녀

朴從庠과 녀 李允耦 2인이 있으나 을미보와 병신보

에는 없음

84장 19世 愼仁慤

※1737년 거창신보(卷之四 8張): 愼修-安之-⃝-⃝-

翼-世功-執平-成-元幹-儒-思敬-仁道-以衷-言-成終-

汝脩-文彬-仁恕,仁慤,李大基,黃倬,金忠可

19世 李大基 ※병신보에는 李天基임

85장 18世 閔思亮
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※병신보에서는 閔思寬으로 수정되었음

※문화류씨가정보에서도 閔思寬으로 확인됨: 閔沖源-

粹-龜孫-齊仁-思寬(처부 鄭叔謙)

※원류보(여흥민씨): 閔稱道-世衡-懿-令謨-公珪-

仁鈞-滉-宗儒-迪-愉-智生-審言-沖源-粹-龜孫-

齊仁-思寬-녀 陳寔, 자 汝欽

86장 19世 崔緯 ※병신보에서는 崔緯地로 수정되었음

89장 17世 李允宇 이윤우

※1896년함평이보(卷之七 1張): 李彦-和-尙文-順之-

琳-堯-仁琯-玄雨-自寶-克明-從生-恭-世達(처부 鄭

蘭元)-允宇

90장 18世 閔滌

※문과방목(선조 23 庚寅年 增廣試丙科)에는 閔滌

[개명 閔淑]의 부 起貞, 조 㥳, 증조 思騫, 외조 鄭光

世, 처부 洪景參

※1802년 여흥민보(卷之一 42張), 1923년여흥민보(卷

之一 30張):閔稱道-世衡-懿-令謨-命莘-輝-漬-祥正-

璿-由誼-好問-解-師騫-㥳(처부 봉화鄭叔墩)-起貞(처

부 경주鄭世光)-淑(처부 洪景參),澄,澤

※여흥민보의 閔起貞의 처부(閔滌의 외조) 경주鄭世

光은 동래鄭光世의 오류로 보임

18世 趙廷榦

※ (榦: 부수 木)은 (幹: 부수 干)의 이체자임

※1900년 풍양조보(丁編 卷之三 43張): 趙之藺-溫珣-

振圭-晶-季鴒-炎暉-愼-安平-溫之-益禎-彭-宗敦-

廷榦,廷權,廷樑,성산李廷老,안동金應生,청주韓介壽,
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능성具潤孫

18世 權棐

※2004년 안동권보(1권 884면), 2005년 봉화금보(상

권 84면)에서 權應世(처부 琴元福)의 子 참조

▲ 卷下

4장 22世 趙渷

※ 과 은 沇의 이체자임

※1998년 성산(광평)이보(卷之四 8面): 李明怘-排雲-
자 時昌, 녀 趙洙,洪處元,趙渷,李文鍾, ...

22世 李瑑 ※1754년 전의이보 六上 7張 참조

6장 23世 邢景商

※2003년 진주형보 卷之一 100面, 1935년 벽진이보

卷之一 10張, 1998년 벽진이보 卷之五 757面 참조

10장 22世 都衛商

※1988년 성주도보(卷之一 621面) 참조

11장 22世 弘鐻 ※병신보에는 弘임
21世 金楚客

※을미보와 병신보에 客임; 1720년 의성김보(卷之三

17張)에는 金楚客이 金柅로 나옴

18장 21世 慶業 (원본오류) → 慶嶪

※병신보와유촌유고(유촌선생의묘표와행장)에 선명

하게 慶嶪으로 되어 있음

※을미보 卷上 42張 최하단에는 慶業이지만 卷下 18

張 최상단에는 慶嶪으로 나옴

20장 23世 蔡錫徵
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※2003년 인천채보(第二卷 314面): 蔡先茂-寶文-

永年-仲舒-珪-還-允臣-元吉-貴河-泳-倫-申保-壽-

胤權-無恤-有根-泓-夢璧-之沇-錫徵

23장 22世 宗室

※청송심보: 沈洪孚-淵-龍-德符-溫-澮-湲-順門-

連源-鋼-信謙(처부 동래鄭麟壽)-怡-서 李漹(安平守)

▲ 別錄

1장 15世 井

※배위기록이 을미보와 병인보에 없으나 하음봉씨

족보에 奉由仁의 사위에 동래鄭井이 올려져 있음

※1926년 하음봉보(卷之一 2장): 奉佑-尙忠-時進-

曦濂-公胤-君弼-天祐-質-由仁-자 原良, 녀 朴稠,李

伯撰,郭琦,鄭井(東萊人大司成,子鄭登天右贊善),李叔

野

※원류보(연일정씨)에 似是33)延日이라고 한 다음 鄭

井(司成辛禑戊辰文科室判尹河陰奉由仁女密直南陽

洪師範外孫)-녀吳孟昌(豆原人, 父寧老原平君)), 자江

衡, 淮衡(別監), 녀 李思俊(父判事漬, 녀 辛得濟(靈山

人), 자 李承祖(上將)); 鄭淮衡(別監)-녀 李養根, 자 致

韶(佐郞), 녀 韓倫(西原人, 護軍), 韓伯齡(縣監)

18世 仁咸 ※1746년 병인보에는 仁諴으로 수정되었음

2장 22世 是建 ※1746년 병인보에는 是健으로 수정되었음

4장 20世 安敏厚

33) ～인 것 같으면서 아닌 것 같기도 하고 ～아닌 것 같으면서 같기도 함.
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※원본은 安敏厚이나 安敏學으로 가필수정된 판본도

있음

※安敏學(1542-1601)은 廣州安氏로 찰방 安曇의 아들

임; 1983년 광주안보(卷之一 78面): 安邦傑-(세수실

전)-綏-祉-壽-海-器-省-鐵關-錫福-信-仲善-曇-

자 敏道,敏學, 녀 李澂

※楓崖先生集附錄의 楓崖先生行狀 참조

※安敏學의 증조 安信은 정절공 鄭甲孫의 사위임

10장 23世 安碩 ※1746년 병인보에는 安如石으로 수정되었음

23世 宋拔秋 ※ , , 은 의 이체자임

(2). 병신보

▲ 권1

2장 6世 崔証

※고려사 열전(최유청전), 최유청묘지, 東萊郡夫人

鄭氏墓誌에 의하면 証은 전부인 李씨의 소생임

6世 崔翊: 翊 (원본오류) → 詡

※동주최보, 최유청묘지, 동래군부인묘지, 고려사열

전(최유청전), 원류보에 모두 詡로 나옴

※1924년 동주최보에 최유청의 子에 証,詡,諲,讜,詵,

讓,學海,學梅이고, 女에 梁峻(남원인)과 이름 없이 女

표시만 된 녀 1인이 있음; 東萊郡夫人鄭氏墓誌에 의

하면 이름 없이 표시된 女는 朴敦文인 듯함

⃝東萊郡夫人鄭氏는 禮部尙書 知樞密院事 翰林學士承旨 知

制誥인 文安公 鄭沆의 장녀이고, 守司空 尙書左僕射로 벼슬

에서 물러나 은퇴한 崔惟淸의 繼室이며, 이름이 널리 알려
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진 詡와 讜과 詵의 어머니이다. (중략) 부인에게는 자식으로

7남 1녀가 있다. 장남 詡는 春州使 試閤門祗候이고, 차남 諲

은 金吾衛錄事였으나 불행히 먼저 죽었으며, 3남 讜은 千牛

衛錄事 後軍兵馬錄事가 되었으며, 4남 宗綱은 天台宗의 과

거에 급제하여 淸源寺 주지로 있으며, 5남 詵은 國學學諭이

다. 諫, 詡, 讜, 詵이 모두 과거에 급제하였으나, 詵이 더욱

재주가 뛰어나 세상에 이름이 났다. 6남 讓은 南原府判官이

고, 7남 懷玉은 瑜伽宗에 의탁하였는데 大禪에 급제하였다.

딸은 즉 막내로서 禮賓主簿同正 朴敦文에게 시집갔다. 諫은

전 부인 李氏의 소생으로 지금 神虎衛長史▨大常府錄事로

있다. 부인은 諫을 자신의 친자식처럼 길렀으며, 諫도 어려

서부터 자애로이 자랐기 때문에 친어머니처럼 섬겨, 지금

소복을 입고 슬퍼하는 것이 ▨ 등에 비해 모자람이 없다.

<東萊郡夫人鄭氏墓誌>34)

▲ 권2 (校書郞輔派)

1장 11世 良生 방주: 好微行

※東萊諸名公事蹟(을미보 하권 후반부에 수록되어

있음); 원출처는 용재총화임; 가록에서는 微의 이체자

를 사용

13世 金元孝 방주: 子金判官

※원류보(안음현감 趙從耘 編): 삼척金偉-忠敏-敞-

元孝(제元直,元閏,元信)-1자 判官, 2자 磁及第 (서
차 병신보와 다름); 金-녀 慶世新, 1자 壽宗, 2자

裕宗

※삼척김보: 金自柱(7세)-仲允-志悌-正暉-儒-粹光-

偉-忠敏-敞-元孝-礪

※삼척김보에 金元孝의 두 아들 金磁와 金은 없으

34) ≪역주고려묘지명집성하≫(김용선, 한림대학교 출판부, 2001) 325면.
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며 독자 金礪가 있음; 金元孝의 제 金元潤의 1자는

金硯이고 2子는 판관 金이며, 金元孝의 자 金礪와
金元潤의 1자 金硯과 2자 金 모두 후손 있고 양자

관계 표시 없음

3장 12世 金存性 방주 父持平㬫 (燕日로 잘못 기록한 현대 활
자본 동래정씨 족보가 많음)

※원류보: 의성金㬫-存誠(鄭作存性; 恭愍11年壬寅文
科禮儀判書室蓬原君東萊鄭良生女1子3女又牧使文化

柳濡女1子1女)-녀 安得壽, 녀 李遜, 녀 朴習, 자 孝孫,

녀 崔士威, 자 繼玄; 전주崔純爵-崇-南敷-佺-正臣-

得枰-宰-有慶-士威(漢城府尹室禮儀判書義城金存誠女

金㬫孫); 동래鄭良生-金存性(正誠; 禮儀判書先室父 義

城人)-녀 安得壽(三司副使竹山人后室), 李遜(兵馬使),朴

習(宰臣), 자 金孝孫(大司憲)无后; 함양朴德常-習(室牧使

旌善全五倫女又義城金存誠)

※2008년 문화류보(卷之一 28面): 柳車達-孝金-金奐-

盧一-寶春-寵-公權-澤-璥-陞-仁修-靖-濡-金存誠

判書義城人父㬫◯子繼玄郎將◯女崔士威府尹全州人
※1565년 문화류씨가정보(卷一 25張): 柳濡-金存誠

判書◯女崔士威府尹◯子金繼玄郎將

※雪谷先生集(上 詩)에 <次成毅夫韻贈金校勘{㬫}>라
는 시가 수록되어 있다.

13世 朴習 방주: 潛治 (원본오류)

※朴知誡의 호 潛治는 潛冶의 誤記(治와 冶는 이체자

관계가 아님); 朴知誡는 함양박씨잠야공파 파조이며

시호는 文穆, 호는 潛冶이며 저서로 ≪四書近思錄疑
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義≫, ≪周易乾坤卦說≫, ≪潛冶集≫이 있음

※朴習의父德常은함양박보에德祥이며, 동몽선습을

지은 朴世茂는 朴習의 5대손이 아니라 4대손이며 朴

大立과 朴素立은 6대손이 아니라 5대손이며 朴知誡

는 7대손이 아니라 6대손임

※1678년 함양박보(第二篇 2張, 第三篇 58張, 第四篇

113張), 1989년 함양박씨파보(上卷 3面, 9面, 28面, 31

面, 57面): 朴善-仁挺-信淸-允貞-臣㽔-之秀-玗-仁桂-

元廉-德祥-習-義孫-信同-仲檢-1자 世榮(자 大立), 2

자世茂(자素立,應立(자 知誡)), 3자 世蓊(자 挺立)

5장 12世 金冲漢 방주: 版 正郞 ※ 는 圖의 이체자임

6장 10世 許伯 방주: 版 佐郞 ※ 는 圖의 이체자임

13世 宋理 (을미보에는 里)

7장 8世 汶 ※을미보에는 紋으로 나옴

11世 厚富 ※을미보에는 原富로 나옴

8장 12世 厚 ※을미보에는 原으로 나옴

12世 都興 방주: 疑前后室耶

※1988년 성주도보(卷之一 502面): 都吉敷(6세)의 아

들에 都興은 없으며 都吉敷와 6촌인 都千遇(6세)의

아들에 都興이 있으나 无后로 되어 있음

▲ 권3 (詹事弼派)

2장 7世 朴惟孝 방주: 父文科光

※원류보와 밀양박보(규정공파)에 보면 朴惟孝의 父

는 光禮임

8世 朴興 방주에서 언급된 후손 4인의 대수가 맞지 않음:
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9世 段에 子 朴鉉을 추가하고 그 방주를 朴鉉의방주

로 보든지, 아니면 대수를 하나씩 늘리고 朴興의 방

주로 하면 됨

※원류보와 1901년밀양박씨세보(卷之一 6張)에 의하

면 朴仲孫, 朴楗, 朴英, 朴忠元은 朴興의 6대손, 7대

손, 9대손, 10대손이 아니고 朴興의 子 鉉(규정공)의

6대손, 7대손, 9대손, 10대손임

▲ 권4 (校書郞七代孫 正郞吉興派 生員吉祥縣監吉明派竝付)

2장 16世 鄭叔墩 방주: 女閔㥳

※1802년 여흥민보(卷之一 38張), 1923년 여흥민보

(卷之一 28張): 閔稱道-世衡-懿-令謨-命莘-輝-漬-

祥正-璿-由誼-好問-解-師騫-㥳(처부 봉화鄭叔墩)-

起貞(처부 경주鄭世光)-淑(처부 洪景參),澄,澤

※여흥민보의 閔起貞의 처부(閔滌의 외조) 경주鄭世

光은 동래鄭光世의 오류로 보임

2장 13世 吉祥

※1754년 전의이보(一上 2張)에 보면 生員公(휘 吉

祥)의 女에 宋德源이 있음

▲ 권5 (校書郞七代孫 縣令孝卿派 判官善卿派竝錄)

2장 16世 謇

※1750년 청풍김보(乙編上 18張): 金光厚-녀邊士信-

녀鄭謇-鄭淑夏,鄭淑度,녀睦詹,녀趙文成

3장 17世 淑夏

※을미보의오류 叔이 병신보에서淑으로수정되었음
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※주세붕이 지은 삼우당공(휘 謇)묘갈, 이광적이 지은

월호공(휘淑夏)행장, 월호공에게 내려진 선무원종공

신녹권, 훈도방주자동지(二十八張) 참조

17世 淑度

※을미보의오류 叔이 병신보에서淑으로수정되었음

※주세붕이 지은 삼우당공 묘갈, 훈도방주자동지(二

十八張) 참조

※1900년 선원속보(담양군파) 卷之一 1面에 永川副

正 璟의 1서 동래鄭象信, 2서 동래鄭淑度로 나옴

5장 16世 高興副守億千 방주: 父洞陰守盛孫厚陵玄孫

※전주李芳果(정종, 厚陵)-厚生(덕천군)-孝昌(송림

군)-盛孫(동음수)-億千(고흥부수)

6장 16世 李鐵壽 방주: 江陽人 (원본오류) → 興陽人

※병신보에 李鐵壽가 江陽人이라고 되어 있으나 을미

보의 주부공(휘 熙年) 방주, 가록(주부공 행장), 흥양

이보, 평산신보, 남평문보, 경주이보, 원류보에 의하면

흥양인이 확실해 보임

※1979년 흥양이보(66面): 李彦林-惟孝-陽升-元邦-

英粲-厚-吉-僐-仲成-運-遇良-自河-鐵壽(배東萊

鄭氏)-녀申季誠,녀文沆

※1989년 평산신보: 申崇謙-甫藏-弘尙-晟-勁-愈毗-

應時-合材--衍-仲明-君平-璲-孝昌-自守-允元-

承濬-倬-季誠(배興陽李氏父찰방鐵壽祖승지自河曾

祖대호군遇良高祖고성현령運外祖봉천군東萊鄭仁耘)-

有定,有安,有興,창녕曺夢吉

※1995년 남평문보(卷之一 223面): 文翼-公裕-克謙-
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惟弼-証-仁謂-祿千-瑾-世鳳-軫-汝寧-珪-敬和-沆

(처부흥양李鐵壽찰방 외조동래鄭仁耘동평군種孫)

※1934년 경주이보(總編二 43張): 繼善-서 鄭仁耘(蓬

山君東萊人父東平君種子鄭瑊牧使女金汴郡守李鐵壽

察訪興陽人

17世 師尹 방주: 父秉忠 ※ 은 秉의 이체자임

7장 18世 汝康 后室西山柳氏父治

※杏亭公(諱 汝康) 家狀과 양졸재선생(諱 錘) 行狀에

治로 나옴 (養拙齋先生實紀 卷之一 9張, 卷之三 6張

참조)

※1825년 서산류보(卷之一 11張), 1929년 서산류보(

卷之二 2張): 柳成澗-林-宗元-公器-宏-成巨-方澤-

伯濡-渼-益潼-漢卿-溥-禮源-治-婿 동래鄭汝康

9장 16世 尹湯輔 ※ 은 湯의 이체자임

10장 19世 以怗

※을미보에서는 惟文의 子에 以帖 1인이나 병신보에

서는 以忭, 以怗, 以愃 3형제로 이름에 모두 마음심이

들어감

※1989년 창녕성보(낭장공파, 46面)에도 以怗으로 나

옴:成石璠-彙-叙-以乾-允仝-漢良-彭年-効奎-爾昌(처

부 동래鄭以怗)

※1917년 단양우보(卷之四 57張)에도 以怗으로 나

옴:禹玄-臣-仁可-仍順-慶節-仲大-天錫-儞-國珍-愼-

恪-決-繼根-圭-治洪-績-文華-녀 鄭以怗(자 鄭師古,

녀 成以昌,鄭以虎)

14장 14世 秠 방주: 攷 (원본오류)
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※을미보, 원류보(여흥이씨), 경신보, 가록(증참판공

묘갈)에 孜로 되어 있음

※1992년 여주이보 卷之一 51面 참조

15장 17世 熙年 방주: 室江陽李氏父察訪鐵壽 (원본오류)

→ 室興陽李氏父察訪鐵壽

※을미보, 경신보, 가록(주부공 행장), 흥양이보, 평산

신보, 남평문보, 경주이보 참조

16장 18世 金覺 방주: 惠孫

※1864년 경주김보(卷之二 37張): 金稛-仲誠-新民-

泰卿-璫-惠孫-覺-守謙,重謙,安謹,致謹,敬謹

▲ 권6 (校書郞七代孫 文景公欽之派 生員款之判書洪汝方

奉禮李鏘叅判趙瑞康派付錄)

4장 16世 遂安君 ※은 讜의 이체자임
방주: 父壽春君玹 (李玹은 세종의 아들임)

南以雄右相 (원본오류) → 南以雄左相

※1983년 광주안보(卷之一 36張)에도 병신보

기록과 동일한 기록(父壽春君玹, 生父密城君,

南以雄右相)이 보임

16世 李云芑

※1687년 성주이보(中下 45張, 49張), 2003년 성주이

보(문열공파, 131面): 李兆年-褒-仁敏-稷-師厚-正寧-

詮-계자云芑(생부諿)-掀-彦忠-珹-世美-光迪

※1983년 광주안보(卷之一 36張) 참조

16世 安仲善 방주: 孫安敬學 → 孫安敏學

※1983년 광주안보(卷之一 78面): 安邦傑-(세수실
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전)-綏-祉-壽-海-器-省-鐵關-錫福-信-仲善-曇-

자 敏道,敏學, 녀 李澂

※安仲善의 아들 安曇의 배위 동래정씨는 난암상공

鄭彦信의 누나임

7장 16世 張翰佑

※을미보에는 祐이나 병신보와 원류보와 문화류씨

가정보(卷之四 30張)에서는 佑임

9장 19世 李泂 이형

※병신보원본卷六 9張과선원록과李直彦(李泂의아

들)의 행장에 李泂으로 나옴; 병신보 원본 卷十九1張

의 浻은 오류임

※1681년 선원록(卷之十六 11張): 李補(효령대군)-

(서원군)-薰(고림정)-璿孫(칠산군)-泂(처부 鄭應雲)-

1남 秀彦, 2남 直彦(초명 時彦), 3남 俊彦, 4남 眞彦,

5남 世彦, 1녀 朴濂 (서차 병신보와 다름)

10장 18世 應期

※1737년 거창신보(卷之二 2張): 愼後甲-自修-克正

(서 동래鄭荃, 외손 충정공 鄭大年)-居寬

13장 17世 尹壽福

※을미보에는 守이나 병신보와 파평윤보와 전의이보

에는 모두 壽임

※1770년파평윤보(卷之一 36張):尹莘達-先之-金剛-

執衡-瓘-彦頤-惇信-商季-復元-純-珤-安淑-陟-

承順-向-季童-三元-峻-壽福(제 壽祐,壽禧)-자 浩,沆,

瀸, 녀 宗德令連孫

※1754년 전의이보(二下 32張, 44張): 李棹-康-秀英-
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文景-允寬-順-仟-子蒝-彦冲-光起-元茂-龜-直幹-

宏植-益禧(부정공파)-자 侃,俔,任, 녀 沈光宗(청송

인),李汝完,鄭仁俊(東萊人縣監父郡守穗(父孝卿)子

鄭謇),尹壽福(坡平人父縣監峻子尹浩尹沆尹瀸女宗

德令連孫)李㮨(한산인),柳世麟(전주인)

※尹壽福의 사위 宗德令 李連孫은 敦寧副正 鄭仁

厚의 외손자임

17世 柳世麟

※전주柳末孫-季漳-軒(처부 명산도정 李金丁)-世麟

(처부1 李, 처부2 李益禧)-儀-永慶(相臣)

19世 李克綱 방주: 玄孫李頤命

※李頤命은 세종의 아들 密城君의 6대손으로, 영의정

敬輿의 손자이자 대사헌 敏迪의 아들이며, 작은 아

버지 지평 敏采의 양자로 들어갔음

19世 尹堦 ※1983년 해평윤보 卷一 116面 참조

14장 17世 李薱

※을미보에는 對이나 병신보에서 薱로 수정되었음

※璿源錄(卷之十七 4張), 璿源續譜(卷之一 26張, 卷

之四 1張): 李芳遠(태종)-2子補(효령대군)-3子㝓(보
성군)-2子徖(율원군)-1子子謙(여양군)-1子李薱

16장 15世 趙允璧, 崔直

※서거정이 지은 충정공 신도비문(사가집 四佳文集補

遺一 23張)에는崔直의 서차가趙允璧 앞임; 을미보에

는 趙允璧 다음에 崔直 대신 崔漬가 있음

※원류보(전주최씨): 崔均-甫淳-允偁-佋-毗一-誠之-

文度-思儉-乙義-宣-洙-녀桃平君末生, 자敬,直(자 溜,
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瀜, 녀 파평尹超),愼

※1997년 전주최보(초계파, 地 9面, 10面): 崔均-甫淳-

允偁-佋-毗一-誠之-文度-思儉-乙義-宣-洙(생1400;

처부 고성李云老)-자 敬直(배 평산신씨),敬愼(생1440;

처부 하양許稠, 자 溜(생1480; 처부 동래鄭昌孫(생1402)),淄

(생1482; 처부 하동鄭郁年),瀜,愼, 녀 파평尹超), 녀 전주李

末生(도평군) <溜의 처부 동래鄭昌孫은 연대불일치>

※許稠의 墓誌에는 사위 崔敬愼이 나오지 않음: 하양

許康安-徐冲-綽麟-愼-世通-赫富-得諝-裕-綏(처부

安珦)-允昌-貴龍-稠-자 詡,訥, 녀 崔有悰(자 敬同, 녀

安哲孫,李克培,崔潤文),鄭箴,尹彌堅

16世 呂承堪, 李詩讚

※서거정이 지은 충정공 신도비문(사가집 四佳文集補

遺一 23張)에는 李詩讚의 서차가 呂承堪 앞임

18장 14世 鄭孝孫 (을미보에는 孝宗이나 병신보에서 孝孫으로

수정되었음)

※1981년 영일정보(卷之上 5面): 鄭克儒-昌佑-均之-

潤-侑-思道-洪-鎭-孝孫(처부 洪汝方),孝順,孝完,

孝康,孝全

※1994년 남양홍보(중랑장공파, 상권 15면): 洪汝方-

元用,亨用,利用,貞用,녀연일鄭孝孫,청주韓確,인동張俌

▲ 권7 (校書郞七代孫 縣監子順派)

3장 18世 李楨

※1681년 선원록(卷之三十四 6張): 李瑈(世祖)-曙
(德源君)-(蓮城君)-楨(仁原守),梡(仁城副守),樟
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(仁平副守),榞(仁陽副守),梋(仁山副守),桾(仁川副守),

樑(仁江守)

17世 申命仁 방주: 龜阜 (원본오류) → 龜峯

5장 16世 鄭大德 방주: 舊譜不錄今考光州鄭譜(5字정도안보임)

錄之 → 舊譜不錄今考光州鄭譜及有義墓文錄之

6장 15世 有禮 방주: 瑞原君寀 (원본오류) → 瑞原君

※孝寧大君補 1子가 誼城君寀이며 2子는 瑞原君

임 (璿源續譜 卷之一 15張 참조)

8장 17世 趙克恭 방주: 南譜作挺縉女라고 했으나 1900년 의령

남보(卷之二 51張)에 보면 南褒의 2女로 나옴 (1女는

閔宗騫으로 나옴)

17世 南挺縉

※1900년 의령남보(卷之二 43張)에는 南廷縉임

17世 閔宗駦 ※을미보에는 閔宗騫으로 나옴

※1900년 의령남보(卷二 51張): 南君甫-益胝-天路-

乙珍-珪-致信-褒-서 閔宗騫(부 晛, 자 景運)

※문화류씨가정보(卷九 23張): 閔宗騫(부 晩通, 처부

南褒, 처외조 鄭有智, 자 慶雲)

※1681년 선원록(卷之十七 9張): 李補(효령대군)-㝓  
(보성군)-徠(춘양정)-녀 閔晩通-閔宗騫-閔景雲, 녀

金壙,金德麒,朴溢

※경신보에는 병신보와 같이 閔宗駦임

16世 李承綱

※1681년 선원록(卷之十五 3張): 李補(효령대군)-

寀(의성군)-恮(무송군)-儔(장양부정)-承綱-㨂(처부

청송沈光孫),援(처부 창녕成繼義)



64 동래정씨 옛족보와 호군공 회종파

16世 金允章

※1681년 선원록(卷之三十三 7張): 李裪(세종)-璖(담
양군)-계자潚(강양군, 생부 璔(계양군))-輯(희안군)-

瑊(금천군; 처부 金允章)-誠中,敬中,養中,申景淇

※1984년 서흥김보(卷之一 15面): 金中坤(7세)-小亨-

縉(형 紐-宏弼)-頤-允章(배1 동래정씨, 배2 창녕成

愼文女)-禨,褘,南致勤,瑊(금천수; 자 李誠中,李敬中,

李養中),成德元,李祺

※1709년 창녕성보: 成愼文(9세)-녀 서원金允章(감

찰 頤之子)-金祐,金禨,금천수瑊(자 誠中,敬中,養中),

南致勤,李猉,成德元

▲ 권8 (校書郞七代孫 州事孝允厚派 評理釐派竝錄)

2장 17世 鄭灉
옹

: 1982년 초계정보(卷之一 10面)에는 鄭維로 나

오며[1703년 초계정보(卷一 4張)에는 鄭濰로 나옴]

鄭維의 자손이 있음

16世 朴繼成 (원본오류)

※죽산박보와 초계정보에 보면 朴繼成은 동래鄭琠의

사위가 아니고 초계鄭河達의 사위로 동래鄭琠의 외손

서임

※1925년 죽산박보(卷之一 8張): 朴苞-宗義-存祗-

繼成(처부 현감초계鄭河達, 처조 鄭孝安, 처증조 부

사鄭澮, 외조 소윤 동래鄭琠)

※1703년 초계정보(卷一 4張): 鄭澮-孝安-河達(縣

監, 室東萊鄭氏后室竹山朴氏)-자濰(引儀),녀申㥽(生
員),녀朴桂成,녀辛舜聃(无后)
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※1982년 초계정보(卷之一 10面): 鄭澮-孝安-河達

(처부1 동래鄭琠, 처부2 죽산朴有核)-維,평산申㥽,
죽산朴桂成,辛舜聃

※원류보: 鄭澮-孝安-河達(前동래鄭琠녀后죽산朴

存核녀; 1자3녀前出)-灉,평산申㥽,죽산朴桂成,辛舜聃
16世 辛舜聃 (원본오류)

※초계정보에 의하면 辛舜聃은 동래鄭琠의 사위가

아니고 초계鄭河達의 사위로 동래鄭琠의 외손서임

※2002년 영산신보(4권 6면): 辛喜-至和-革-原慶-

富-有定-引孫-碩祖-舜聃(처부 연일鄭孝全) (처부에

초계鄭河達은 없음)

※1744년 영산신보에는 舜聃의 처부 기록 없음

※병신보에서 辛舜聃이 无后라고 한 것은 배위1인

초계정씨에서 无后인 것 같고, 배위2는 연일정씨인 것

같음

3장 18世 宋瓊 ※ 은 瓊의 이체자임

15世 權採

※을미보에는 埰이나 병신보에서 採로 수정되었음

※2004년 안동권보(1권 228면), 1907년 안동권보(卷

之二 51張): 權幸-仁行-冊-均漢-子彭-先蓋-廉-利輿-

仲時-守平-韙-㫜-溥-皐-僖-遇-자措,採(처부鄭賙),

技,按, 녀 蔡倫,陳有蕃,柳宗植,宋繼中

18世 尹思益 (무송윤보에는 翼으로 나옴)

※1905년 무송윤보(卷之一 17張): 尹良庇-誼-登-湜-

忠輔-益堅-계자 澂(생부 彌堅)-思翼

※문과방목에도 尹思翼(본관 무송, 부 尹澂, 처부 鄭世
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傑)

4장 17世 鄭千孫 방주: 東萊別譜父判官傑 (원본오류)

※을미보 별록: 鄭絪-昇-可宗-守洪-傑-千孫(처부

하동鄭芨)-樞,權

※을미보에서 鄭棄(평리공파)의 사위 宣傳 鄭千孫

(배위성씨 미기록; 자 鄭樞,鄭權)과 鄭傑(대호군공파)

의 자 宣傳 鄭千孫(처부 하동鄭芨; 자 鄭樞,鄭權)이

이름과 벼슬이 같고 두 아들의 이름이 같지만 동일

인물이아님 (鄭棄의사위 鄭千孫은본관이동래가 아

닌 다른 정씨일 가능성이 있음)

※병신보에서는 두 鄭千孫을 동래정씨 동일인물로

보는 방주를 달았는데 이렇게 되면 동래鄭傑이 하동

鄭芨이 되는 모순에 빠지고, 동래정씨끼리 혼인관계

가 성립되어 곤란한 상황에 직면; 원류보의 실수를

병신보에서 따라 범한 것 같음

18世 弘昌 방주: 祖應敎襸

※2004년행주기보(元編 13面): 奇勉-虔-軸-襸-자逈,

遠,适,進(자 奇大升),遵, 녀 朴藻

※湖陰雜稿(卷之七 57張)에도 襸이 나옴

18世 康顗 방주: 信州人※信州는 信川의 古號임

5장 16世 趙之縝 방주: 季砰

※1760년 풍양조보(卷之二十五 1張), 1900년 풍양

조보(卷之六十九 1張): 趙孟-(세수실전)-臣赫-天玉-

玗-季砰-之縝-賢範-彦國(녀 朴崇元),安國(녀 尹根壽),

仁國

17世 趙賢範 방주: 동산도서관본A, 정진모소장본B에는 補
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刻字片 <◯孫女尹根壽文大提學◯孫女朴崇元文判尹外

曾孫女張雲翼文判書◯玄孫趙翼文議政>이헐거워빠진

채 인출되어 결락되었고, 이 補刻字片이 엉뚱한 위치

인 卷十一 23張 18世 韓應祉와 19世 韓贄 왼쪽 옆의

補刻字片이빠진자리에잘못끼워져인출되었음

※정진모소장본A와 봉산보첩에는 卷八 5張 17世 趙

賢範 방주 補刻字片은 이상 없이 그대로 붙어 있으

나 卷十一 23張 18世 韓應祉와 19世 韓贄 왼쪽 옆의

補刻字片이 빠진 채 인출되었음; 동산도서관본B에는

권8의 5장의 보각자편이 종손소장본과 같이 그대로

붙어 있으며 권11의 23장의 보각자편은 권11이 묶여

져 있는 둘째 책(亨)이 없어서 확인이 안됨

※현존 목판은 권8의 5장의 보각자편과 권11의 23장

의 보각자편 모두 떨어져 나가고 없음 [도록 ≪족보

목판≫ 221면과 234면 참조]

17世 金瀚

※1760년 풍양조보(卷之二十五 17張)에는 金翰임

16世 栗原君徖 방주: 襄桓公 (원본오류) → 襄頃公

※1681년 璿源錄(卷之十七 4張): 李補(효령대군)-㝓  
(보성군)-徖(율원군, 처부 동래鄭而漢)-子謙(여양군)-

薱(처부 동래鄭宗輔)

6장 16世 徽: 종손소장본, 정진모소장본A, B, 동산도서관본A, B

에는 校理公(휘 徽)의 방주에 자손무전이나 봉산보첩

에는 후손이 추가되었음: 釐-貺-而宋-徽-玄綜-汝晏-

自穆-德龍-徹-繼昌-녀 金麗玉(자 金夏紀),文翰彬(자

文載望),金益輝, 자 時聖, 녀 宋斗煥, 자 翊聖



68 동래정씨 옛족보와 호군공 회종파

<종손소장본> 권8의 5장 <종손소장본> 권11의 23장

<정진모소장본A> 권8의 5장 <정진모소장본A> 권11의 23장
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<정진모소장본B> 권8의 5장 <정진모소장본B> 권11의 23장

※전의이보(一上 22張)에 보면 校理公(휘 徽)의 子에

鄭哲童无后라 했음: 李棹-康-秀英-文景-允寬-順-仟-

子蒝-彦冲-光翊-思安-作-宜洽-자元孝,愼孝,녀鄭徽

東萊人校理子鄭哲童无后

※경신보, 기미보, 일통보, 1999년 평리공파보에는 徽

의 자손기록 없음

※현존 목판은 종손소장본, 정진모소장본A, B, 동산

도관본A, B와 동일함 [도록 ≪족보목판≫ 221면 참

조]

15世 呂賫(賫=䝴=齎)

※원류보(조종운):함양呂稱-濟현감(濟當作賫卽光州鄭

貴晋女也考諸鄭譜可見); 광주鄭允孚-龜晉(室東萊鄭氏

父評理釐祖內侍仁保)-之唐,之夏,녀呂賫감찰
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<종손소장본> 권8의 6장

<봉산보첩 영인본> 권8의 6장
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▲ 권9 (詹事弼七代孫 會宗派)

1장 18世 以雅 방주: 大邱白氏父仁愉

※1926년 白氏大同譜 丙編三 13張; 1709년 창녕성보

卷之三 94張, 95張, 1926년 창녕성보 卷之一 41張 참조

2장 19世 李女獻 (원본오류) → 李巘

※1935년 벽진이보(卷之一 9張): 李忩言-永-芳淮-
慶錫-曾-實-芳華-殷-唐揆-雍-成幹-晟-桓-希牧-

存實-德孫-約東-承元-有溫-健-龜瑞-慮-奉一(처부

鄭友凱)-서 李巘

※1924년 성주이보(卷之二 27張): 李長庚-萬年-台寶-

得芳-棐-智活-文美-繼根-義安-英-應箕-巘(처외조

鄭友凱)

19世 鄭必章 방주: 无后 (원본오류) 삭제

※1763년 초계정보: 鄭倍傑-文-福卿-允耆-실휘-실휘-

愼-僐-光繼-乙生-居悟-原緖-自權-永孫-瑞鵬-白氷-

以謙-惟說-隆-必章-八元,八賢(출후백부 必榮)

▲ 권10 (詹事弼七代孫 修撰雍派)

1장 19世 李應佑 (을미보에는 祐)

6장 15世 漢 방주: 父直長堧
연

※1927년 우봉이보(卷一 11張), 2002년 우봉이보(仁

卷 108面):李公靖-子儀-延宗-蒔-希聃-得丘-周-吉培-

埏

※원류보에서는 堧 대신 埏으로 나옴: 우봉李希聃-

得丘-周-吉培-埏-자 承貞, 녀 朴蕃,鄭漢,李元貞

18世 彦寯 방주: 父天祿
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※1750년 청풍김보(丙編上 64張) 참조

19世 基武 (을미보에는 期)

9장 19世 李己生 이기생 (형은 癸生과 丙生으로 천간을 사용)

※옛날에는 몸기와 이미이는 거의 구분하지 않은 경

우도 있으나 대체로 己(몸기)는 已처럼, 已(이미이)

는 巳처럼, 巳(뱀사)는 처럼 썼음

16世 允奇 방주: 今因譜單正之 ※囙은 因의 이체자임
10장 19世 南礏 남급

(을미보에는 噗石 이나 병신보, 원류보, 영양남보, 신안

세고에는 모두 礏임)

※1855년 영양남보: 南洪甫-公若-備-星老-有孫-

暉珠-敏生-義良-致英-八凱-處崑-健-應元-隆達-

자 磼,礏,碝,磁,碤,碏, 녀 安道全,李長榮
※新安世稿 卷之四(由由軒遺稿) 34張(家狀)과 41張

(墓誌銘)에 礏으로 나옴

19世 南硈

※원류보에는 南硈이 南隆達의 6子로 되어 있으나

1855년 영양남보에 의하면 南隆達의 6子는 南碏이며

南硈은 南碏의 백부 南興達의 3子임

※1855년영양남보:南義良-致英-八凱-處崑-健-應元-

隆達-자 磼,礏,碝,磁,碤,碏, 녀 安道全, 녀 李長榮
12장 17世 楊貴正 양귀정

(을미보에는 正이나 문화류씨가정보에는 貞임; 을미

보 원본에는 으로正에서획이하나떨어져나갔음)

※문화유씨가정보(卷之十 30張): 鄭瀏-楊胤宗-楊貴貞
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▲ 권11 (詹事弼七代孫 直提學賜派)

2장 19世 己男 기남

※옛날에는 몸기와 이미이는 거의 구분하지 않은 경

우도 있으나 대체로 己(몸기)는 已처럼, 已(이미이)

는 巳처럼, 巳(뱀사)는 처럼 썼음

4장 17世 夢 (을미보에는 夢業)

※병신보 수보시 을미보에서 부자간에 業자가 공통

으로 쓰인 것이 오류가 아닐까 싶어 夢 1字만 썼는

지 아니면 판각에서 1字가 탈락된 것인지 알 수 없

으나, 기미보와 일통보에서는 夢建으로 나옴

17世 楊善 (을미보에서는 揚)

※揚은 자형이 다른 楊의 類似字로서 혼용하여 상용

해온 한자임

5장 18世 復始의 두 서녀 19세 尹起祚와 德昌令鏡智 추가 (원

본오류); 권27의 27장 최상층(19세층)에는 나옴

※계담집에 실려있는 묘갈명(송시열 찬)에서 확인

되는데 爀烿爝其四男也尹起祚德昌令鏡智側出女婿

也라 했음

10장 19世 恒山君禎 (원본오류) → 恒山君楨

※선원록(卷之四十 6張): 李娎(성종대왕)-悰(무산

군)-鶴壽-秀蕙-棣,橿,樞,樑,杭,楹,楨

恒山君禎 방주: 无后

※을미보에는 中室无后이나 병신보에는 无后임

17世 純祜 방주: 父府使嵕

※2002년 연안이보(판사공파보 수권 135면): 李匡-

宗茂-懷林-石亨-渾-敬長-嵕(府使)-녀 鄭淳祜(東萊
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人府使父縣令漢龍)

12장 16世 녀 李煕業, 녀 李膺:

※창원공 묘갈에는 녀 李煕業과 녀 李膺 사이에 녀

朴從庠과 녀 李允耦 2인이 있으나 을미보와 병신보

에는 없음

15世 光弼 방주: 己卯錄及國乘 ※ 은 의 이체자임

13장 17世 朴挺立 (원본오류)

→ 17세 鄭惟仁의 사위로 (1단 아래로 보낼 것)

※을미보에는 朴挺立이 16세 鄭勞謙의 사위가 아니고

17세 鄭惟仁의 첫째 사위로 나옴

※문익공의신도비에도 鄭勞謙은 1남1녀를두었고 남

은 鄭惟仁이고 녀는 申汝樑이며 녀에 朴挺立과 鳳城

城君岏은 없음

17世 鳳城君岏 (원본오류)

→ 17세 鄭惟仁의 사위로 (1단 아래로 보낼 것)

※朴挺立과 鳳城君岏이 16세鄭勞謙의 사위가 아니고

17세 鄭惟仁의 사위임 (을미보, 문익공신도비, 선원록

卷之四十七, 함양박씨족보 참조)

※을미보에도 鳳城君岏은 16세 鄭勞謙의 사위가 아니

고 17세鄭惟仁의 둘째 사위로 나옴

※1681년 선원록 卷之四十七 (중종6남 鳳城君 후손)

1張에 보면 鳳城君岏(1528-1547)의 배위는 동래鄭惟

仁의 딸임

※1989년 함양박씨파보(上卷 64面): 朴善-仁挺-信淸-

允貞-臣㽔-之秀-玗-仁桂-元廉-德祥-習-義孫-信同-

仲檢-世蓊-挺立(처부 동래鄭惟仁)
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17世 惟慎 방주: 弼商

※1770년 파평윤보(卷之一 23張; 卷之四 12張), 1863

년파평윤씨세계(卷一 10張):尹莘達-先之-金剛-執衡-

執衡-瓘-彦頤-惇信-商季-復元-純-珤-安淑-陟-承順-

坤-希齊-埛-弼商-侃-承弘-녀 鄭惟慎

14장 19世 李勸, 李勵, 李勖 (약포 李海壽의 아들 3인)

※1754년 전의이보(二下 6張, 7張)에는 李海壽의 아

들 3인은 李勸, 李勱, 李㔦이고 李海壽의 제 李淮壽의
아들 3인에 李勖, 李勉, 李勵가 있음

※약포선생유고(卷之七부록 32張, 36張, 40張)에도 李

海壽의 아들 3인은 李勸, 李勱, 李㔦임
17장 18世 金克孝 방주:

父文庶尹璠 (원본오류) → 父生海祖文庶尹璠

※ 은 璠의 이체자임

※안동김보: 金永銖-璠-生海-克孝(처부 鄭惟吉)-

尙容,尙寬,尙謇,尙憲,尙宓

20장 18世 愼仁慤

※1737년 거창신보(卷之四 8張): 愼修-安之-⃝-⃝-

翼-世功-執平-成-元幹-儒-思敬-仁道-以衷-言-

成終-汝脩-文彬-仁恕,仁慤,李大基,黃倬,金忠可

18世 李天基

※을미보와 1737년 거창신보(卷之四 8張)에는 李大

基임

23장 봉산보첩(대보축소영인저본), 정진모소장본A: 韓應祉 방주

이하 22字 (18世段: 韓應祉 방주 8字, 女崔濟; 19世段 子

韓寶, 女崔義達, 女崔禮達) 결락
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동래세보(호군공회종파 종손소장본): 完全함

※정진모소장본B에는 18世 韓應祉와 19世 韓贄 왼쪽 옆자

리의 원래 補刻字片이 헐거워 빠져서 생긴 빈 자리에 다른

곳의 補刻字片 <◯孫女尹根壽文大提學◯孫女朴崇元文判尹

外曾孫女張雲翼文判書◯玄孫趙翼文議政>이 끼워져 인출되

었는데, 잘못 끼워진 이 補刻字片의 제자리는 卷八 5張 17

世 趙賢範 아래임

25장 16世 韓備: ※俻는 備의 이체자임

26장 17世 惟一 방주: 商輔

※선원록(卷之六 3張): 定宗大王-貴生-계자衍(생부

終生)-均-叔善-商輔(형商隱,商老,商卿)-자綏謙,綏誠,

녀安憲國,趙應奎,安慶男,鄭惟一(文大司諫本東萊)

※1750년 청풍김보(乙編上 19張)에서는 惟一의 녀

2인 서차가 병신보와 다름

28장 16世 女宋軫 (원본오류) → 子宋軫

※2008년 여산송보(정민공파보) 20面 참조

29장 15世 韓建 (원본오류) → 韓健

(을미보, 상산김보, 청주한보 모두 韓健으로 나옴)

※1949년 청주한보(卷之一 28張): 韓蘭-穎-尙休-

奕-希愈-光胤-康-謝奇-渥-方信-寧-永矴-確-致仁-

僩,儹,健

▲ 권12 (詹事弼七代孫 游派伋派竝錄)

2장 18世 已生 이생

※옛날에는 몸기와 이미이는 거의 구분하지 않은 경

우도 있으나 대체로 己(몸기)는 已처럼, 已(이미이)
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는 巳처럼, 巳(뱀사)는 처럼 썼음

4장 18世 維地

※1754년 전의이보(三上 40張): 李彦忠(9세)-光翊-

思禮-雄-樺-蓮東-敬孫-珸-彦臣-長年-欽-光遠-녀

鄭維地(부 동래鄭恕)-자 鄭道輔, 녀 曺景文

18世 維垓: 전의이보에 의하면 維垓의 室은 全義李氏이며

妻父는 德民임

※1754년 전의이보(三上 38張): 李彦忠(9세)-光翊-

思禮-雄-樺-蓮東-承孫-䕺-希剛-元伯-德民-녀 鄭維

垓(부 동래鄭恕)-자 鄭良輔,鄭碩輔,녀 金雷慶,金麟,權

泰韓

▲ 권14 (校書郞七代孫 縣令孝卿派)

4장 20世 峕 ※ 는 時의 이체자

20世 昚 ※ 은 愼의 이체자

7장 20世 佾 방주: 父進士 ※경신보에는 瀅임

8장 20世 洪一極

※1922년 남양홍보(卷九十一 15張): 洪殷悅-東周-

毅-灝-德升-灌-至柔-源中-斯胤-裔-子藩-順-云遂-

有龍-德輔-深-偁-士淳-繼福-瀣-純慤-頤正-錫武

(처부 鄭漢驥)-一極

21世 洪冑杭 홍주항

※1922년 남양홍보(卷九十一 23張)에는 一極의 子는

冑彦,冑彬,冑彩로 나옴

11장 20世 脩

※1760년수성최보:崔永奎-洽-文凱-諱善-世溫-李起-
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益齡-標-承張-淳-敬宗-卲-天憲-㙉

19世 景驥 방주: 父忠義犖

※경자증보본 을미보에는 洛임

※1862년 청주한보(章悼公派, 卷之一 11張):韓蘭-穎-

尙休-奕-希愈-光胤-康-謝奇-渥-方信-寧-永矴-確-

致義-偉-守道-亢-忠男-犖-녀崔挺海,朴興仁,鄭景驥

※청주한보(第六校 章悼公編 25張)에서는 崔挺海,朴

興仁,鄭景驥를 正溫의 녀로 편집상 오류범함 (第七校

에서는 바로잡아졌음); 六校와 七校(인터넷족보)에서

鄭景驥의 처부 韓犖을 韓로 적고 방주에 一諱 犖

으로 처리했음

12장 19世 楊震行 방주: 父植

※1850년 청주양보(卷之二 5張), 1993년 청주양보(卷

一 8面): 楊起-成柱-伯淵-英秀-龍生-洵-字晋-麟-

春茂-植(형 格)-震行-道南,重南,指南,洪聖疇,姜錫璋,

洪壽川,吳命增

※1850년 청주양보에는 楊震行의 방주에 배위 광산

김씨, 동래정씨, 전주이씨 3인 모두 기록되어 있으나

1993년 청주양보에서는 동래정씨가 누락되었음

▲ 권15 (校書郞七代孫 判官善卿派)

1장 24世 栻 방주: 室星山李氏父聖䂓
※1864년 성주이보(卷之二 33張), 1998년 성주이보(밀

직공파보, 一卷 81面): 李長庚-百年-麟起-元具-崇仁-

次參-思孝-文博-世根-德混-鳳瑞-善立-復亨-文弼-

聖䂓(제 聖矩,聖望)-자 恒壽, 녀 河海達,鄭栻(자 鄭繼
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東,鄭繼五(玉)),李龍章,李舜夏

24世 杙 ※은 杙의 이체자임

2장 22世 朴

※1785년 순천박보(寅編之一 14張), 1994년순천박보

(판윤공파, 三 45面): 朴淑貞-元龍-天祥-可權-柳星-

信孫-文孺-鵬擧-光厚-子華(형子儀,子羽,子建)-中立-

-始郁

4장 22世 錫圭 방주: 星州李氏父模

※1687년 성주이보(中上 37張): 李長庚-萬年-台宝-

得芳-棐-智活-文美-繼根-禮安-萱-得慶-挺馠-模-
녀 鄭錫圭

5장 20世 天涉 방주: 父縣令誡

※1927년 경주최보(卷之二 3張): 崔致遠-殷含-承老-

肅-薺顔-繼勳-玄培-濕-有慶-岫雲-澔-鄲-在田-孟淵-

澣-自河-海-宗沃-誡-자東嵂,東㠍,東 , 녀 徐彊仁,鄭

天涉(계자 希權)

7장 20世 天溟 ※ 은 의 이체자

9장 22世 時杰 방주: 父商英

※1997년 하빈이보(卷之五 8面, 11面): 李琚-挺基-

瓊-雲富-諱缺-諱缺-沈策-策-仲顔-世蕃-受許-鳳麟-

偉-賢啓-挺序-商英-자 葆,蕙,選, 녀 李星昌,鄭時杰

(자鄭殷弼, 녀 李宇植,李世謹)

21世 姬楨 방주: 父楨國

※1988년 성주도보(卷之一 596面): 都楨國-자處謹,

處商, 녀全愉,鄭姬楨(자奎齡,玄齡,台齡,喬齡, 녀朴聖

和)
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10장 23世 朴夢賚

※2008년 호군공(휘예운)파보에 朴夢賚는 없고 朴

震吰으로 되어 있음

21世 尹世諧 방주: 父珵

※1770년 파평윤보(卷之二 42張), 1993년 파평윤보

(대언공파, 卷之上 68面): 尹莘達-先之-金剛-執衡-

瓘-彦頤-惇信-商季-復元-純-珤-安-輔-將-玭-

孜善-耕-三聘-殷臣-景男-思勛-珵-世楷-계자商宰(생

부 世綱)

22世 尹商宰

※1770년 파평윤보(卷之二 42張), 1993년 파평윤보

(대언공파, 卷之上 68面)

12장 20世 3子 天潤, 4子 天濡 (원본오류)

→ 3子 天濡, 4子 時潤

※을미보와 양졸재선생묘갈(四男長天澍次天沃次天濡

季時潤) 참조

21世 楊道明

※楊道明의 父 㻇은 1850년 밀양양보(卷之十一 23張)
에는晪임(형제들이름에모두日이들어감: 晅,晪,暻)

15장 21世 洪鼎夏

※1990년 부림(부계)홍씨율은공파보(24面): 洪用缶-

鼎夏(처부 동래鄭天漢) (처부가鄭天河의 제鄭天漢으

로 되어 있음)

22世 宋景䭲
※1990년 부림(부계)홍보(율은공파보, 24面): 洪鼎夏

(처부 동래鄭天漢)-海量,海朝,海容,야성宋致重 (부계
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홍보에는 宋景䭲가 宋致重으로 되어 있음)
16장 21世 姬棱 방주: 父直講慎與

※1988년성주도보(卷之一 730面):都舜卿-欽祖-元結-

聖兪-慎與-2婿 鄭姬棱

18장 19世 李明怘 방주: 父叅奉偁
※1998년 성산(광평)이보 卷之四 7面 참조

18장 20世 李抉雲

※1998년 성산(광평)이보(卷之四 7面): 李明怘-자
排雲,撓雲,抉雲, 녀 朴汝誠,柳慶門,盧埴,郭汝樑,魚敬

身,成榏,裵敬徽,尹重平
20世 成杙 ※은 杙의 이체자임

20世 碩勳 방주: 父德輿

※1918년 남원양보(龍城君派, 卷之一 13張): 梁朱雲-

華-中奎-溢-瑛-思貴-嶠-季周-鴻-忠-應祥-振起-

德輿-서 鄭碩勳

19장 19世 金尙賢 선산김보에는 金尙潤으로 나옴

※선산김보(국립중앙도서관 古2518 10-808 11) 卷

之二 15張, 2007년 선산(일선)김보 卷之一 1399面:

金宣弓-奉術-興運-相熙-性仁-慶會-箕浩-準植-

得忠-良印-慎緘-右誼-元老-澍-揚普-地-善慶-允終-

礪光-夢得-繼一-軾-尙潤(配東萊鄭氏光纘女)-자 ⺩述,
珣, 녀 朴恂,徐涵,李汝諶,朴守訓

23장 22世 朴有觀

※1997년 밀양박보(전객령파보; 卷之一 71張): 朴以

熙-女 朴有寬 (觀대신 寬임; 朴有寬의 본관 미기록)

※경신보에는 朴有觀 누락
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24장 21世 時耈 방주: 父爾榟 ※榟는 梓의 이체자임

※2008년 문화류보(卷之二 19面): 柳車達-孝金-

金奐-盧一-寶春-寵-公權-澤-璥-陞-墩-總-曼殊-

原之-浛-自湄-轅-昌孫-垂永-湜-禮立-爾梓(녀 鄭時

耈),爾桂(출계仁立后) (垂永의 증손자 11인의 이름의

항렬은 爾이며 두 번째 글자의 부수도 모두 나무목

변임

▲ 권16 (校書郞七代孫 判官善卿派)

5장 21世 時昇 방주: 종손소장본, 정진모소장본A, 봉산보첩과

달리 정진모소장보B에는 3실에 해당하는 后室高靈朴

氏가 추가되어 있음

22世 慶必休 (청주경보에는 아들의 이름이 다르게 나옴)

※2005년 청주경보(上卷 181面):慶怡-必休(처부동래

鄭時昇처조鄭纘처외조온양鄭翰)-자 弘來,大來(출계),

再來, 녀 愼守義,鄭來慶

23世 愼守義 ※2005년 청주경보 상권 181면 참조

6장 22世 維穉: 종손소장본, 정진모소장본A, 봉산보첩과 달리

정진모소장본B에는 庶子가 子로 수정되었고 방주 室

慶州李氏가 추가되었음

23世 重弘 방주: 종손소장본, 정진모소장본A, 봉산보첩과

달리 정진모소장본B에는 室密陽卞氏가 추가되었음

22世 鄭興傳, 鄭元傳, 鄭世傳

※고려대장경연구소의 전자한자자전에서는 은(는)

의 이체자도 되고 의 이체자도 되나, 중화민국

교육부의 이체자자전과 한국고전번역원 이체자검색
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시스템에 의하면 은 의 이체자로 인정됨

※병신보 卷十六 11張 20世 彧 방주에 大君師傅에서

傅의 이체자인 경우에는 오른쪽 위에 점이 있음

※1998년 서산정보(上卷 79面)에는 한글독음과 함께

傳(전)으로 나옴

19世 以怗

※을미보에서는 惟文의 子에 以帖 1인이나 병신보에

서는 以忭, 以怗, 以愃 3형제로 이름에 모두 마음심이

들어감

※1989년 창녕성보(낭장공파, 46面)에도 以怗으로 나

옴:成石璠-彙-叙-以乾-允仝-漢良-彭年-効奎-爾昌(처

부 동래鄭以怗)

※1917년 단양우보(卷之四 57張)에도 以怗으로 나

옴:禹玄-臣-仁可-仍順-慶節-仲大-天錫-儞-國珍-愼-

恪-決-繼根-圭-治洪-績-文華-녀 鄭以怗(자 鄭師古,

녀 成以昌,鄭以虎)

10장 22世 閔齊永 ※ 은 永의 이체자임; 경신보에도 永임

11장 22世 李基楨

※1767년 성산이보(卷之二 5張), 2008년 성산이보

(卷之一 258面): 李基模(모)

23世 李天祐

※1767년 성주(성산)이보(卷之二 5張), 2008년 성산

이보(卷之一 258面): 성산이씨계유대보(卷二 4張, 卷

二 41張): 李能一-逸卷-光演-正臣-堅守-匡-立中-

陽仁-宇唐-葆-益孫-培-文廣-汝忠-士澄-克剛-錫保-

蓊-彦涵-熙春-東禮-文龍-惟碩-翊明-基模-天祜(호)
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14장 22世 亨頀 방주: 竹山全氏 ※ 은 의 이체자임

21世 經周 방주: 文化柳氏父

(문화류보에는 堢로 나옴)

※2008년 문화류보(卷之二 643面): 柳車達-孝金-

金奐-盧一-寶春-寵-公權-澤-璥-陞-仁琦-甫發-

繼祖-亮-京生-績-正孫-禎-希宸-成根-湛-仁後-堢  
(흙토변이 항렬로 쓰임)

※일통보와 1994년 교서랑공파보에서晋으로 변질

15장 22世 宋之彬 방주: 父生員挺涑

※은진송보: 宋汝霖-世勣-璘-希昌-習-挺涑-之檳(처

부 강양李思誠); 挺이 항렬임

21世 林東迪

※2004년 은진임보(상권 128면)에는 林東頔
적

임

16장 22世 滎俊 방주: 后室

※여기서 后室은후실 소생임을나타냄; 滎俊의 母는

(滎俊의父의) 후실인 죽산전씨임

17장 20世 邊琦 (1843년 장연변보에는 邊璇으로 기록)

※1843년 장연변보(卷之一 20張): 邊讓-尙節-1자 晉

(처부 동래鄭賀男), 2자 璇(처부 동래鄭吉男); 2자 璇

(처부 동래鄭吉男)-1자 碩勛, 2자 碩賓, 3자碩濟, 4자

碩安, 1녀 曺震玄, 2녀 李再春

21世 曹震玄

※1843년 장연변보(卷之一 20張): 邊讓-尙節-1자 晉

(처부 동래鄭賀男), 2자 璇(처부 동래鄭吉男); 2자 璇

(처부 동래鄭吉男)-1자 碩勛, 2자 碩賓, 3자 碩濟, 4자
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碩安, 1녀 曺震玄, 2녀 李再春

20장 21世 斗憲 방주: 后室

※여기서 后室은후실 소생임을나타냄; 斗憲의 母는

(斗憲의父의) 후실인 초계정씨임

25장 21世 李明龜

※1751년 성주이보 卷二 48張과 1985년 성주이보

(시중공파보) 卷之一 48面에 보면 李震煥의 사위 李

明龜는 朴明龜로 나옴

20世 李震煥 방주: 父護軍峸

※1751년 성주이보(卷二 48張), 1985년 성주이보(시

중공파, 卷之一 48面): 李英-應箕-峸-震煥-允明

26장 21世 泰恒 ※ 은 의 이체자임

21世 都衛商 ※1988년 성주도보(卷之一 621面) 참조

27장 21世 泰世 방주: 父司藝慎與

※1988년 성주도보(卷之一 730面): 都聖兪-慎與-2녀

鄭姬棱, 3녀 鄭泰世

22世 都世 (원본오류) → 都世潤

※1988년 성주도보(卷之一 810面 참조)에 의해 都世

潤으로 1字 보충

21世 鑌 방주: 后室

※여기서 后室은 후실 소생임을 나타냄; 鑌의 母는

(鑌의父의) 후실인서산정씨임

28장 21世 鍇 방주: 父珍商

※병신보 卷十六 10張에는 李珍尙으로 나옴

※경신보에도 정자 商임

※1935년 벽진이보 卷一 18張에는 珍籍(처부 창녕成
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爾昌)으로 나옴

19世 成昌達 방주: 父揀

※1709년 창녕성보(卷之三 82張), 1980년 창녕성보(정

절공파, 下卷 59面): 成仁輔-松國-公弼-君阜-有得-

思齊-杜-近禮-轍-世璜-灝-天祐,天禧,天祚,天祉;

天祐-撥(자昌郁,昌遠,昌顯,昌遇); 天禧-揀(자昌達), 擴

(자 昌柱,昌楷,昌極)

※종손소장본에는 新을 臣으로, 旌善을 完山으로 가

필수정되어 있음

29장 20世 全聖新 (원본오류) → 全聖臣

방주: 旌善人 (旌善全氏에서 분관한 完山全氏임)

※1991년 전씨대동보 卷之六 185面 참조

※1709년창녕성보 卷之三 82張에도 全聖臣으로 나옴

※종손소장본에는 新을 臣으로, 旌善을 完山으로 가

필수정되어 있음

▲ 권17 (校書郞七代孫 判官善卿派)

1장 22世 澮 방주: 父之瑚

※1979년 함안조보(第三編 승지공파 3面): 趙銅虎-

參-庭筠-勿-俊男-繼先-之瑚(처부광주盧世祺)-자渷,

녀 鄭澮

※1762년광주노보(卷之一 28張), 1830년광주노보(卷

之一 47張): 盧偉-克誠-世祺-녀 함안趙之瑚(자 趙渷,

녀 鄭澮)

3장 22世 李亨祚 방주: 父通政綸 (綸 잘 안보임)

※1922년 성주이보(卷一 5張): 李德富-唐兪-椿年-
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元衍-祚-成裕-瑊-蕃-興門-晏-秀場-彭祖-忱-天封

(운계공 처부1)-綸-자亨禧,亨祚,亨祜,亨祉,亨祺,亨禔,

녀 동래鄭泳(운계공 1자)

24世 元杰 방주: 父啇和 (정자 商으로)

※1978년 성산여보(卷之五 132面): 呂良裕-渭賢-

克誨-子方-仁甫-詠-遇昌-希臨-沉-允恕-焯-孝閔-

商和-鄭元杰 (정자 商임)

4장 23世 林夏 방주:

前室南陽洪氏父宇泰 (원본오류)

→ 前室豊山洪氏父宇泰

※1768년 풍산홍보 卷之六 46張 참조

5장 21世 弘 을미보에는 弘鐻임

19世 朴自羽 → 朴子羽

(권5의 14장 최하층에서는 朴子羽로 바르게 되어 있

고 동일인이 권17의 5장 최상층에서는 朴自羽로 誤

記되었음)

※을미보에도 朴子羽임

방주: 父先厚 → 父光厚 (순천박보에는 光後)

※1785년 순천박보(寅編之一 12張), 1994년 순천박보

(판윤공파, 三 1面): 朴可權-柳星-信孫-文孺-鵬擧-

光厚-子羽(형子儀, 제 子建,子華)-民立

6장 20世 金楚客

※乙丙兩譜에 客임; 1720년 의성김보(卷之三 17張)

에는 金楚客이 金柅로 나옴

金霙 (원본오류) → 全霙

※을미보와 1991년 전씨대동보 卷之六 18面 참조
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8장 20世 塤
훈

방주: 僉正璩
거

※1907년 안동권보(卷之十四 82張): 權應中-璩-녀

朴翔衢,鄭壎
훈

(자 弘榮,弘戡),裵暄,劉翅龍

21世 河之泳 방주: 陜川人檣

※1984년 진양하씨대동보 卷之八 20面 참조

11장 21世 弘釴 ※鈛은 釴의 이체자임 (권23의 14장 金礪弼

방주 참조)

※을미보와 1922년 성주이보(卷五 16張)에 弘釴임

14장 21世 華濟 방주: 鍾城府使

※1750년 청풍김보(丙編上 57張)

23世 李㯙

※선원록(卷之四十八 5張): 李芳遠(태종)-裪(세종)-
瑈(세조)-暲(의경세자)-娎(성종)-懌(중종)-岹(덕흥
대원군)-鋥(하원군)-引齡(당은군)-瀿(풍래군)-仁漢-

㯙(처부 동래鄭度弘),楫,檍,極,橚,橃,極(형제들 이름에

모두 나무목이 들어감)

22世 許坦

※ 은 의 이체자임; 경신보에서는 정자 坦임

20장 21世 朴昌夏 방주: 父䅅
※1754년 무안박보(卷之一 36張, 50張):朴進昇-暹-

允位-儒-成器-琈-文晤-允璆-義龍-綱-亨-頤-晉卿-

堰-仁豪-璘-應善-䅅-昌夏(처부 전주李繶, 처조李春
馨, 처외조 동래 鄭演)

21世 朴世爕 방주: 父判官梠

※1831년 반남박보(卷之二 第一編 25張, 卷之二 第
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四編 62張): 朴應珠-宜-允茂-秀-尙衷-訔-葵-秉文-

林宗-兆年-緝-應寅-東緯-梠-世爕

23世 李夢旭 방주: 父獻納禎

※1935년 경주이보(丙編一 27張): 李居明-金現-金書-

潤弘-承訓-周福-稱-侈連-寵暹-春貞-玄福-宣用-

升高-得堅-翮-世基-蒨-達衷-誠中-援-赫孫-增-良弼-

瑛-貴男-藑-齊漢-禎-夢曅,夢旭,夢呂

21장 20世 良緝 방주: 父詢 (거창신보에는 諄임)

※1737년 거창신보(卷之三 42張): 愼修-安之-실전-

실전-翼-世功-執平-成-元幹-儒-思敬-仁道-以衷-

幾-後庚-榮命-友張-喜男-介慶-諄-녀 동래鄭良緝(자

鄭台齊, 鄭思齊, 鄭衡齊, 鄭旻齊, 녀 朴世冑)

※경신보에서는 諄으로 수정되었음

22장 22世 李濟愽 ※ 은 , 의 이체자임

23장 22世 金翰國 ※ 은 의 이체자임

▲ 권18 (校書郞七代孫 文景公欽之派)

1장 23世 安最 ※㝡는 最의 이체자임

5장 23世 陽宗 방주: 父碩侯 ※ 는 의 이체자임

23世 陽旭

※1754년 전의이보(七下 19張), 가록의 송애공(휘

東後)묘갈, 일통보(卷之四 25張)에 모두 鄭陽元으로

나옴

※10장: 종손소장본은 최초 판각이고 정진모소장본A, B는

다시판각한글씨임 (내용동일)



90 동래정씨 옛족보와 호군공 회종파

▲ 권19 (校書郞七代孫 文景公欽之派)

1장 19世 李浻

※선원록과 李泂의 아들 李直彦 행장에 李泂으로 나

오고, 병신보 권6의 9장(최하단 19세단)에서 동일인

에 대해 泂으로 나옴

※1681년 선원록(卷之十六 11張): 李補(효령대군)-

(서원군)-薰(고림정)-璿孫(칠산군)-泂(처부 鄭應雲)-

1남 秀彦, 2남 直彦(초명 時彦), 3남 俊彦, 4남 眞彦,

5남 世彦, 1녀 朴濂 (서차 병신보와 다름)

22世 㞴 방주:
※병진보에서는 岷으로 했으나 경신보에서는 㞴임

24世 擡 ※ 는 의 이체자임

※1장: 종손소장본은 최초 판각이고 정진모소장본A, B는 다

시판각한글씨임 (내용동일)

3장 22世 崙 방주: 父叅奉稽 ※ 는 의 이체자임

6장 23世 之哲 방주: 父姬贊 ※ 는 姬의 이체자임

7장 21世 尹埴 방주: 平海人 (원본오류) → 海平人

※1983년 해평윤보 卷一 107面 참조

8장 23世 之賢 1자 挽 ※ 은 의 이체자임

11장 20世 聘 방주: 烏山君鉉 ※ 은 의 이체자임

20世 ※ 은 의 이체자임

15장 19世 浩 방주: 縣監獻㶩, 鄭彦慤⺙
※1922년 온양방보(卷之戊上 1張)에는 獻㶩 대신
獻忱으로, 鄭彦慤⺙ 대신 鄭彦慤으로 기록; 1981년 온양
방보(卷之四 793面)에서는 녀 동래鄭浩 누락; 慤⺙은
慤의 誤記로 보임
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16장 21世 俊赫 방주: 父進士商

※1935년경주이보(總編二 30張): 李居明-金現-金書-

潤弘-承訓-周福-稱-侈連-寵暹-春貞-玄福-宣用-

升高-得堅-翮-世基-蒨-敬中-毓-廷俌-僩-伯黎-漢輔-

弘贊-商-녀 동래鄭俊赫

19장 23世 兪命集 방주: 父權 ※ 은 의 이체자임

20世 慶嶪 방주: 投筆

※을미보 원본 卷上 42張 최하단에는 慶業이지만 을

미보 원본 卷下 18張 최상단에는 慶嶪으로 나옴

※ 는 投의 이체자, 茟은 筆의 이체자임
※경신보에는 投筆癸卯武科라 했음

21世 橚 방주: 典翰虯

※虬는 虬의 이체자임

※광산김보: 金興光-軾-吉-峻-策-廷俊-良鑑-義元-

大鈞-珠永-光存-大鱗-璉-士元-稹-英利-鼎-若時-

萃-順誠-磶-世愚-虯(규; 23세)-好男-湙
22장 23世 道東 방주: 曾祖宗廟令枅

※1802년 여흥민보(卷三 2張, 卷十二 73張): 閔稱道-

世衡-懿-令謨-公珪-仁鈞-滉-宗儒-頔-愉-智生-

審言-沖源-粹-龜孫-齊仁-思容-5子 汝任-枅-光爀-

就重

23장 23世 李齊沆

※전주李祹(세종)-璖(潭陽君)-계자潚(桂陽君)-輯(喜
安君)-瑊(錦川君)-誠中-幼深-命益-震瑗-德齡-齊沆

24장 23世 權播 ※ 는 의 이체자임

※2004년 안동권보 6권 634면 참조
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20世 尙文 방주: 父大司憲崇孝玄孫女 (원본오류)

※1765년 순흥안보(卷之七 19張): 安子美-永和-

得財-希諝-碩-軸-宗源-景恭-純-崇孝-該-尊義-

瀚-克信-계자 (생부 克誠)-서 동래鄭尙文

※은 崇孝의 5대손이고, 동래鄭尙文의 배위 순흥

안씨는 崇孝의 6대손녀임

25장 22世 晰 방주: 父僉知懋 ※ 는 懋의 이체자임

▲ 권20 (校書郞七代孫 縣監子順派)

1장 21世 頤亨 ※ 는 頤의 이체자임

2장 19世 之紀 방주: 父縣監澱

※1995년 고령신보(卷之三 7面): 申叔舟-瀞-永徹-

滋-孟瀛-澱-녀 鄭之紀, 녀 李植

3장 22世 燦 방주: 父相胤

※2002년 연안이씨판사공파대보(5권 79면): 李孝臣

(5세)-匡-宗茂-懷林-石亨-渾-壽長-巙-廷華-貴-時白
(延陽府院君)-忻-相胤(형 相冑)-녀 鄭墩(東萊人父

正言仁壽)

4장 21世 柳集

※을미보에는 潗이나 병신보에서 集으로 수정되었음

※2008년 문화류보(卷之四 450面): 柳車達-孝金-

金奐-盧一-寶春-寵-公權-澤-璥-陞-墩-鎭-元顯-

衡-孝章-仁濠-伏龍-希霖-계자 命男(생부 漑)-계자

敬身(생부 潤)-集(처부 동래鄭栻, 처조 之經; 제 棐,

棨)-文郁,文炳,文興,文經

※사마방목: 문화柳敬身-集,棐,棨
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22世 宋廷奎 방주: 父進士拯 ※ 은 의 이체자임

5장 21世 李正英 방주: 舍人文崇政 → 文崇政

20世 杙 ※은 杙의 이체자임

▲ 권21 (校書郞七代孫 評理釐派)

1장 24世 景和星 ※ 은 星의 이체자임

3장 24世 李聖傳

※중화민국교육부의 이체자자전과 한국고전번역원

이체자검색시스템에 의하면 은 의 이체자임

※병신보 卷十六 11張 20世 彧 방주에 大君師傅에서

傅의 이체자인 경우에는 오른쪽 위에 점이 있음

※1999년 평리공파보 14面에도 李聖傳으로 나옴

4장 22世 鄭良求

※ 는 의 이체자임(권26의 36장 21世東雄방주에

나오는 求禮張氏의 求字 참조)

10장 20世 申⺿

※1797년 평산신보(卷之三 正言公派丙編 4張)에는

申潗으로 나옴 (형제,재종,삼종 이름에 삼수변이 들어

감):申崇謙-甫藏-弘尙-晟-勁-愈毗-命夫-應時-令材-

-衍-仲明-諿-晏-曉-自熙-從幹-琇-德龍-潗-應哲,

應明,문화柳後聖,고령申檀,순천朴亨震

12장 19世 봉산보첩에는 自穆(평리공 釐 6대손)의 후손이 추가

되어있음:釐-貺-而宋-徽-玄綜-汝晏-自穆-德龍-徹-

繼昌-녀 金麗玉(자 金夏紀),文翰彬(자 文載望),金益輝,

자 時聖, 녀 宋斗煥, 자 翊聖

※종손소장본, 정진모소장본A, B, 동산도서관본A, B
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<종손소장본> 권21의 12장

<봉산보첩 영인본> 권21의 12장
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에는 모두 후손 추가 없음; 현존 목판에도 추가되어

있지않음 [도록 ≪족보목판≫ 288면 참조]

※병신보卷八의 6張에 보면 徽의 방주에 자손무전으

로 되어 있고, 배위는 관찰사 전의李宜洽이며 전의이

보에는 鄭徽의 아들 鄭哲童이며 无后라고 했음; 1754

년 전의이보(一上 21張): 李棹-康-秀英-文景-允寬-

順-仟-子蒝-彦冲-光翊-思安-作-宜洽-자 元孝,愼孝,

녀 鄭徽東萊人校理子鄭哲童无后

※경신보, 기미보, 일통보, 1999년 평리공파보에는 徽

의 자손기록이 없음

▲ 권22 (詹事弼七代孫 會宗派)

1장 22世 徐泰望

※2005년 이천서보(卷二 20面): 徐神逸-弼-熙-惟傑-

靖-鈞-諄-氐-義-溫-恬-璡-遠-選-達-遭-趕-命源-

嶒-應斗-得-述-駜迅-憕-泰望,雲望,世望
21世 周南俊: 상주주보에는 俊자가 같은 음, 같은 뜻의 儁

자로 나옴

※1939년 상주주보(卷之一 10張): 周瑜-尙彬-長孫-

文佐-世龜-怡-嗣宗-賀胤-碩卿(처부 동래鄭以昌)-

南儁

2장 19世 張磊 (창녕장보에는 張之磊로 나옴)

※1948년 창녕장보(卷之二 17張)와 2003년 창녕장보

(464面): 張千鎰-廷賀-台祐-躋-文烈-昊-繼根-九成-

紀-世郁-台柱-義-軫-自洪-仲誠-世漢-彭年-益奎-

계자之磊(생부承福, 처부鄭以雅)-宇翰(자泳),繼翰,
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逸翰,天翰,李景元,安處義,安銑

3장 20世 녀 安

※창녕장보에 의하면 張磊(張之磊)의 2녀 安씨는 安

處義임; 병신보에는 없지만 창녕장보에는 3녀 安銑도

있음

▲ 권23 (詹事弼七代孫 修撰雍派)

1장 19世 基武 (을미보에는 期武)

3장 20世 自恒 자항 ※ 은 의 이체자임

21世 安機石 방주: 安履恒

※ 은 의 이체자임

※1765년순흥안보(卷之六 65張): 安子美-永麟-貞俊-

成哲-文凱-千善-孫柱-俊-守眞-質-崇德-孝祖-瑝-

敬賓-命男-溭-道徵-機石-履恒

4장 19世 思武 방주: 豊壤趙氏父直長竤

※1760년 풍양조보 丁編 卷之七 8張, 1766년 풍양조

보 丁編 卷之二 46張 참조

5장 19世 而武

※1982년 예안김보(卷之上 17面): 金尙-存誠-敦富-

希寶-成世-鈕-方軾-輅-小良-淡-萬秤-佑-士文-玏-

止善

19世 金邦杰

(1720년 의성김보와 1802년 의성김보에서 처부의

한자가 以武로 되어있던 것이 1992년 의성김보에는

而武로 바르게 수정되었음

※1720년 의성김보 卷之四 1張, 1802년 의성김보 卷
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之二 49張, 1992년 의성김보 卷之二 4面 참조

6장 24世 玉相 방주: 琬 ※ 은 의 이체자임

8장 22世 之銢 (후실 전의이씨가 있는 듯함)

※1754년 전의이보(三上 37張): 希東-賢孫-珩-苓-

鳴吉-泌-녀 鄭之銢-자 鄭泰增,鄭泰膺,鄭泰能,鄭泰徵,

鄭泰恒, 녀 蔡玉(5자1녀)

※일통보: 鄭之銢(처부 영해申世載)-자 泰登,泰增,

泰膺,泰能,泰弘,泰恒, 녀 蔡玉 (6자1녀)

20世 鄭時海 방주: 西原人 (西原은 淸州의 고호)

9장 20世 烠 방주: 后室永川李氏父㮡
※방주에는 后室永川李氏父㮡이나 가록의 만인당공
(휘 烠)묘지에 후실의 父는 永川李搆로 나옴

22世 金南益 (원본오류) → 金益南

金南益 방주: 父進士 (원본오류) → 父進士埏

※金南益은 金益南의 誤記

※1802년 의성김보(卷之七 23張): 金錫-逸-弘術-國-

景珍-彦美-襲光-公祐(瑀)-龍庇-英-之銳-修德-

用超-和-宗師-貴孫-允迪-關石-聃壽-廷龍-以元-

埏-南益(처부 동래鄭堯錫)-자 始大,始達, 녀 張大綸,

高奎瑞

※1998년 인동장보(卷之一 250面): 張萬容-東栻(初

諱大綸, 처부1 아주申叔範, 처부2 의성金益南)

※1875년 수찬공파보(卷之二 38張)에서는 金益南으

로 수정되었으나 金益南의 父가 塡으로 나옴

22世 張大倫

(인동장보에는 大經임; 후대 인동장보에서는 東栻으
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로 개명되었음; 張大綸의 사위로 동래鄭彦儀는 창원

공파 鄭凝遠의 후손임)

※1998년 인동장보(卷之一 250面): 張安世-仲陽-修-

俁-承良-俊-繼曾-烈-顯光-應一-鈺-萬容-東道(字

大經),東栻(초휘大綸),東載(초휘大緖); 1802년 의성

김보 卷之九 31張, 1992년 의성김보 卷之二 560면에

보면大經은東道의 字가아니고 初諱임을 알수있음

11장 22世 之鈺 방주: 父商鳴

※1770년 파평윤보(卷之十九 11張): 尹莘達-先之-

金剛-執衡-瓘-彦頤-惇信-商季-復元-純-珤-安淑-

陟-承順-坤-希齊-垠-師皙-礇-殷佐-琢-希曾-涉-

湯臣-垸-商鳴-녀 동래鄭之銓(자 泰龍,泰龜, 녀 金應

鉉,權宏)

12장 22世 琬 ※ 은 의 이체자임

13장 20世 焬
※1875년 수찬공파보(卷之一 27張)에서도 焬으로 나
옴; 동래정씨도보에서도 焬으로 나옴

14장 19世 榮邦 방주: 等稿, 等地 ※ 은 의 이체자임

21世 金礪弼 방주: 釴 ※鈛은 釴의 이체자임 (병신보 권17
의 11장 弘釴 참조)

※경주김보(판도판서공파): 金將有-仲南-乙湜-滸-

處庸-曾孫-碧-天富-可幾-德民-釴-礪弼

21世 李在隆 ※ 은 의 이체자임

22世 尹商耈

※1833년 안동김보(卷之四十三 28張): 金宣平-習敦-

呂基-南秀-熙-資-斤重-得雨-革-三友-孟龜-用礪-
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時佐-緝-계자 士得(생부 繼)-光灝-楷-萬禎(配平山

尹氏父尙耈)

15장 22世 之益

※가록의 익재공(휘 焜)행장에는 之鎰로 나옴

22世 尹昇 방주: 父湯聘 ※ 은 湯의 이체자임

16장 23世 泰恒 ※ 은 의 이체자임

※일통보에서도 泰恒임

21世 李元發 방주: 嘉平人 (嘉平은 加平의 고호임)

21世 堯懋 ※ 는 의 이체자임

22世 之錡 방주: 父端遂

※鄭之錡(풍양조보 琦)의 처부명이 1760년 풍양조

보(丁編 卷之五 35張), 1766년 풍양조보(丁編 卷之二

25張), 1900년 풍양조보(丁編 卷之二 16張)에는 䇕(부

수 立이 항렬처럼 쓰임)로 나옴

17장 22世 之銘 방주: 父德凝

※1875년 수찬공파보(卷之三 12張) 참조

22世 尹大恒 ※ 은 의 이체자임

※1770년 파평윤보(卷之十九 18張): 尹莘達-先之-

金剛-執衡-瓘-彦頤-惇信-商季-復元-純-珤-安淑-

陟-承順-坤-希齊-垠-師皙-礇-殷佐-琢-希曾-涉-

湯聘-最(처부 동래鄭焜)-大恒

19장 21世 朴絪 박인 ※ 은 絪의 이체자임

21世 堯天 방주: 一女二子 → 有一女二子

20장 22世 金彧土 ※순천김보에는 金墪임
※1856년 순천김보(第六編 宙21張): 金摠-[裕-慶衍-



100 동래정씨 옛족보와 호군공 회종파

曋-性潤-倫常-恒-敏徵-芳遠-德洪-燀-明顯-希哲-良-孝淑-

泫-善長-陶-]允仁-泂-惟精-承霔-有讓-嗣成-世益-

信忠-淇-宗孝-慶長-順達-泰冑-壆,沃土,塾,墪
21世 堯性

※방주에는 室順興金氏父順弼이나 가록의 睡窩公

(휘堯性)묘갈명에配順天金氏忠義衛順弼女로 나옴

※1856년 순천김보(第六編 宙21張): 金摠-[裕-慶衍-

曋-性潤-倫常-恒-敏徵-芳遠-德洪-燀-明顯-希哲-良-孝淑-泫-

善長-陶-]允仁-泂-惟精-承 -有讓-嗣成-世益-信忠-

淇-宗孝-慶長-順弼-鄭堯性

22世 吳泰昌

※가록의 눌재공(휘 堯天)묘갈명과 수와공(휘 堯性)

묘갈명에 의하면 吳泰昌은 수와공의 사위가 아니고

눌재공의 사위임

21장 21世 堯一 방주: 父商老

※1770년 파평윤보(卷之十九 5張): 尹莘達-先之-

金剛-執衡-瓘-彦頤-惇信-商季-復元-純-珤-安淑-

陟-承順-坤-希齊-垠-師皙-礇-殷佐-琢-希曾-涉-

湯臣-墝-商老-서 鄭堯一

▲ 권24 (詹事弼七代孫 直提學賜派)

1장 20世 弘輔 방주: 父僉知禎玉

※ 은 玉의 이체자임

※기미보, 일통보에는 정자 玉으로 나옴

4장 24世 稽古 ※ 는 의 이체자임

5장 20世 弘輔
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※을미보에는 弘佑로 나옴; 4촌의 이름에 이미 弘輔

가 있음

※1770년 파평윤보(卷之十一 60張)에는 병신보처럼

弘輔임:尹莘達-先之-金剛-執衡-瓘-彦頤-彦頤-惇信-

商季-復元-純-珤-安淑-陟-承禮-璠-士昕-繼謙-珷-

敦仁-大老-자綎,絳,絅,綬,緻,綵,녀金,沈僖,鄭弘輔(東

萊人監察父思敬子鄭公近女兪汝虎)

6장 23世 齊撝 방주: 父樂

※1702년 광산김보(필사본, 항목 重), 1848년 광산

김보(卷之八下 35張), 1876년 광산김보(卷之十四下

26張), 1984년 광산김보(卷之一 171面): 金興光-軾-

吉[佶]-順[峻]-策-廷俊[貞俊]-良鑑-義元-(계대미

상)-珠永-光存-大鱗-璉-士元-稹-英利-鼎-若采-問-

鐵山-國光-克忸-宗胤-鎬-立輝-吉生-樂-서鄭齊撝

7장 22世 兪命龜 방주: 父司評梬

※ 은 梬의 이체자임

※1734년 기계유보(卷三 13張): 兪三宰-義臣-成美-

晉卿-汝諧-得瑄-僐-承桂-成福-輯-解-起昌-汝霖-

綰-灝-大祺-善曾-梬-命龜(처부 鄭有錫)

10장 20世 尹唯幾

※1908년 해남윤보(卷之一 6張): 尹存富-光奕-衡-

孝正-川楫-桓-祿和-光琠-丹鶴-思甫-耕-孝貞-衢-

弘中-계자 唯幾(생부 毅中)-계자 善道(생부 唯深)-

자 仁美,義美(출계 善言后; 처부 吏判 동래鄭世規), 禮

美, 녀 沈光沔,李保晩, 자 循美,直美, 녀 黃道彬,楊憲稷

13장 21世 萊華 방주: 父商老
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※1987년 초계변보(卷之二 417面): 卞孝文(10세)-

李欽-珍-宗蕃-沉-忠裕-暄-商老-자 東稷,東說, 녀

鄭萊華

21世 卞商鳳

※1987년 초계변보(卷之二 417面): 卞孝文(10세)-

李欽-珍-宗蕃-沉-忠裕-煜-商鳳-자 東弼,東材,東柏,

東仁, 녀 安烱,趙麒齡

16장 21世 載諶 방주: 父緯奎 ※ 는 의 이체자임

23世 始恒

※ 은 의 이체자임

※일통보에서도 始恒임

17장 21世 載謙 방주: 父

※2003년 진주정보(충장공파보) 卷二 81面 참조

※일통보에서는 稿로 변질

21世 金均 ※ 은 의 이체자임

23世 金俓 ※ 은 俓, 徑의 이체자임

※광산金位(10세)-光世-鏡亮-周鼎-流-仲幹-德龍-

信佐-孝忠-愼元-致銛-軾-廷彦-深-富成-璇-時日吉-

翔-一運-俓

18장 22世 崔曼 ※ 은 의 이체자임

22장 24世 周賢 방주: 父縣監相抃

※은진송보(4권보 卷之一 12張)에도 相抃으로 나옴:

宋世勛-柟壽-希遠-國銓-奎淵-相忭

23世 昌佐 방주: 父㢚 ※는 㢚의 이체자임
22世 具 (: 간사할 이, 땅이름 사)

※1906년 능성구보(卷之十六 4張), 2002년 능성구보
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(卷之九 324張): 具世英(11세)-曇-大倫-塋-致成-1자

庞, 2자 , 3자 庇 (형제들 이름에 모두 엄호밑(⼴)이
들어감)

25장 20世 權 방주: 父佐郞得己

※은 寂의 이체자이지만, 안동권보에 보면 말씀언
이 항렬처럼 쓰였음

※옛날에는 몸기와 이미이는 거의 구분하지 않은 경

우도 있으나 대체로 己(몸기)는 已처럼, 已(이미이)

는 巳처럼, 巳(뱀사)는 처럼 썼음

※2004년 안동권보(1권 458면): 權幸-仁幸-冊-均漢-

子彭-先蓋-廉-利輿-仲時-守平-韙-㫜-溥-王煦-王

重貴-肅-循-實-齡-弘-德裕-克寬-得己(己가 항렬

임)-

※1989년 함양박보(구당/소요당/명헌공파보 上卷 49

面: 朴知讓-녀 權(安東人縣監父晩悔得己)

26장 23世 昌徵 방주: 光州 ※ 은 光의 이체자임

▲ 권25 (詹事弼七代孫 直提學賜派)

1장 22世 必世 방주: 平陽趙氏 (원본오류) → 平壤趙氏

※1724년 평양조보(卷之三 8張): 趙門馨-邦休-녀

鄭弼世

※平陽朴氏의 平陽은 전라도 順天의 고호임

23世 春瑞

※타판본에는 春인지 泰인지 판독이 어려우나 동산

도서관본A에는 春자로 잘 보임; 동산도서관본B에는

春瑞를지우고개명된이름師夏가가필되어있음; 장
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서각소장본 병신보에는개명된 師夏가 가필되어 있으

며 春瑞의 재종인 文瑞와 徽瑞에는 각각 개명된 師顔

과 師曾이 가필되어 있음; 기미보와 일통보에서 師夏

(처부안동權僑)로나옴

※2004년 안동권보(5권 893면): 權幸-仁幸-冊-均漢-

子彭-先蓋-廉-利輿-仲時-守平-韙-㫜-溥-皐-僖-

近-踶-擥-健-懿-詠-頤-和-昕-僴-跋-歙-喬(사람인
변 없음)-鄭師夏

20世 李詹

※가록의 직장공(휘 馨遠) 墓誌에는 李簷으로 나옴

4장 21世 行敏 방주: 昌原兪氏

※1989년 창원유보(卷之上 54面): 兪涉-冏-弘-貴生-

尙智-遂-友淵-謙-汝諧-浚-大祿-撰-益聖-자 欽(녀

동래鄭郁周(부行敏, 생부行健)), 녀 동래鄭行敏, 자錫,

鎭,鎰

21世 尹奎齡

※1770년 파평윤보(卷之十二 30張): 尹莘達-先之-

金剛-執衡-瓘-彦頤-惇信-商季-復元-純-珤-

安庇-珤-安庇-忱-仁達-候-之中-墾-哲碩-禮-

承元-宕-思學-垓-奎齡(室전주이씨父挺豪)

12장 21世 有徵 방주: 父府使秭 ※ 는 의 이체자임

※1911년 양천허보(卷之二中 12張): 許宣文-玄-元-

冠-伯-絅-錦-愭-扉-蘅-瑊-礎-潛-儆-秭

15장 23世 李孟源 방주: 綏晩 ※ 은 晩의 이체자임

※1988년廣州李譜(卷之二 785面):李浚慶-禮悅-士修-
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必行-厚徵-綏晩(항렬이 晩임)-孟源

16장 21世 行百 방주: 父徽衍

※1727년 진주강보(은열공파보, 卷之六 4張): 姜民瞻-

旦-輔-貞叶-呂翼-元鑑-靖-珣- -釰-渭祥-仁先-
居好-承顓-姬弼-仁壽-世倬-翼文-大遂-徽衍-녀 鄭行

百

23世 李

※1984년 延李첨사공파대보(卷之一 133面): 李元發-

貴山-續-根健-仁文--慶宗-澍-昌庭- -鳳徵-
17장 23世 權 ※는 賚의 이체자임

※2004년 안동권보(5권 893면): 權幸-仁幸-冊-均漢-

子彭-先蓋-廉-利輿-仲時-守平-韙-㫜-溥-皐-僖-

衷-跬-聃-訔-順-肩-鵾-深-悟-曄(이체자 曗)-碖--
穰-䝮,賝,(처부 동래鄭媛周; 鄭綏周의 誤記로 보임)
※1907년 안동권보에서 穰의 후손 미기록

21장 22世 澤周

※선원속보에는 澤周가 源周로 나옴; 1900년 선원

속보(담양군파, 卷之一 74張, 76張): 李裪(세종)-璖  
(담양군)-계자 潚(생부 璔)-輯-琯-時中-幼洙-命龍-

震衡-녀 鄭源周(東萊人父縣監行一子觀瑞)

21世 李保胤 방주: 父佐郞轂( , )

生父沔 (원본오류) → 生父
※1687년 성주이보(中下 27張, (상단 8세)下 14張,

(상단 15세)下 16張): 李長庚-兆年-褒-仁立-潑-洧-

湊-自堅-久-希程-渾-承慶-轂-계자 保胤(생부 , 처
부 동래鄭之虎); 李長庚-兆年-褒-仁敏-穗-堅基-紬-
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尹童-福禎-思欽-讓-應進-竴-祗先--保胤 <성주이
보 대수 2대 불일치>

※1985년 밀양박보(사문진사공파, 卷之七 612面): 朴

彦孚-義臣-元-皎然-奇輔-洪昇-諴-華-仁翊-球-允林-

曙-穗-蕃-命堅-億年-世敏-信-慶應-昌文-鳳祥-壽仁

(처부 성산李保胤(평간공 潑후))

※은 愐의 이체자임
※思欽의 5대손의 외자 이름에 모두 마음심변이 들

어감

22장 20世 權㝡, 權礐 (안동권보에는 權㝡와 權礐은 다른 이름

으로 나옴)

※㝡는 最의 이체자임

※2004년 안동권보(1권 270면), 1907년 안동권보(卷

之五 7張): 權士吉(처부 동래鄭象海)-자 䃞,石,磬,宕,
녀 李命燮,韓相揆,李凞啓

20世 朴葂은 1987년 고령박보(卷之三 538면)에 보면 朴禮

長의 제 朴文長의 아들로 되어 있음

※朴禮長의 형 朴誠長은 승지공 鄭必東의 처조임

▲ 권26 (詹事弼七代孫 直提學賜派)

1장 22世 徽先 방주: 父

※1992년 문익공파보(卷之一 8面):

※1844년 청주경보(卷之一 58張): 慶蕃-綏-斯萬-

復興-儀-習-餘-由亨-絍-世愼-震-계자 時宏(생부

潛)-逑-垂後-寓(처부 단양李善慶)-鄭徽先

※2005년 청주경보(上卷 127面)에 鄭徵先으로 徽가
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徵으로 변질

※1983년단양이보(고양파; 上 29面)에 李善慶의 사위

에 慶寓가 있고 慶寓의 사위에 鄭徵善(徽先의 誤記로

보임)이 있음

3장 20世 黃履 ※ (啚)는 圖의 이체자임

※2000년 장수황보(卷之一 214面): 黃石富-均庇-

君瑞-喜-致身-事敬-應-允宕-葺-廷直-大鳴-有孫-

得曾-履圖

※1958년 문익공파보에도 黃履圖임

4장 22世 元先 방주: 光州全氏 (원본오류) → 光州金氏

5장 20世 沈枓

※원본에 성씨만 나오고 이름은 기록되지 않은 사위

3인은 鄭虎卿, 洪應元, 睦是和임

※1843년 청송심보(卷之五 28張): 沈洪孚-淵-龍-

德符-溫-濬-淄-泂-達源-銓-友俊-諧-光濂-根,枓,

桂,온양鄭虎卿,남양洪應元,의령南龍翰,사천睦是和

12장 22世 林世讓 방주: 父察訪宏儒 (1996년 나주임보 一卷 346

面)

14장 22世 欽先 방주: 平山申氏父鏽

※平山申氏系譜思簡公派子孫錄(卷之四 乙編二上 23

張)에 보면 申鏽의 사위에鄭欽先(방주: 中室郡守◯東

萊人父知敦寧載岳)이 실려 있음

※1859년 수죽공파보에 鏞으로 변질

※1859년 수죽공파보에 三室全州李氏父東樑은 三室

全州李氏父宗樑으로 변질

16장 20世 萬和 방주: 己酉 月 日卒
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※1859년 수죽공파보에 己酉正月十九日卒임

21世 載海 방주: 壬寅 月 日卒

※1859년 수죽공파보에 己酉十二月初三日卒임

22世 是先 방주: 廣州金氏 (원본오류) → 光州金氏

18장 21世 載漢 방주: 東城君申景禋

※1989년 평산신보(第一卷 下篇 26面): 申鏛-華國-

砬-景禛,景裕,景禋(자 垓,녀李慶果,鄭載漢,朴明義)

21장 22世 繼子纘先 방주: 后室固城李氏父沇

※1859년 수죽공파보에도 沇으로 나옴

22장 21世 金元錫 방주: 延安人 (원본오류) → 尙山人

※2004년 상산김보(卷之一 313面): 金先致(낙성군

파)-承富-世珍-衡-長秀-洪-德謙-尙-元錫(처부 동래

鄭至和, 처조 鄭廣敬, 처증조 鄭昌衍, 처외조 성주

李碩望)-澥,潚,濟,郭世績,李泂,全溪君溥

22世 金澥 ※ 는 의 이체자임

23장 23世 李瑴

※ , , 은 珏(쌍옥각)의 이체자임; 瑴(쌍옥각)

의 부수는 玉임

※선원속보(무안대군파, 卷之四 89張): 李方藩(무안

대군,태종7남)-계자 璵(광평대군)-溥(영순군)-嶸(청

안정)-壽定(임정부정)-洁-慶春-계자 俔-時煜-東老-

尙謙-瑴 (구슬옥이 항렬처럼 쓰임)

26장 20世 洪柱世 방주: 父左叅贊

※1768년 풍산홍보(卷之二 50張, 51張): 洪之慶-侃-

侑-演-龜-俶-繼宗-禹甸-계자 脩(생부 世敬)-鸞祥-

-柱世(처부 동래鄭廣敬)-자 萬宗, 1녀전주李箕章,
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2녀 남양洪受寅

※洪萬宗(鄭廣敬의 외손자)의 筆記에 동래 화지산 虎

踞之異의 전설이 실려 있다고 족보와 가록에 기록

되어 있으나 筆記가 現傳하는지 알 수 없음

21世 女 洪受寅

※20世 풍산洪柱世의 아들은 독자 洪萬宗 뿐이며

21世 洪受寅은 洪柱世의 2婿로서 남양인임

※1922년 남양홍보(卷五十譜三 33張): 洪殷悅-東周-

毅-灝-德升-灌-至柔-元中-斯胤-縉-奎-戎-澍-徵-

尙溥-智-敬孫-潤德-係貞-春卿-逸民-永弼-命元-

受寅(처부 풍산洪柱世, 처조 洪, 처증조 洪鸞祥, 처
외조 동래鄭廣敬)

30장 19世 廣智 방주: 南陽楊氏 (=南原楊氏)

※1999년 南原楊譜(上系編 65면, 67면): 楊士秀-鄭

廣智-宋有徵

※1859년 안산공파보(卷之一 13張)에도 南原楊氏로

나옴 (남원梁씨와 남원楊씨는 다른 성씨임)

41장 19世 廣運 방주: 父次增 (원본오류) → 父次曾

※1917년 강진김보(卷之三 23張), 1933년 도강김보

(卷之一 17張): 金原卿-柱-懷鍊-德芳-石鼎-潤孫-

希奭-若黙-福億-應麟-次曾(형 始曾,始曾, 제 又曾,

繼曾,後曾)-4서 鄭廣運

▲ 권27 (詹事弼七代孫 游派)

2장 19世 元輔 방주: 室眞寶李氏父璹本豊山 (원본오류)

→ 室眞寶李氏父璹外祖柳德基本豊山
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※1983년 진성이보(안동파, 卷之三 603面): 李堪-濟-

胤男-慶得(처부 동래鄭俔)-璹(처부 풍산柳德基, 자

成杉, 자 棟厦, 녀 鄭元輔)

3장 21世 安鍊石 ※錬은 鍊의 이체자

4장 19世 碩輔 방주: 父楊遠

※1754년 전의이보(三上 46張): 李彦忠(9세)-光翊-

思禮-雄-樺-蓮東-敬孫-珸-彦臣-仲年-釴-楊遠

19世 金雷慶 ※동산도서관본A에는 결락

19世 金橉 ※동산도서관본A에는 결락

20世 金橉의 1녀 張漢祜는 안동김보에는 張翰豪로 나옴;

金橉의 2녀 蔡는 안동김보에 蔡允徵으로 나옴

※1833년 안동김보(卷之四十三 陽項): 金宣平-習敦-

呂基-南秀-熙-資-斤重-得雨-革-三友-孟龜-用礪-

時佐-緝-계자士得(생부繼)-光濟-梪,樺,彬,橉(자萬績,

萬錫,萬玉,녀張翰豪,蔡允徵),枋

※金用礪의 5대손 수십인의 외자 이름에 부수 나무

목변이 모두 들어감

▲ 부편

1장 18世 謐 방주: 寧山辛氏 (원본오류) → 靈山辛氏

3장 21世 錫璣 방주: 父初漢

※경주김씨계림군파: 金稛-季誠-從孝-自幹-玉貞-麒-

應權-鎔-善立-瑞-精夏-慤-德崇(처부 동래鄭元龜; 처

외조 밀양朴初漢)

※동래정씨 후대족보에서 鄭元龜의 방주에 初諱錫

璣配密陽朴氏父初漢으로 기록되어 있음
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제2장

실날같이 이어져 내려온 호군공 회종파

호군공 회종파의 파조 호군공(휘 會宗)은 동래정씨 13세로서

6세 첨사공(휘 弼)의 7대손이다. 첨사공부터 호군공까지의 계보는

弼(첨사)― 3자 椿老(주부동정; 형 椿齡, 椿民)― 2자泰(형元,

제 謂, 延, 崇)―時雨―天儒―安生(판군기시사 정순대부)―

復修(진사)― 2자 會宗(호군; 형 孝宗, 제欽宗, 義宗)

으로 이어진다. 병신보 기록에는 孝宗, 欽宗, 義宗 모두 자손무전

으로 처리되고1) 진사공의 2자 호군공께서 가계를 이었다.

호군공 회종파는 병신보 간행 당시 여덟 가구가 경상도 초계고

을(산으로 병풍처럼 둘러싸인 초계산안의 동쪽 현 합천군 적중면

1) 병신보에는 진사공(휘 복수)의 배위 기록이 없으나 陜川李譜에 보면 배위는

李斯昉의 딸이고 회종, 의종 두 아들과 두 사위 琴仲英(子 琴調)과 李之義

(子 李達孝)가 기록되어 있고, 또 義宗의 사위 卞申甫가 기록되어 있다. 草

溪卞譜에 卞申甫의 처부에 鄭義宗, 처조에 鄭復修, 처증조에 鄭安生이 기록되

어 있으며 卞申甫의 아들 卞璧(1483-1528)선생의 방주에 보면 卞璧은 3세 때

부친을 여의고 母夫人을 따라 거창 모곡리 외조 鄭公의 家에서 자랐다고 했다.

<陜川李氏族譜(盧相稷 序, 1926) 卷之一 2張, 14張; 密陽卞氏族譜(卞蘷鏞, 1864)

卷之一 4張; 草溪密陽卞氏大同譜(卞益洙, 1987) 卷之四 194面> 참조.
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▼ 鄭寅範家 소장 가첩의 일부분 (1)
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▼ 鄭寅範家 소장 가첩의 일부분 (2)



114 동래정씨 옛족보와 호군공 회종파

▼ 鄭寅範家 소장 가첩의 일부분 (3)
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▼ 鄭寅發家 소장 가첩의 일부분 (1)
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▼ 鄭寅發家 소장 가첩의 일부분 (2)
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▼ 鄭寅德家 소장 가첩의 일부분
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옥두리와 부수리 월막마을 일대)에 살고 있었을 정도로 자손이

많지 않았다. 그 이후에도 자손이 번성하지 못했다. 1919년 기미

대동보 간행시에도 교통, 통신 등의 문제로 수단을 보내지 않아

호군공 회종파는 병신보 기록 그대로만 기미대동보에 올려져 있

을 뿐이다. 2005년에 호군공 회종파 全宗人이 파보 간행의 뜻을

모아 필자에게 편집의 일을 맡겨 호군공 회종파 종가에서 조상

대대로 목숨보다 더 귀중하게 소장해온 乙未譜 및 丙申譜와 鄭寅

範家, 鄭寅發家, 鄭寅德家에서 전해져 내려오는 세 가첩을 토대

로 하여 파보 단권을 1차 완성했다. 1차 완성본을 한지로 수작

업하여 인쇄제본한 관계로 많이 만들지 못하고 겨우 회종파 문

중에 필요한 정도였다. 그 이후 일부 미진한 부분이 있어 외가

와 처가와 외손의 족보를 샅샅이 뒤져 100여명의 기록을 찾아 2

중, 3중으로 엄밀히 교차검증(交叉檢證)한 고증자료를 파보의 부

록으로 하여 지금은 가제본을 마친 단계이며 완성되는 대로 현대

양장본으로 출판하여 동래정씨 여러 지파의 사무실뿐만 아니라

여러 대학 도서관에도 배포할 계획이다.

1. 외가, 처가, 외손가 족보를 통한 고증

▶진주(진산, 진양)강씨

⃝晋州姜氏世譜, 姜鋧, 白閣精舍, 1727

卷之六 1張

⃝晋山姜氏族譜, 姜師煥, 龍仁道村, 1784

卷之二 2張: 姜許孫 3子 姜壽天(鄭恕의 처증조) 누락

⃝晋州姜氏世譜, 姜俸鎬, 1918

卷之十三上 10張,
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⃝晋州姜氏世譜, 姜炳佑, 回想社, 1984

卷之一 56面, 卷之三 350面

⃝晋州姜氏博士公派大同譜, 진주강씨대동보편찬위원회, 광일사,

1994

二卷 9面: 姜鵬老(강붕로) 배위의 父 安邵는 安邠의 誤記, 外祖

草溪鄭光烈은 東萊鄭光烈의 誤記

⃝晋州姜氏族譜:晋陽姜氏關西公派譜(1982)영인본, 姜英淳, 1998

卷之一 9面

⃝晋州姜氏關西大將軍公派族譜, 晋州姜氏關西大將軍公派, 가문

닷컴, 2007

一卷 12面

□姜啓庸(박사공)-引文-師瞻-昌富-璜寶-孫奇-烈-末同-贇-應奎-

夢麟-熺-吉昇-碩之-宇平-鵬老(처외조 鄭光烈)

□姜啓庸(박사공)-引文-師瞻-昌富-畋寶-孫喬-允武-以義-遇祥-

昌緖-珙-應富-復興-尙發-晋弘-命弼-東翰-師得-再璜-鳳永-

益洪-栢仁-宅炳-婿 鄭國謨

(姜再璜-姜鳳賢-姜奎洪-曺永烋-曺順承-鄭寅學-鄭國謨)

□姜民瞻(은열공)-旦-輔-貞叶-呂翼-元鑑-靖-珣--釰-渭祥-

仁先-居好-承顓-姬弼-仁壽-世伯(처부 鄭恕)

□姜元老(관서대장군)-貞祐-瑞公-得珠-桂年-尹輔-思近-國興-

明-許孫-壽天-利昌-淮-婿 鄭恕

▶포산(현풍)곽씨

⃝苞山郭氏世譜, 郭裕之, 漢城精版, 1976

下卷 65面, 343面, 428面: 再祐(재우)의 서 成以道의 서 鄭億은
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鄭碩黔(정석검)의 다른 이름이거나 鄭碩儉(정석검)에서 碩은 누

락되고 儉은 億으로 誤植된 것으로 보임, 458面: 潤琮의 배위의

父 友諫(우간)은 友諒(우량)의 誤記, 685面

⃝苞山郭氏九居堂公派譜, 郭泰煥, 大譜社, 1991

12面

⃝苞山郭氏宣務郞公派譜, 郭鍾干, 大譜社, 1998

16面

□郭鏡-憲-琳-演-漢正-子義-赫孫-囧-璉玉-允賢-瓊-得宗-安邦

(13)-承陽-琚-之元--宗吉-慶興-惟翰-天柱-松壽-玄成(처외

조 鄭光烈)

□安邦(13)-承華-瑋-之藩(16)-超-再熟-潤-世衡-寧之-婿 鄭桓

□之藩(16)-越-再祐(망우당)-活-汝桓-昇-星斗-圻商-潤琮(처외

조 鄭重益)

□之藩(16)-赳-三吉-澍-以昌-炅-萬膺-師憲-夢九-婿 鄭弘東

▶광산김씨

⃝光山金氏族譜, 金在顯, 1876

(영인본: 광산김씨대종회, 기창족보사, 2000)

卷之十二上 9張, 80張

⃝光山金氏良簡公派譜, 金昇洙, 回想社, 1984

卷之二 611面, 卷之六 772面: 季洪出系啓祚라고 하지만 769面의

慶洛의 자 啓祚가 누락됨; 宜祚-季洪-萬壽-婿 鄭寅德의 계보는

김계홍과 김만수의 제적부(고령군 쌍림면 면사무소)에서확인됨

□金興光-軾-佶-峻-策-廷俊-良鑑-義元-(계대미상)-珠永-光存-
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大鱗-璉(양간공)-士元-稹-光利-南雨(전서공)-維-自輝-台鼎-昊-

鶴年-瑾-君憲-質-楊粹-轍-尙頀-聲重-鳴海(처부 鄭楷)

□金興光-軾-佶-峻-策-廷俊-良鑑-義元-(계대미상)-珠永-光存-

大鱗-璉(양간공)-士元-稹-光利-南雨(전서공)-維-自輝-台鼎-昊-

鰲年-璜-德起-汝恭-處仁-錫泓-文浩-天義-鈴-世儉-重泰-省三-

光振(1자)-致璧-慶洛-啓祚(1자)-계자 季洪(宜祚2자)-萬壽(일명 普

中)-婿 鄭寅德

□省三-光弼(2자)-致淳-章洛-계자 宜祚(慶洛2자)

▶김녕김씨

⃝金寧金氏大同譜, 金元圭, 回想社, 1977

三卷 526面

□金時興-珦-克稅-重源-貴甲-挺丙-潤達-碩鍊-鉉-硏-禮碩-

錫崇-俊榮(충정공)-啓元-鼎浩-先一-元保-榮-讚慶-尙仁-圭義-

舜道-在忠-洛龜-珉相-元道(처부 鄭必朝)

▶김해김씨

⃝金海金氏判書公派譜, 琴湖齋大宗會, 回想社, 1997

卷之一 419面

□金不比(판서공파)-啓光-錫徵-克孫-致遠-彦善-根壽-悌男-逸淸-

大鳴-龍錫-尙重-泓興(13)-時相(처부 鄭東喆)

□泓興(13)-時善-永德-東碩-大洪(庚烈)(처부 鄭寅範)

▶상산김씨
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⃝商山金氏世譜, 愼肅源, 1928

卷之十一 己編一 33張: 鄭元伍(정원오)의 父 弘甲(홍갑)은 弘宙

(홍주)의 다른 이름으로 보임(창녕조씨족보에도 元伍의 父에 弘

甲으로 기록되어 있음; 동래정씨가첩과 밀양박씨족보에는 弘宙로

기록되어 있음)

⃝商山金氏大同譜, 鳳儀齋, 回想社, 2004

卷之一 629面: 鄭元伍(정원오)의 父 弘甲(홍갑)은 宙(홍주)의 다

른 이름으로 보임(창녕조씨족보에도 元伍의 父에 弘甲으로 기록

되어 있음; 동래정씨가첩과 밀양박씨족보에는 弘宙로 기록되어

있음); 鄭元伍의 본관 東來는 東萊의 誤記

□金需-韜-湜-希逸-文道-傑-逌-之衍-鑑-實-有和-慶生-後-

張-貞用(처부 직제학공 동래鄭賜)-光礪-達生-浚-景謹(곽재우의

장인과 4從)-應翼-礎-尙四-堞-以復-光漢(10대 조모 동래정씨는

직제학공 鄭賜의 딸)-婿 鄭元伍

▶서흥김씨

⃝瑞興金氏大同譜, 金秉義, 回想社, 1984

卷之三 150面: 重兼(중겸)은 重謙(중겸)의 誤記, 卷之五 603面

□金寶-德仁-天祿-世丘-鳳還-善保(6)-中坤-小亨-紐-宏弼-

彦庠-立-壽愷-定-自剛-遠聲-是瓚-尙采-國鑌(처부 鄭重謙)

□金寶-德仁-天祿-世丘-鳳還-善保(6)-中寅-震亨-光胤-時玉-

伯英-山立-德潤-顯祖-門望-聲振-九鼎-宗胤-壽傳-翰國-德濟

(처부 鄭弘翼)
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▶선산(일선)김씨

⃝善山金氏族譜 (複古2518 10 160 1-12)

卷之三 6張: 纘先(찬선)의 배위의 父 碩儉(석검)은 碩黔(석검)의

誤記

⃝善山金氏世譜(양양공파보)

卷之三 27張

⃝善山(一善)金氏大同譜, 金昊墉, 엔코리안, 2007

卷之五 4面, 1769面: 纘先(찬선)의 배위의 父 碩儉(석검)은 碩黔

(석검)의 誤記, 友豊九曾孫은 友凱曾孫(우개증손)의 誤記 [善山金

氏 舊譜에서는 友凱曾孫(우개증손)으로 기록되어 있음]

□金宣弓-奉文-興述-成彦-儒正-濟永-美-之瑩-用呂-忠義-貞守-

延-光偉-恩宥-琯-叔滋-宗直(점필재)-嵩年-紐-甲齡-聲發-孝繼-

纘紐-甲齡-聲發-孝繼-纘先(처부 鄭碩黔)

□金宣弓-奉文-興林-赫東-任南-濟用-甲益-惟善-祐-光烈-鈞-

天器-琬-世英-兼-時露-嶠(양양공)-秀嶸-碾(與弟司諫磧自京始居

草溪)-允瓊-涑-復慶-瑛-峻立(설월당)-芝-處善-天浩-壽仁-啓元-

泰臣-晞-基玉-鍾晃-永洪(처부 鄭正朝)

▶의성(문소)김씨

⃝義城金氏世譜, 金世欽, 1720

卷之三 9張, 18張

⃝義城金氏族譜, 金道行, 1802

卷之六 59張: 大鳴(대명)의 배위 八溪鄭氏父命儉(명검)은 東萊鄭

氏父明黔(명검)의 誤記, 61張, 65張, 67張: 鄭基는 鄭機의 誤記,

卷之七 9張
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⃝義城金氏大同譜, 金在春, 回想社, 1992

卷之九 703面, 858面, 卷之十 60面: 鄭之雅(정지아)의 자 鄭碩黙

(정석묵)은鄭碩黔(정석검)의誤記 [義城金氏舊譜에는鄭碩黔으로

바르게 기록되어 있음], 孔繼及은 孔繼伋의 誤記 [義城金氏舊譜

에는 孔繼伋으로 기록되어 있음]

□金錫-逸-弘術-國-景珍-彦美-襲光-公祐(瑀)-龍庇-英-之銳-

光富(1자)-路-叔儉-安中-巓-允佑-守一-道南-克訥(1자)-八會-婿

鄭重恒

□道南-克讓(2자)-八宇-處鳴-昌漢-鼎光(처부 鄭弘甲)

□道南-克諒(3자)-八垠-婿 鄭基(機)

□之銳-修德(2자)-用超-和-宗師-貴孫-允迪-關石-聃老-天澤-婿

鄭之雅

▶의령남씨

⃝宜寧南氏族譜, 南肅熙, 1900

卷之二十 72張, 79張: 南鵬翰(남붕한)의 배위 東萊鄭氏의 생년

丁未年은 辛未年의 誤記로 보임, 卷之二十一 38張

⃝宜寧南氏族譜, 宜寧南氏族譜編纂委員會, 서강총업주식회사, 1991

卷之三 865面, 871面: 南鵬翰(남붕한)의 배위 東萊鄭氏의 생년

丁未年은 辛未年의 誤記로 보임, 930面

□南君甫-益胝-天老-乙蕃-在-景文-簡-倜-忱--振-世禎-克儉

(13)-容-士彦-橒-幼安(17)-鍍-鵬擧(처외조 鄭明黔)

□橒-幼寧(17)-錪-鵬翰(처부 鄭重信)

□克儉(13)-宙-士伯-梲-鵬翼-命薰-斗張(처부 鄭桓)
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▶광주노씨

⃝光州盧氏世譜, 盧相軫, 창녕 이방 追遠齋, 1930

卷之一 11張, 卷之九 31張

⃝光州盧氏世譜(1762)영인본, 盧柄南, 2006

卷之一 19張

□盧穗-垓-(계대미상)-蔓-遷孺-阿祚-仁美-到忠-公庇-倫-承肇-

昶-仁正-孝孫-繼宗-甲生(13)-善卿-㻶-富昌-婿 鄭恕
□繼宗-瑞生(13)-趙卿-叔匡-詗-大成-克復-洺-碩埰-瑜-允秀-

莘-岐宅-秉宣-婿 鄭正朝(일명 德海)

▶문화류씨

⃝文化柳氏忠景公派大譜, 柳汀永, 뿌리문화사, 2003

卷之二 261面

⃝文化柳氏世譜, 柳浩倓, 엔코리안, 2008

卷之七 672面: 柳榮植(류영식)의 사위鄭寅發(정인발) 누락 [1983년

문화유씨세계보에 柳榮植 누락]

□柳車達-孝金-金奐-盧一-寶春-寵-公權-澤-璥-陞-仁琦-甫發-

繼祖-亮(충경공)-京生-績-孝孫-龜年-希榮-沃-世勛-敦善-文參-

德壽-道益-景裕-龍行-煥天-甲坤(鄭東喆 외손서)

□柳車達-孝金-金奐-盧一-寶春-寵-公權-彦沉-淳-成庇-湜-

安祐-羲(장령공)-孟智-枝茂-依-光漢-台壽-榮春-世溫-慶門-明根-

斅-震夏-鳳徵-廷權-得濟-尙漸-榮植-子 道克, 婿 鄭寅發

▶진주류씨
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⃝晋州柳氏世譜, 柳叙五, 1762

大司成公六世孫派 55張: 奎炫未成

⃝晋州柳氏世譜, 晋州柳氏世譜編纂委員會, 回想社, 1983

卷一 296面

⃝晋州柳氏世譜, 柳光秀, 回想社, 1995

卷之一 136面

□柳挺-淑-敦植-洪林-榑-玕-之澤(대사성공)-藩-伯通-升滴-潓-

秀汀-萬春-大茂-汝吉-光樞-章夏-棟-奎炫(처외조 동래鄭楷)

▶남평문씨

⃝南平文氏派譜, 1853 (古2518 22-11 2=複)

利卷上 3張

(국립중앙도서관책 利卷中 결)

⃝南平文氏世譜, 文載欽, 합천 대병 松湖齋, 1929

卷之四 21張, 30張

⃝南平文氏大同譜, 南平文氏大宗會, 뿌리출판사, 1995

卷之一 237面, 卷之三 1009面, 1030面

□文多省-倬-天降-周伯-承祖-聖和-仁傑-智遠-挺-仲達-克裕-

孝悌-章昶-正-翼-公裕-克謙-惟弼-証-仁渭-祿千-瑾(판도판서공)-

世鳳-軫-汝寧(25)-璐-允卿-垠(28)-德亨-曄-繼宗-頊-衛道-宇格-

鳳九(처부 鄭重泰)

□垠(28)-德全-昶-士敏-順-味道-宇亮-계자 鳳適(생부 宇彬)-

계자 學世(생부 鳳朝)-婿 鄭元道

□垠(28)-德純-任宗-繼南-興哲-就道-宇旭-鳳光-憲世(鄭基鎬
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처외조)

□汝寧(25)-瓚-繼祖-範-應井-行-以博-英達-日華-婿 鄭重履

▶여흥(여주)민씨

⃝驪興閔氏族譜, 閔昌爀, 1802

卷之九 30張: 仁三(인삼)의 배위 東萊鄭氏의 父 榮儉(영검)은 穎

黔(영검)의 誤記

⃝驪興閔氏世譜, 閔丙星, 뿌리정보미디어, 2004

卷之一 599面: 仁三(인삼)의 배위 東萊鄭氏의 父 穎黔(영검) 누

락 [驪興閔氏舊譜에는 기록되어 있음]

□閔稱道-世衡-懿-令謨-湜-仁傑-基-孺-栯-安富-綏-惟賢-璣-

繼平-希路(野窩公)-孝誾-追-榮國-仁三(처부 鄭穎黔)

▶고령(高陽,靈川)박씨

⃝高靈朴氏族譜, 朴敬模, 합천 용주 碧寒亭, 1936

卷之三 2張, 11張: 配八溪鄭氏는 配東萊鄭氏의 誤記

⃝高靈朴氏大同譜, 朴泓九, 回想社, 1987

卷之四 74面, 80面: 英祖丙辰(一七三六)生은 丙辰(一六七六)生의

誤記 [考의 생년이 仁祖癸未(一六四三)生으로 되어 있음; 1936

년 족보에서는 박태문의 생년은 丙辰으로, 考의 생년은 崇禎癸未

生으로되어 있음], 配八溪鄭氏는 配東萊鄭氏의 誤記

□(朴彦成-실휘-실휘-실휘-吉邵-실휘-)還-東臣-世英-仁傑-

守堅-光純-雨生-林貴-蕑-文亨-允斌-寬-舜臣-忠老-壽宗-絪

(무민당)-曼-明徽-而文-致賢-光林(1754생; 처부 鄭弘甲)
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□絪(무민당)-晸-明翰-台文(서 柳基河, 鄭再亨)

▶밀양(밀성)박씨

⃝密城朴氏世譜, 朴鼎元, 1804 (영남대 중앙도서관)

卷之二 39張, 卷之六 2張, 5張

⃝密城朴氏世譜, 朴升在, 1922

卷一 26張: 朴璿(박선) 누락[구보 및 1990년 졸당공파보에는 기

록되어 있음], 卷二 32張: 朴采球의 사위 鄭弘宙 누락 [구보 및

1990년 졸당공파보에는 鄭弘宙로 기록되어 있음], 41張

⃝密城朴氏世譜, 朴熙瑛, 1954

卷一 23張, 卷二 27張, 32張

⃝密城朴氏拙堂公派譜, 합천 용주 鳳陽齋, 回想社, 1990

卷之一 38面, 卷之四 478面: 鄭弘寅은 鄭弘宙의 誤記[密城朴

氏舊譜에서 鄭弘宙로 기록되어 있음], 528面

⃝密城朴氏世系家牒(경상대학교 문천각 남명학고문헌시스템)

63面, 64面, 79面, 80面, (81面), 83面

□朴彦孚-孝新-公弼-育慶-大和-幹-永均-翊-聰-承文(1자)-士林-

蓁-寅亮-櫓-文守-敏泰(1자)-采球-婿 鄭弘宙-鄭元一,鄭元伍,鄭元

道

□文守-奎泰(3자)-漢球(처부 鄭重益)

□聰-熙文(2자)-彦林-芸-士忠-瑞麟-璿(처부 鄭友凱)

▶성주(성산)배씨, 분성(김해)배씨

⃝慶州裵氏大族譜(裵氏合譜), 裵絳, 칠곡 松林寺, 1765

卷之二 27張, 卷之六 35張
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⃝盆城裵氏世譜, 裵泰中, 1862

卷之一 27張, 卷之三 38張

⃝安村集 (안촌배응경문집), 裵漢植, 1884

卷之四 9張 (행장); 12張, 13張 (묘갈)

⃝盆城裵氏世譜, 裵正沃, 함안 天淵齋, 1922

卷之一 22張, 卷之二 61張

⃝裵氏大同上系譜, 裵文會, 裵基煥, 裵錫冕, 裵東煥, 1956

34張

⃝慶州分貫盆城裵氏大同譜, 裵聖根, 回想社, 1981

上卷 105面, 569面

⃝星山(星州)裵氏僕射公派世譜, 裵啓喆, 大譜社, 2002

82面: 안촌공 묘갈의 원문에 정우개 아들 2인 사위 3인 이름은

바른데 번역문(87面)에서 사위 이봉일(李奉一)을 이춘일(李春一)

로 잘못 기록, 12面: 鄭友凱(정우개)의 사위 3인 중 隆(융)의 성씨

鄭이누락 [이 모두가 慶州裵氏大族譜(裵氏合譜)와裵氏大同上系

譜 등 구보에는 올바르게 기록되어 있음]

□裵元龍(분성배씨시조)-署-端-廷亹-允遜-有興-縉-孟厚-世綱-

彦昌-德秀-亨遠-順立-暾一龍(1자)-糾-厚翊-思裕-婿 鄭弘翼

□暾一虎(2자)(처부 鄭晟)

□裵英贊(성주배씨시조)-仲休-吉祥-惠-潤文-裕-茂元-應褧-婿

鄭友凱

▶수원백씨, 대구백씨

⃝白氏大同譜, 白樂韶, 1926

丙編三 1張: 鄭順黙(정순묵) 延日人은 鄭順黔(정순검) 東萊人의
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誤記로 보임, 3張: 仁愉(인유)의 사위 鄭以雅 東萊人 누락(창녕

성보 참조), 戊編四 42張

⃝水原白氏大同譜, 白善燁, 농경출판사, 1982

卷之四 710面: 鄭順黙(정순묵) 延日人은鄭順黔(정순검) 東萊人의

誤記로 보임, 712面: 仁愉(인유)의 사위 鄭以雅 東萊人 누락(창

녕성보 참조), 卷之六 6面: 獻章(헌장)의 배위의 父 顥儉(호검)은

顥黔(호검)의 誤記

⃝白氏大同譜, 白鎭禹, 뿌리출판사, 1997

第六卷 357面: 鄭順黙(정순묵) 延日人은鄭順黔(정순검) 東萊人의

誤記로 보임, 358面: 仁愉(인유)의 사위 鄭以雅 東萊人 누락(창

녕성보 참조), 第九卷 6面: 獻章(헌장)의 배위의 父 顥儉(호검)은

顥黔(호검)의 誤記

□白昌稷-吉-思柔-揮-簡美-景臣-眞植-元貞-天藏-璉-仁景-

如玉-雲昇-祿守-繪-孟夏-壽長-世雄-瑊-應元-以乾-仁悅(1자)-

鎌-婿 鄭順黔

□以乾-仁愉(5자)-婿 鄭以雅

□白昌稷-吉-思柔-揮-簡美-景臣-眞植-元貞-天藏-璉-仁景-

繪-效參-思粹-益堅-仁豪-惟良-天民-弘信-瑞翼-獻章(처부

鄭顥黔)

▶초계변씨, 밀양변씨

⃝草溪卞氏世譜, 卞五鎭, 草溪卞氏譜所, 1803

卷之一 24張, 33張

⃝密陽卞氏族譜, 卞蘷鏞, 1864

卷之一 4張,
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⃝草溪卞氏世譜, 卞鍾來, 1929

卷之一 31張, 43張

⃝草溪密陽卞氏大同譜, 卞益洙, 보전출판사, 1987

卷之四 194面, 卷之六 502面: 鄭碩野(정석야)는 鄭碩黔(정석검)

의 誤記 [舊譜에서는 鄭碩黔으로 기록되어 있음], 卷之六 672面:

卞外萬의처부東萊鄭氏仁述(인술)은東萊鄭氏寅述(인술)의誤記

□卞庭實-耀-冲甫-高迪-益成-和景-珠-原-玉蘭-仲良-吉祥-

乙明-孝生-申甫(처부 鄭義宗)

□卞庭實-輝-厚-得荊-和瑩-之亮-虞臣-遇成-雲龍-夢良-璧-

孝萬-命春-玉希-尙東-世元-仁馨-得八-三謹-碩圭-益夏-守貞-

景祐-奎萬-基亨-壽鉉-外萬(처부 鄭寅述)

▶이천서씨

⃝利川徐氏恭度公派世譜, 徐聖澤, 2005

卷二 20面

□徐神逸-弼-熙-惟傑(상서공)-靖-鈞-諄-氐-義-溫-恬-璡-遠-選

(공도공)-達-遭-趕-命源-嶒-應斗-得-述-駜迅-憕(처부 鄭光烈)

▶창녕(하산)성씨

⃝昌寧成氏族譜, 成瑍, 1709

卷之三 91張, 92張: 萬沺(만전)의 배위東萊鄭氏以雅之女누락 [서

산정씨족보에는 成萬沺의 사위 鄭宗瑞의 처외조 東萊鄭以雅가

기록되어 있음]; 사위 鄭宗延은 사위 鄭宗瑞의 誤記 [昌寧成氏

1926년, 1980년 족보에서는 鄭宗瑞로 바로 잡아졌음], 95張
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⃝昌寧成氏族譜, 成頀永, 麥山齋, 1926

卷之一 38張, 39張: 萬沺(만전)의 배위東萊鄭氏以雅之女누락 [서

산정씨족보에는 成萬沺의 사위 鄭宗瑞의 처외조 東萊鄭以雅가

기록되어 있음], 41張

⃝昌寧成氏貞節公派譜, 成樂福, 回想社, 1980

下卷 561面: 鄭碩黔(정석검)의 사위 李奠(이전)은 李薁(이욱)의

誤記, 563面: 萬沺(만전)의 배위 東萊鄭氏以雅之女 누락 [서산정

씨족보에는 成萬沺의 사위 鄭宗瑞의 처외조 東萊鄭以雅가 기록

되어 있음], 成萬沺의 사위 李元晋(이원진), 吳必煌(오필황), 鄭

熙周(정희주), 姜碩叜(강석수), 鄭宗瑞(정종서) 구분이 명확하지

않음 [구보에는 명확함], 616面

⃝昌寧成氏贊成公派世譜, 成大基, 大譜社, 2003

卷之三 870面

□成仁輔-松國-公弼-君阜-有得-思齊-杜-近禮-轍-世璜(1자)-

洪-天裕-以道(1자)-婿 鄭碩黔

□天裕-翼道(2자)-萬沺(처부 鄭以雅)

□轍-世球(2자)-湛-裕吉-婿 白仁愉-婿 鄭以雅

□成仁輔-松國-漢弼-君百-履-乙臣-士弘-萬庸-路-以溫-緝-

有禮-福-汝慶-義生-順吉-振昌-珏-遠重-致章-瑞洪-德麟-有哲-

鍾國-大濟-達植-婿 鄭讚謨

▶밀양손씨

⃝密陽孫氏世譜, 孫汝欽, 孫命彦, 實相寺, 1802

卷之四 36張

⃝密陽孫氏大同譜, 孫秉道, 回想社, 1984



                제2장 실날같이 이어져 내려온 호군공 회종파 133

卷之一 303面: 之後(지후)의 배위 星山李氏父泰一(성산이씨부태

일)은 碧珍李氏父奉一(벽진이씨부봉일)의 誤記 [1802년 구보에는

碧珍李氏父展力副尉叅奉奉一高祖淸白吏老村先生諡平靖公約東:

벽진이보 및 동래정보와 일치]

□孫順-富-翼減-應尙-聖祖-道良-兢訓-逈-光立-賡載-顯-事純-

若辰-仁美-襲卿-瑩-孝麗-白賁-贇-洸-榮-仲堅-若水-億-壽齡-

時-蘭遠-燦-景哲-紀-之後(처외조 鄭友凱)

▶거창신씨

⃝居昌愼氏世譜, 愼龜重, 1737

卷之三 25張, 27張, 卷之四 12張, 17張

⃝居昌愼氏世譜, 愼宗立, 1935

卷之六 28張: 格字 누락 [1737년 거창신보와 1988년 거창신보

등에서는 格字가 있음]

⃝居昌愼氏世譜, 거창신씨대종회, 回想社, 1988

卷之一下 474面(51張), 475面(52張): 洪鋌(홍정)의 사위 鄭重霖

(정중림)은 鄭重臨(정중림)의 誤記, 507面(68張): 鄭重新(정중신)

은 鄭重信(정중신)의 誤記, 521面(75張): 鄭顗儉(정의검)은 鄭顗

黔(정의검)의 誤記

□愼修-安之-실전-실전-翼-世功-執平-成-元幹-儒-思敬-仁道-

以衷-幾-後庚-榮壽-友孟-權-復始-諧-景儁-格-婿 鄭重謙

□愼修-安之-실전-실전-翼-世功-執平-成-元幹-儒-思敬-仁道-

以衷-言-孟終-自謙-胤智-調元-應壽-詡-又明-婿 鄭重信-鄭桓

□愼修-安之-실전-실전-翼-世功-執平-成-元幹-儒-思敬-仁道-
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以衷-言-成終-汝行-文傑-希孟-守-見龍-興業-婿 禹弼永(婿 鄭重

世), 鄭顗黔

□鄭復修-鄭義宗-婿 卞申甫-卞璧-卞友謙-婿 慎守-慎見龍-慎興業-婿 鄭顗黔

□鄭復修-鄭會宗-鄭輔-鄭思英-鄭忠-鄭友凱-鄭以雅-鄭顗黔

▶영산신씨

⃝靈山辛氏世譜, 序李彙載, 1846

卷之五 80張, (형보는 106張에보면卷之十 文에나온다고하지만

국립중앙도서관 책은 卷之五에서 끝남)

⃝靈山辛氏世譜, 辛潤植, 1928

卷之一 27張, 卷之二 100張

⃝靈山寧越辛氏大同譜, 대경출판사, 1981

卷一 248張, 卷十一 209張, 卷十二 424張

□辛鏡-雲敏-永繼-夢森-周繼-舜賢-克圭-恭近-成烈-有鄰-

斯蕆-懠-俶晴-秀武-弼周-崙-汝誠-脡-德望-孝錫-潤己-希顔-

命采-衡輔-復貞-鳳翰(처부 鄭東喆)

□辛鏡-雲敏-永繼-夢森-周繼-舜賢-克圭-恭近-成烈-有鄰-

斯蕆-懠-俶晴-秀武-弼周-崙-汝謹-膂-有後--大謙(처외조

鄭之雅)

▶광주안씨

⃝廣州安氏世譜, 安鼎福, 1790

卷二上 5張

⃝廣州安氏族譜, 安正遠, 1867



                제2장 실날같이 이어져 내려온 호군공 회종파 135

丙編二 3張

⃝廣州安氏大同譜, 安赫煥, 大譜社, 1983

卷之一 50面

□安邦傑-(세수실전)-綏-祉-壽-海-器-國柱-崗-叔良-普文-

覯-嶸-守淵-光紹-㺬-維漢-婿 鄭明黔

▶강진(탐진)안씨, 순흥안씨

⃝康津安氏世譜, 安思龍, 1883

卷之一 31張, 32張: 處徵(처징)의 사위 鄭은 鄭橚의 誤記, 61張,

67張, 卷之二 3張, 4張, 19張: 鄫(증)의 배위의 父 良黙(양묵)은

穎黔(영검)의 誤記

⃝耽津安氏世譜, 白雲洞, 1917

卷之四 23張: 大胤(대윤)의 사위 鄭弘(정홍)은 鄭弘龍(정홍용)의

誤記

⃝順興安氏一派耽津竹山族譜, 安均燮, 回想社, 1980

卷之六 643面, 卷之十 429面: 處徵(처징)의 사위 鄭은 鄭橚의 誤

記, 435面: 昌百(창백)의 后配位 東萊鄭氏의 父 翊(익)은 栩(허)의

誤記 [耽津安氏舊譜에는 栩(허)로 기록되어 있음], 致宅(치택)의

女 鄭東泰(정동태)東萊人과 子 鄭仁奎(정인규) 누락 [耽津安氏

舊譜에는 기록되어 있음], 436面, 438面, 442面: 鄫(증)의 배위의

父 良黙(양묵)은 穎黔(영검)의 誤記, 778面: 大胤(대윤)의 사위

鄭弘(정홍)은 鄭弘龍(정홍용)의 誤記

⃝順興安氏第三派大同譜, 順興安氏第三派大宗會, 回想社, 1996

卷之六 183面

⃝順興一派耽津安氏上將軍公派世譜, 安宰玉, 大譜社, 1997
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卷之三 99張, 128張, 卷之六 32張, 79張

□安子美-永儒(1자)-孚-珦-于器-牧-元崇(1자)-瑗-從信-進--

繼宋-光晬(처부 鄭蘭宗)-景嵂-宗道-世熙-夢弼-應全-琥-壽弘-

儹-聖基-國魯-潤慶-思悅-正祐-婿 鄭昌朝

□牧-元璘(3자)-禮(2자)-鴻起-重光-遇-商卿-沂-克家-珏(1자)-

立厚-郃-處徵-婿 鄭橚

□克家-珏(1자)-立厚-郃-處徵-世權-致宅-婿 鄭東泰

□克家-喆(2자)-履厚-鄰(1자)-是國-世漸-昌錫(1자)-洵-碩健-思秉-

順坤-鎭采-永尙(처부 鄭寅範)

□克家-喆(2자)-履厚-鄰(1자)-是國-世漸-昌祚(2자)-泂(1자)-碩麟-

思有-健坤-鎭斗-永浩-相大(처부 鄭必朝)

□昌祚-澳(3자)-碩徵-思峻-始坤-鎭圭-永滏-婿 鄭讚謨

□履厚-鄴(2자)-是性-世績(2자)-昌輔-洹-碩祿-思亨-洪坤-婿

鄭必朝

□是性-世德(3자)-昌百(처부 鄭栩)

□履厚-(3자)-是老-世鼎(1자)-昌乙-涍-碩璣-思永-正坤-鐘洛-
永錫-鍵相-炳熙(처부 鄭寅德)

□是老-世復(2자)(처부 鄭重謙)

□克家-赫(3자)-因厚(1자)-邠(처부 鄭光烈)

□赫-居厚(3자)-鄫(처부 鄭穎黔)

□元璘-堵(3자)-經-從祐-舜民-潤屋-仁-起宗-宅-時慶-益泰-

大胤-婿 鄭弘龍

□安子美-永和(3자)-得財-希諝-碩-軸-宗源-景恭-純-崇孝-該-

尊道-灌-義老-球-光烈-伉-時獻(처외조 鄭之雅)
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▶청주양씨, 밀양양씨

⃝淸州楊氏世譜, 楊達行, 1850

卷之十一 23張: 朴采龜(박채구)는 朴采球(박채구)의 誤記

⃝淸州楊氏大同譜, 楊澈遇, 敎學社, 1993

卷五 11面: 朴采龜(박채구)는 朴采球(박채구)의 誤記

□楊起-根-文-世經-渭-好生-霖-秀禎-自敷-洙-建成-孝立-

許國-晪-道俱-命海(鄭弘宙 처외조)

▶단양우씨

⃝丹陽禹氏譜族譜, 禹錫元, 1917

卷之四 47張, 55張

▶거창유씨

⃝居昌劉氏世譜, 劉珣, 1833

卷之四 3張: 鄭穎儉(정영검)은 鄭穎黔(정영검)의 誤記

□劉堅䂓-椿茂-成-贊-昇-海-洽-懽-覃-恒-貴孫-瓘-友參-德盖-
敬甲-婿 鄭穎黔

▶파평윤씨

⃝增修坡平尹氏族譜, 尹光紹, 1763, 1770

卷之三十三 30張: 尹朋來(윤붕래)의 배위 전주이씨 및 처부 李薁

(이욱) 누락

⃝坡平尹氏太尉公派世譜, 尹泰瀷, 京城 需昌洞, 1923

卷之二 45張: 尹朋來의 배위 전주이씨 및 처부 李薁 누락
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⃝坡平尹氏太尉公派世譜, 尹璇基, 回想社, 1985

上卷 186面: 尹朋來의 배위 전주이씨 및 처부 李薁 누락

⃝坡平尹氏太尉公派世譜, 尹璇基, 기창족보사, 2004

卷之上 61面: 尹朋來의 배위 전주이씨 및 처부 李薁 누락

□尹莘達-先之-金剛-執衡-瓘-彦頤-惇信-商季-復元-純-珤-

安庇(태위공파)-忱-仁善-恃(전서공파)-惇-繼興-昫-仁鏡-俔-思欽-

泳-止善-玭-朋來

▶벽진이씨

⃝碧珍李氏世譜, 李承源, 성주 명곡 山花齋, 1912

卷之二十七 21張, 卷之三十 2張, 10張, 11張

⃝碧珍李氏世譜, 李埰和, 거창 五柳丙舍, 1935

卷之一 9張: 李奉一의 처외조 牧使裵應褧榮川人은 牧使裵應褧星

州人의 誤記(만년에 영천에 머물다가 그곳에서 졸하였음), 12張:

孫之後(손지후)의 본관 一直(일직)은 密陽(밀양)의 誤記

⃝碧珍李氏大同譜, 李潤碩, 大譜社, 1998

卷之三 482面, 535面, 579面, 580面, 卷之五 756面

□李忩言-永-芳淮-慶錫-曾-實-芳華-殷-唐揆-雍-成幹-晟-桓-
希牧-存實-德孫-約東-承元-有溫-健-龜瑞-慮-奉一(처부 鄭友

凱)

▶성산이씨

⃝星山李氏世譜, 李基元, 星山齋, 1929

卷之八: 86張
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⃝星山李氏世譜, 城山李氏世譜刊行會, 보전출판사, 1978

981面

□李能一-逸卷-光演-正臣-堅守-匡-立中-陽仁-宇唐-葆-益孫-

培-文廣-汝良-友-悠久-宜仁-珪-希檀-霙-種仁-廷麒-國馨-星樞-

萬禎-挺坤-東榮-勉福-宇相-千熙(妻父 鄭基周)

▶성주이씨

⃝星州李氏世譜, 李應協, 1751

卷之二 48張, 51張: 鄭良儉(정양검)은 鄭良黔(정양검)의 誤記

⃝星州李氏世譜, 李祖赫, 1924

卷之二 27張, 29張: 鄭良儉(정양검)은 鄭良黔(정양검)의 誤記

⃝星州李氏大同譜, 李鳳勳, 대구, 1975(영인판1980)

卷之三 314面: 巘(헌)의 배위의 외조 鄭友凱(정우개) 누락 [舊譜

에는 기록되어 있음], 319面: 元弼(원필)의 사위 鄭良黔(정양검)

누락 [舊譜에는 기록되어 있음]

⃝星州李氏侍中公派世譜, 李敎亨, 回想社, 1985

卷之一 48面: 巘의 배위의 외조 鄭友凱 누락 [舊譜에는 기록되어

있음], 51面: 元弼의 사위 鄭良黔 누락 [舊譜에는 기록되어 있음]

□李長庚-萬年(시중공)-台寶-得芳-棐-智活-文美-繼根-義安-

英(1자)-應箕-巘(처외조 鄭友凱)

□義安-華(2자)-應伯-元弼-婿 鄭良黔

▶전의이씨

⃝全義李氏世譜, 李德容, 1754
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卷之九上 32張

⃝全義李氏姓譜, 李宗寬, 回想社, 1992

第一卷 下編 730面: 사위 鄭弘宇(정홍우) 누락 [1754년 구보에는

기록되어 있음]

□李棹-康-秀英-文景-允寬-順-仟-子華-得榮-丘直-貞幹-士寬-

誠長-壽孩-昌祖-忠榮-長文-山立-命老-思述(妻祖 망우당 곽재

우)-廷弼-彙彬-儀柱-婿 鄭弘宇

▶전주이씨

⃝全州李氏世譜(靖孝公子孫譜), 1780

卷之四 21張: 薁(욱)의 배위의父碩黙(석묵)은碩黔(석검)의誤記

⃝璿源續譜, 1864

卷之八 95張: 薁(욱)의 배위의父碩黙(석묵)은碩黔(석검)의誤記

⃝璿源續譜, 1900

卷之八 106張: 薁(욱)의 배위의 父 碩黙(석묵)은 碩黔(석검)의 誤

記; 李薁의 사위 尹朋來가 손서의 위치에 잘못 놓여졌으나 효령

대군파 홈페이지 청권사(淸權祠)에는 가필로 사위의 위치에 수

정된 것의 영인본이 올려져 있음

⃝孝寧大君靖孝公派世譜, 李起, 1922

卷一之二 39張: 薁의 배위의 父 碩黙은 碩黔의 誤記

⃝全州李氏孝寧大君靖孝公派世譜, 李康賢, 1957

卷一之一 76面: 薁의 배위의 父 碩黙은 碩黔의 誤記

⃝全州李氏孝寧大君靖孝公派世譜, 李文宰, 淸權祠, 1983

首卷 181面-182面: 薁의 배위의 父 碩黙은 碩黔의 誤記, 薁의

사위 尹明來(윤명래)는 尹朋來(윤붕래)의 誤記
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⃝全州李氏世宗王子潭陽君派世譜, 李成萬, 뿌리문화사, 2001

卷之一 254面 [璿源續譜(1864)에는 李運慶의 처부에 동래鄭弘冑

(정홍주)로, 璿源續譜(1900)에는 동래鄭弘宙로, 1972년 全州李氏

潭 陽君派世譜에는 동래鄭弘宙(정홍주)로, 1958년 全州李氏潭陽

君派世譜에는 동래鄭弘富로, 2001년 全州李氏世宗王子潭陽君派世

譜에는 鄭弘宇로 되어있고, 鄭寅發家 가첩에는 李運慶이 鄭弘宇의

사위로, 호군공회종파 종손소장 병신보 가필에는 鄭弘宙의 사위로

기록되어 있음]

⃝全州李氏孝寧大君靖孝公派世譜, 李康鐘, 淸權祠, 2009

首卷 200面: 薁의 배위의 父 碩黙은 碩黔의 誤記, 薁의 사위 尹明

來는 尹朋來의 誤記 [全州李氏世譜(1780), 璿源續譜(1864), 璿源續

譜(1900), 全州李氏孝寧大君靖孝公派世譜(1922), 孝寧大君靖孝公

派世譜(1957), 坡平尹氏太尉公派世譜, 동래정씨 호군공회종파 가

첩에는 모두 尹朋來(윤붕래)로 기록되어 있음]

□李補(태종2남孝寧大君)-誼城君寀-岑城正惇-松山都正健-

枝蕙-軸-思齊--廷桓-薁(처부 鄭碩黔)
□李璖(세종18남潭陽君)-江陽君潚-禮安君軒-金陵都正琢-仁禧-
幼浚-命榏-顯周-春植-齊蓂-運慶(처부 鄭弘宇)

▶합천(강양)이씨

⃝陜川李氏世譜, 李萬時 序, 李洪瑞 序, 1761

卷之一 1張, 13張: 鄭會宗의 子는 鄭輔이고 鄭輔의 子가 鄭思英

임, 37張

⃝陜川李氏族譜, (盧相稷 序) 1926

卷之一 2張, 14張: 鄭會宗의 子는 鄭輔이고 鄭輔의 子가 鄭思英
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임, 37張

⃝陜川李氏大同譜, 李濟熙, 의령 望雲亭, 1936

卷之一 9張, 卷之三 13張

□李開-仁榮-偉-安悅-文通-仲甫-蓋-自光-綿-守全-景芬-佶-

擔-云晧-斯昉-婿 鄭復修

□李開-仁榮-偉-安悅-文通-仲甫-蓋-自光-綿-守全-景芬-佶-

擔-云晧-斯昉-智老-元生-季達-龜壽-宗輔-得春-之香函-琇-

世光-婿 鄭橚

⃝陜川李氏世譜, 李萬時 序, 李洪瑞 序, 1761

卷之一 1張, 13張: 鄭會宗의 子는 鄭輔이고 鄭輔의 子가 鄭思英

임, 37張

▶창녕(하산)장씨

⃝昌寧張氏族譜, 張仁昊, 창녕 澗巖齋, 1948

卷之二 17張: 之磊(지뢰)의 배위 八溪鄭氏父以雅는 東萊鄭氏父

以雅의 誤記 (동래정보와 창녕장보에서 之磊의 자손 7인 일치)

⃝昌寧張氏族譜, 張純杓, 大譜社, 2003

464面: 之磊(지뢰)의 배위 八溪鄭氏父以雅는 東萊鄭氏父以雅의

誤記 (동래정보와 창녕장보에서 之磊의 자손 7인 일치)

□張千鎰-廷賀-台祐-躋-文烈-昊-繼根-九成-紀-世郁-台柱-

義-軫-自洪-仲誠-世漢-彭年-益奎-계자 之磊(처부 鄭以雅)

▶담양전씨, 고양전씨

⃝潭陽田氏族譜, 田霦, 의령 宝泉寺, 1700

70張
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⃝潭陽田氏族譜, 田景皞, 鼓舞齋, 1897

卷之一 23張

⃝潭陽田氏大同譜, 田炳奭, 回想社, 1987

卷之一 249面

⃝高陽田氏族譜, 田吉秀, 도서출판 거북골, 2004

60面

□田得時-子存-勝允-公逸-永-希慶-祖生-順-子壽-柔-甫原-

勳-自成-潭-景龍-華國-宜井-婿 鄭晟 <담양전씨대동보>

□田文胤(행주전씨시조)-儒-有年-霖-子壽-柔(고양전씨시조)-甫原-

勳-自成-潭-景龍-華國-宜井-婿 鄭晟 <고양전씨족보>

▶죽산전씨, 완산전씨

⃝全氏大同譜, 全秉悳, 大譜社, 1991

卷之六 154面, 卷之七 481面, 卷之八 241面: 鄭弘中(정홍중)은 鄭

弘甲(정홍갑)의 誤記 [竹山全氏舊譜(1949)에서는 鄭弘甲(정홍갑)

으로 올바르게 기록되어 있음]

⃝竹山全氏世譜, 全秉湜, 거창 가조 源泉亭, 1949

卷之二 55張

⃝竹山全氏世譜, 거창 가조 源泉, 大譜社, 2008

卷之二 397面: 聖孝의 사위 鄭弘中(정홍중)은 鄭弘甲(정홍갑)의

誤記 [竹山全氏舊譜(1949)에는 鄭弘甲(정홍갑)으로 기록되어 있

음]

□全潗(완산전씨)-之慶-思敬-夏民-承德-秀文-永綏-絪-致遠-

雨-濂-氣元-聖遇(처부 鄭重益)
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□全潗(완산전씨)-之慶-思敬-夏民-承明-忠信-欽-景泓-滉-

大義--後昌-孝元-舜命-順鳳-大發-尙新-應益-中明-錫烜-
永玉-相坤(처부 鄭寅發)

□全僩(죽산전씨)-學基-得文-應堅-公就-瑞-臣佐-忠秀-伍二-

敬倫-孟彦-擢-八元-汝性-垍-德濬-三老-聖孝-婿 鄭弘甲

▶서산정씨

⃝瑞山鄭氏族譜, 鄭容九, 1910

卷之二 3張, 4張

⃝瑞山鄭氏大同譜, 鄭相天, 서진출판인쇄사, 1998

上卷 54面, 64面

□鄭仁卿-瑈-世忠-璹-允弘-斯仁-成良-優-世龍-審言-沃-녀
초계鄭以孝-友邦(처부 鄭之雅)

□鄭仁卿-瑈-世忠-璹-允弘-斯仁-成儉-僖-彦佑-健-仁耆-澹-
楫-先周-宗瑞(처부 成萬沺, 처외조 鄭以雅)

▶연일(영일, 오산)정씨

⃝迎日鄭氏世譜, 迎日鄭氏世譜廳, 回想社, 1981

卷之一 53面: 延厚(연후)의 배위의外祖東萊鄭禹凱(정우개)는 東

萊鄭友凱(정우개)의 誤記, 卷之三 1228面, 1236面

⃝迎日鄭氏叅議公派譜, 迎日鄭氏叅議公派譜所, 大譜社, 1999

卷之三 1面: 延厚의 배위의 外祖 東萊鄭禹凱는 東萊鄭友凱의 誤

記, 5面, 8面, 12面

□鄭襲明-燮均-謙牧-麟信-之泰-宗興-林-仁壽-裕-夢周-宗誠-



                제2장 실날같이 이어져 내려온 호군공 회종파 145

保-允寬-增-世弼-萬齡-思忠-昱-延厚(처외조 鄭友凱)(1자)-奎履,

翼履

□昱-延方(2자)-尙履-계자 洪一(처외조 鄭碩黔)

□昱-延廓(3자)-崇履(처외조 朴璿(처부 鄭友凱))

▶초계(팔계)정씨

⃝草溪鄭氏族譜, 鄭大姬, 초계 玉田齋宮, 1763

卷之一 67張, 68張, 卷之二 42張, 卷之三 4張, 11張, 24張

⃝草溪鄭氏族譜, 鄭鳳成, 1856

卷之三 7張, 9張: 復(복)의 사위 鄭碩黔(정석검)의 사위 金纘光

(김찬광)은 金纘先(김찬선)의 誤記 [草溪鄭氏舊譜에서는 金纘先

(김찬선)으로 되어 있음]

⃝草溪鄭氏族譜, 鄭道永, 서울 이문동, 1901

卷之二 70張: 隆(융)의 배위 東萊鄭氏의 外祖 裵應褧(배응경)

누락, 72張: 東萊人 鄭重益의 사위 曺友亮(조우량)은 曺友諒(조

우량)의 誤記

⃝草溪鄭氏族譜, 鄭龍燮, 경산 東山齋, 1935

卷之一 32張: 隆의 배위 東萊鄭氏의 外祖 裵應聚는 裵應褧의 誤

記, 36張, 卷之二 58張

⃝草溪鄭氏(博士公派)族譜, 鄭漢紀, 1935

卷之一 12張: 復의 사위 鄭光烈의 사위 徐澄(서징)은 徐憕(서증)
의 誤記, 復의 사위 鄭碩黔의 사위 金纘光은 金纘先의 誤記 [草

溪鄭氏舊譜에서는 모두 徐憕과 金纘先으로 되어 있음], 卷之七

7張

⃝草溪鄭氏族譜, 鄭恒時, 농경출판사, 1982

卷之一 34面, 46面: 鄭友仁의 배위 東萊鄭氏의 父 雅는 之雅의
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誤記 [草溪鄭氏舊譜에서는 之雅로 되어 있음], 232面: 隆의 배위

동래정씨의 父 凱(개)는 父 友凱(우개)의 誤記, 外祖 裵應聚는

裵應褧의 誤記 [草溪鄭氏舊譜에서는 友凱로 되어 있음], 332面,

410面, 474面

卷之四 129面, 卷之五 250面

□鄭倍傑-文-福卿-允耆(대제학공파)-실휘-실휘-愼-僐-光繼-

乙生-居悟-原緖-自權-永孫-瑞鵬-白氷-以謙-惟說-隆(19)(처

부 鄭友凱)-必章-八元-大恒-燦重-寧國-在寬-昌奎-顯泰(27)(처부

鄭基鎬)

□鄭倍傑-文-福卿-允耆(대제학공파)-실휘-실휘-愼-僐-光繼-

乙生-居悟-原緖-自權-永孫-瑞鵬-白渠-守謙-惟謹-宗弼(19)-

婿 鄭重益

□鄭倍傑-文-福儒-실휘-실휘-실휘-丞(박사공파)-邦柱-公衍-

習忠-恂-承績-俊-鰲年-鐵堅-渭-光臣-士胤-國祥-八南-世雄-

鳳陽-梓臣-昌悅-泰源-玟奎-鉉玉-千洙(28)(처부 鄭基鳳)

□鄭倍傑-文-福儒-실휘-실휘-실휘-丞(박사공파)-邦柱-公衍-

習忠-恂-承績-俊-鰲年-銀堅-湜-光宗-復(18)-婿鄭光烈,婿鄭碩

黔

□鄭倍傑-文-福儒-실휘-실휘-太華(대사성공파)-裕-國銑-興-

師仲-玉潤-來彦-霖-之鳳-明-震哲-弘憲-樞-姬尙(19)(처부 鄭重

益)-世維(처부 서태망(鄭光烈의 외손자))

□鄭倍傑-文-福儒-실휘-실휘-太華(대사성공파)-裕-國銑-興-

師仲-玉潤-來彦-權-之麟-曦-以孝-友仁(17)(처부 鄭之雅)

□鄭倍傑-文-福儒-실휘-실휘-太華(대사성공파)-裕-國銑-興-

師仲-玉潤-來彦-雲-之虎-暻-士弘-友顔-道昌-萬斌(19)(처부
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鄭重謙)

▶창녕(하산)조씨

⃝昌寧曺氏世譜, 曺始永, 曺鳳愚, 1896

卷之一下 5張, 13張, 18張, 20張, 21張, 22張, 卷之二 1張, 29張:

基璉은 후대 족보에서 順承으로 나옴, 48張, 55張, 56張

⃝昌寧曺氏族譜, 1911

丁編卷之一 3張, 15張, 18張, 19張, 42張, 45張, 59張, 63張

⃝昌寧曺氏派譜, 曺基準, 합천 쌍책 德陽齋, 1936

卷之二 4張, 6張, 12張, 13張, 14張, 16張, 47張: 述文 配의 祖 元

五(원오)는 元伍(원오)의 오기, 曾祖弘甲(홍갑)은 弘宙(홍주)의

다른 이름으로 보임(상산김씨족보에서도 元伍의 父에 弘甲으로

기록되어 있음; 동래정씨가첩과 밀양박씨 족보에서는 弘宙로 기

록되어 있음), 55張, 卷之四 27張

◎호군공회종파 가첩의 基璉(기련), 相國(상국), 相慶(상경)은 각각

1936년 창녕조보에서는 順承(순승), 國坤(국곤), 慶坤(경곤)으로

기록되어 있고 1911년 창녕조보에서는 順承(순승), 相國(상국),

相慶(상경)으로 기록되어 있음; 1936년 창녕조보의 衛坤(위곤)은

1911년 창녕조보에서는 相渭(상위)로 기록되어 있음.

⃝昌寧曺氏少監松鶴公派譜, 曺準承, 대보사, 2009

卷之一 348面, 360面: 鄭銅喆은 鄭東喆의 誤記로 보임; 鄭東喆의

처조 世楨(제 翼龍,海龍)은 가첩과 철성이보에는 雲龍으로 나

옴; 鄭東喆의 처외조 철성李秉垣은 철성이보에는 李秉桓으로

나옴.

□曺瑞-延祐-漢知-之賢-思詮-正鱗-仲龍-義文-自奇-允恭-碩-
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誼-挺文-瑀-松茂-俊-仁取-大莊-天吉-殷-安習-永-彦亨-植(남

명)-婿 金行-婿 郭再祐(망우당)-婿 成以道-婿 鄭碩黔

□曺瑞-延祐-漢知-之賢-思詮-正鱗-仲龍-義文-自奇-允恭-碩-

誼-挺文-瑀-松茂-俊-繼儒-乙卿-義-靖-綢-允文-鈞-寬-欽(1자)-

若天-夏生(처외조 鄭友凱)

□曺瑞-延祐-漢知-之賢-思詮-正鱗-仲龍-義文-自奇-允恭-碩-

誼-挺文-瑀-松茂-俊-繼儒-乙卿-義-靖-綢-允文-鈞-寬-欽(1자)-

若天-夏生(처외조 鄭友凱)-德胤-演-계자 光世(생부 澄)-潤潭-

계자 錫榮(생부 潤精)-經文-相弼(처외조 鄭東喆)

□寬-鏡(2자)-以天-命世-亨遠(1자)-淑-友誠-潤昌-錫秀-龍文-

相禹(일명禹坤)-永烋(일명種休)-계자順承(생부鐸震)-婿鄭寅學

□命世-亨遇(2자)-灦-友諒(처부 鄭重益)(1자)

□灦-友三(외손서 鄭弘東)(2자)-潤垕(1자)-錫宇-述文-相慶

(일명 慶坤; 처부 鄭東喆)

□灦-友三(외손서 鄭弘東)(2자)-潤震(2자)-錫新-基文(생부 錫濂)-

相國(일명 國坤)(1자)-婿 鄭基鳳(일명 鄭鳳來)

□基文(생부 錫濂)-相渭(일명 衛坤; 처외조 鄭東喆)(2자)

□命世-亨運(처부 鄭以雅)-瀷(자부처외조 鄭光烈)(3자)

□曺松鶴-弼和-適-益奇-鍴-臣筯-熙-炳文-瑀-仁海-啓隆-夢周-

熊男-任-彦俊-景益-胤閔-亨夏-後昌-계자海龍(생부昌淑)-應淵-

成仁-海潤-婿 鄭基鎬(자 柄朝)

□曺松鶴-弼和-適-益奇-鍴-臣筯-熙-炳文-瑀-仁海-啓隆-夢周-

熊男-侃-彦龍-纘文-東益-時相-계자昌淑(생부 時栻)-世楨-景淵-

婿 鄭銅喆(자 仁還)

▶함안조씨
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⃝咸安趙氏大同譜, 趙亮濟, 보전출판사, 1979

第六編 동지공파 8面

□趙鼎-幹-丹碩-時雨-錫和-烈-禧-之興-天啓-悅-安-旅-銅虎-

淵-庭彦-墿-勉道(동지공파)-咸岐-時琳(처외조 鄭以雅)

▶상주주씨

⃝尙州周氏大同譜, 周悅會, 1939

卷之一 10張

⃝尙州周氏世譜, 周時庸, 1956

卷之一 甲編 2張

⃝尙州周氏大同譜, 周萬會, 回想社, 2001

卷一 7面, 41面

□周瑜-尙彬-長孫-文佐-世龜-怡-嗣宗-賀胤-碩卿(처부 鄭以昌)

▶양천최씨

⃝陽川崔氏世譜, 崔文淳, 1917

辛編 70張

□崔遠-澐-雨甫-承洽-仲生-淑亨-績-自涇-世平-世英-沃-聖鄰-

弘璉-起成-壽命-世弼-慶海-象岳-光國-景文-升周-昶錫(일명 夏

錫; 처부 鄭仁奎)

▶진양(진주)하씨

⃝晋陽河氏大同譜, 河泰, 回想社, 1984
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卷之九 11面, 卷之十 1104面

□河珍-永尙-孟恭-元慶-白富-義-保-直漪-楫-允源-自宗-演-

友明-哲石-漢佑-千壽-渾-景紀-晋耈-禹泰-婿 鄭桓

□河珍-永尙-孟恭-元慶-白富-義-保-直漪-楫-允源-自宗-演-

友明-哲年-漢宗-昭元-應文-萬洪-良辰-一淙-漢明-世澄-就源-

進佑-道載-潤九-禹圖-善弘-寬柱-慶純(처부 鄭基周)

▶풍산홍씨

⃝豊山洪氏族譜, 洪象漢, 1768

卷之二 62張, 71張

⃝豊山洪氏族譜, 洪祐夔, 한성도서주식회사, 1933

卷之一 76張, 卷之四 93張

⃝豊山洪氏大同譜, 洪錫禹, 농경출판사, 1985

五卷 11面, 47面, 176面

◎홍승순의 2자가 1933년 풍산홍보에서는 洪柱植(홍주식)으로,

1985년 풍산홍보에서는 洪周植(홍주식)으로, 동래정씨가첩에서는

洪尌植(홍주식)으로 기록되어 있음.

□洪之慶-侃-侑-浚-保-載-洽-銀碩-계자信(생부 璉碩)-五常-

涉-以訒-鋌(1자)-婿 鄭重臨

□洪之慶-侃-侑-浚-保-載-洽-銀碩-계자信(생부 璉碩)-五常-

涉-以訒-鋋(2자)-迺海-順輔-胤浩-羲權-大謨-宅周-祐中-承順(처

부 鄭基周)

□洪之慶-侃-侑-浚-保-載-洽-璉碩-偉-五紀-慶先-致憲-質-婿

鄭穎黔
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2. 남명 조식선생의 문인, 사숙인과 창의인물

※집필자 표시의 인물 출처는한국학중앙연구원한국역대인물종합정보시스템임

<17세 鄭友凱 처부>

裵應褧(배응경) 1544(중종 39)-1602(선조 35).
조선 중기의 문신. 본관은 성산(星山). 자는 회보(晦甫), 호는

안촌(安村). 무선(茂先)의 아들이다.

1573년(선조 6) 사마시에 합격하고, 1576년 식년문과에 을과로

급제하였으며, 정랑을 거쳐 청도군수로 재직하던 중에 임진왜란

이 일어나자 의병을 일으켜 왜적과 대항하여 싸웠다. 군사 천명

을 모아 ‘야격군(野擊軍)’이라 하고 박경전(朴慶傳)을 대장(代將)

으로 삼아 왜적 수백명을 포획하였다. 이때의 전공으로 통정대부

로 승진하였다.

1595년(선조 28) 순천부사가 되었으며, 1597년(선조 30) 정유

재란 때 좌의정 김응남(金應南)의 천거로 나주목사가 되어 금산

을 수비하였다. 이때 통제사 이순신(李舜臣)의 요청으로 후퇴하는

적의 퇴로를 막아 분쇄하려 하였다. 그러나 감사 황신(黃愼)의 무

고로 투옥되었다가, 우찬성 심희수(沈喜壽)와 부마(駙馬) 서경주

(徐景霌) 등의 상소로 곧 석방되었다.

1601년(선조 34) 대구부사가 되었으나 얼마 되지 않아 사직하

였다. 그 뒤영천(榮川: 榮州의 고호)에머물며2) 김륵(金玏)·김우

옹(金宇顒)과 ≪반야심경≫을 강론하는 등, 제현과 교유하며 여

생을 보냈다. 일찍이 유성룡과도교유하였는데, 그의 박학함에유

성룡이탄복하였다고한다. 예조참판에 추증되었다.

저서로는 ≪안촌집(安村集)≫이 있다.3) [집필: 文守弘]

2) 榮川誌(취사본, 학사본, 괴헌고택본) 참조.

3) 安村先生文集卷之四附錄에 실린 행장과 묘갈명에 裵應褧의 사위 鄭友凱와
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<18세 鄭之雅 처부>

金天澤(김천택) 1555(명종 10)-1595(선조 28).

사봉(沙峯) 김천택은 성주(星州) 윤동 출생이다. 한강 정구(鄭

逑)의 문인으로 가야산 북쪽 기슭에 사봉정사를 세워 학문에 전념

하였다. 임란시에는 아버지를 두 아들에게 의탁하고 의병을 규합

하여 홍의장군 곽재우와 함께 화왕산성을 지키다 전사했다. 1734

년(영조 10)에 덕천서원(德泉書院)에 배향되었다.

남명 조식선생을 私淑(사숙)하였고4) 창의록에 나온다.5)

<18세 鄭以雅 사위 曺亨運의 조; 20세 鄭重益 사위 曺友諒의 고조; 24세 鄭

東喆 사위 曺相國의 8대조; 26세 鄭基鳳 처 9대조; 28세 鄭寅學 처 11대조>

曺以天(조이천) 1560(명종 15)-1638(인조 16).

조선 중기 유학자. 자는 순초(順初), 호는 봉곡(鳳谷). 본관은

창녕(昌寧). 증조부는 조균봉(曺鈞奉)이고, 조부는 조관(曺寬)이

며 아버지는 조경(曺鏡)이다. 외조부는 유수보(柳秀輔)이고, 처부

는 이신(李紳)이다.

효성이 지극하여 홀로 계신 어머니를 간호하며 변을 맛보아

병세를 가늠하는 등 정성으로 모셨다. 임진왜란이 일어나자 망

우당 곽재우(郭再祐)가 의병에 참여할 것을 권하였지만 홀로된

어머니의 병환으로 돌보느라 나아가지 못하였다. 한강 정구(鄭

逑), 부사성여신(成汝信) 등과교유하면서추앙받았다.

외손자 鄭之雅, 鄭以雅와 외손서 李奉一, 朴璿, 鄭隆이 기록되어 있다.

4) 金天澤 字大亨號沙峯義城人明宗乙卯生乙酉中生員遊鄭寒岡之門得聞爲學之

要築室於沙峯下講學其中壬辰亂聞大駕西辛倡起義旅從郭忘憂堂再祐守火旺山

城乙未卒於城中臨終以書遺子曰有親未終養討賊未見平享德泉院事載倡義錄及

火旺同苦錄 <德川師友淵源錄 卷之五 4張>

5) 金天澤 字大亨乙卯生號沙峯居星州修倫洞⃝義城人司馬遊寒岡門宣廟乙未卒

英廟甲寅享德泉院 <龍蛇世講錄 卷之一 42張>
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저서로≪봉곡선생일고(鳳谷先生逸稿)≫가 있다. [집필: 박상수]

남명 조식선생의 門人이다.6)

<18세 鄭以雅 사위 成萬沺의 조>

成天裕(성천유) 1564(명종 19)-1631(인조 9).

창의록에 나온다.7)

<19세 鄭碩黔의 처외조>

郭再祐(곽재우) 1552(명종 7)-1617(광해군 9).

임진왜란 때의 의병장. 본관은 현풍(玄風). 자는 계수(季綬), 호

는 망우당(忘憂堂). 시호는 충익(忠翼). 경상남도 의령 출신. 황해

도관찰사 월(越)의 아들이고, 조식(曺植)의 외손서이며, 김우옹(金

宇顒)과는 동서 사이이다.

1585년(선조 18) 34세의 나이로 별시(別試)의 정시(庭試) 2등

으로 뽑혔으나, 지은 글이 왕의 뜻에 거슬려서 발표한 지 수일

만에 전방(全榜)을 파하여 무효가 되었다. 그 뒤, 과거에 나아갈

뜻을 포기하고 남강과 낙동강의 합류지점인 기강(岐江) 위 돈지

(遯池)에 강사(江舍)를 짓고 평생을 은거할 결심이었다. 그러나

그곳에 머문지 3년 만인 1592년(선조 25) 4월 14일에 임진왜란이

일어나서 관군이 대패하자, 같은 달 22일에 의병을 일으켜 관군을

대신해서 싸웠다. 그 공으로 같은 해 7월에 유곡찰방(幽谷察訪)

6) 曹以天 字順初號鳳谷靜窩受天弟明宗庚申生稟質秀朗性度敏粹親喪皆廬墓三

年居人至今稱孝子山服闋結數椽于溪上扁曰溪亭以爲藏修之所所著有四禮節解

溪亭集鷄黍錄享德陽院⃝公未成童與兄受天詣先生之門請業先生授以小學等書

及還以書賀公之大人曰此子才性端敏擧止凝重異日成就豈可量乎 <德川師友淵

源錄 卷之四 18張>

7) 成天裕 字文吉甲子生居昌寧池浦⃝昌寧人宣廟除孟山縣令宣武原從一等仁廟

辛未卒 <龍蛇世講錄 卷之一 43張>
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을 시작으로 바로 형조정랑에 제수되었고, 10월에는 절충장군에

승진하여 조방장(助防將)을 겸하고, 이듬해 12월 성주목사에 임

명되어 삼가(三嘉)의 악견산성(岳堅山城) 등 성지 수축에열중하

다가 1595년(선조 28) 진주목사로 전근되었으나 벼슬을 버리고

현풍 가태(嘉泰)로 돌아왔다.

1597년(선조 30) 명나라와 일본간에 진행되던 강화회담이 결

렬되고 일본의 재침이 뚜렷해지자, 조정의 부름을 받고 다시 벼

슬에 나아가 경상좌도방어사로 현풍의 석문산성(石門山城)을 신

축하였으나, 그 역(役)을 마치기도 전에 왜군이 침입하여 8월에

창녕의 화왕산성(火旺山城)으로 옮겨 성을 수비하였다. 그 뒤 계

모 허씨가 사망하자 성을 나와 장의를 마친 뒤, 벼슬을 버리고

울진으로 가서 상을 입었다.

1599년(선조 32) 다시 경상우도방어사에 임명되었으나 상중임

을 구실로 나아가지 아니하였고, 그해 9월 경상좌도병마절도사에

제수되었으나 10월에 이르러서야 부임하였고, 이듬해 봄에 병을

이유로 벼슬을 버리고 귀향하자, 사헌부의 탄핵을 받고 영암으

로 귀양갔다가 2년 만에 풀려났다. 그 뒤 현풍 비슬산(琵瑟山)에

들어가 곡식을 금하고 솔잎으로 끼니를 이어가다가, 영산현 남쪽

창암진(滄巖津: 솥바위나루)에 강사를 짓고 망우정(忘憂亭)이라는

현판을 걸고 여생을 보낼 설계를 세웠다.

그러나 다시 조정의 부름을 받고 거절할 수 없어 1604년(선조

37) 찰리사(察理使)가 되었고, 이어 선산부사로 임명되었으나 나

아가지 않고 찰리사라는 벼슬마저 사퇴하였다. 곧, 안동부사에 임

명되었으나 역시 나아가지 않았고, 그해 10월 절충장군 용양위부

호군에 제수되고, 다음 달 가선대부 용양위상호군에 승진하였다.

그 뒤 동지중추부사·한성부우윤을 역임하고, 1608년(광해군 즉
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위)에 다시 경상좌도병마절도사·용양위부호군을 거쳐 이듬해에

경상우도병마절도사·삼도수군통제사에 제수되었으나 나아가지 않

았다.

1610년 광해군의 간청으로 서울에 올라가 호분위(虎賁衛)의 부

호군, 호분위의 대호군 겸 오위도총부의 부총관에 제수되었고, 이

어 한성부좌윤에 임명되었으나 나아가지 않자 바로 함경도관찰사

로 바꾸어 발령하였다. 1612년(광해군 4) 전라도병마절도사에 임

명되었으나병을칭탁하고나아가지않았으며, 이듬해영창대군을

신구(伸救)하는 상소문을 올리고 낙향하였다. 1616년(광해군 8)

창암강사에서 장례원판결사를 제수받았으나 역시 나아가지 아니

하고, 이듬해 죽었다.

그는 의병활동 초기에는 의령의 정암진(鼎巖津)과 세간리(世干

里)에 지휘본부를 설치하고 의령을 고수하는 한편, 이웃 고을인

현풍·창녕·영산·진주까지를그의작전지역으로삼고유사시에대

처하였다. 스스로 ‘천강홍의장군(天降紅衣將軍)’이라 하여 적군과

아군의 장졸에게 위엄을 보이고, 단기(單騎)로 적진에 돌진하거나

의병(疑兵)을 구사하여 위장전술을 펴서 적을 직접 공격하거나,

유인하여 매복병으로 하여금 급습을 가한다든가, 유격전을 펴서

적을 섬멸하는 전법을 구사하였다. 수십인으로 출발한 의병은 2

천인에 이르는 큰 병력을 휘하에 가질 수 있었으며, 그 병력으로

많은 전공을 세웠다.

1592년(선조 25) 5월 하순경 함안군을 완전 점령하고 정암진

도하작전을 전개한 왜병을 맞아 싸워 대승을 거둠으로써, 경상우

도를 보존하여 농민들로 하여금 평상시와 다름없이 경작할 수 있

게 하였고, 그들의 진로를 차단하여 왜군이 계획한 호남진출을

저지할 수 있었다. 또한, 기강(岐江)을 중심으로 군수물자와 병
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력을 운반하는 적선척을기습하여 적의 통로를 차단하는데 성공

하였으며, 현풍·창녕·영산에 주둔한 왜병을 공격하여 물리치고,

그해 10월에 있었던 김시민(金時敏)의 1차 진주성싸움에는 휘하

의 의병을 보내서 승리로 이끄는 데 기여하기도 하였다.

정유재란때는 밀양·영산·창녕·현풍등 네고을의 군사를이끌

고 화왕산성을 고수하여 적의 접근을 막기도 하였다. 그는 또 필

체가 웅건, 활달했고시문에도능했다. 묘지는경상북도달성군 구

지면 신당동에 있다. 죽은 뒤에 그의 사우(祠宇)에 ‘예연서원(禮淵

書院)’이라는 사액이 내려졌고, 1709년(숙종 35) 병조판서 겸 지의

금부사가 추증되었으며 시호는 충익(忠翼)이다.

저서로는 ≪망우당집(忘憂堂集)≫이 있다. [집필: 李章熙]

남명 조식선생의 門人이며8) 창의록에 나온다.9)

<19세 鄭穎黔 사위 安鄫의 증조; 20세 鄭光烈 사위 安邠의 증조; 20세 鄭重

謙 사위 安世復의 5대조; 21세 鄭橚 처5대조; 24세 鄭東泰 처7대조>

安克家(안극가) 1547(명종 2)-1614(광해군 6).

조선 중기의 학자. 본관은 탐진(耽津). 자는 의지(宜之), 호는

뇌곡(磊谷). 아버지는 찰방 기(沂)이며, 어머니는 의령남씨로 도

사 지(至)의 딸이다. 이정(李楨)의 문인이다.

1591년(선조 24) 45세의 나이로 사마시에 합격하고, 1599년 사

직서참봉, 1601년(선조 34) 선교랑, 제용감, 사옹원등의봉사, 1605

8) 郭再祐 字季綏號忘憂堂玄風人監司越子明宗壬子生先生外孫婿也器宇宏遠識周庶

務甞從事文學兼通武藝宣廟壬辰倡義討賊屛妻孥托其友傾家財募壯士據新反之粟取

草溪之兵設施號令雷厲飈飛自稱天降紅衣將軍盖戰無不勝軍聲大振官至漢城左尹咸

鏡監司錄宣武一等勳卒之日雷雨大作紫氣冲霄雖深山窮谷莫不震駭焉贈兵曹判書謚

忠翼享禮淵院⃝丁卯公始來學于山天齋受論語 <德川師友淵源錄 卷之三 22張>

9) 郭再祐 字季綏壬子生號忘憂堂居宜寧累贊⃝苞山人受業曺南冥門官至漢城左右尹

光海丁巳卒肅宗丁巳享玄風禮淵院己丑贈兵判謚忠翼 <龍蛇世講錄 卷之一 1張>
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년(선조 38) 삼가현감등을 역임하였다. 1607(선조 40)년권문세가

와 파당에 치우침이 없이 충직과 실천을 지표로 삼아서 벼슬에서

물러나 향리로 돌아와 호호정(浩浩亭)을 건립하여 경전을 연구

하면서 후진양성에 전념하였다.

임진왜란 때에는 부형이 적병과 싸우다가 학살을 당함에 진

중에 돌입하여 시신을 거두고 결사 대항하니 왜병이 그의 충효

에 감복하여 마을 앞에 ‘충효리(忠孝里)’라는 세 글자를 써놓고

물러갔다고 한다. 초계의 송원서원(松原書院)에 배향되었고, 저

서인 ≪뇌곡일고(磊谷逸稿)≫가 ≪탐진세고(耽津世稿)≫에 수록

되어 있다. [집필: 梁鴻烈]

창의록에 나온다.10)

<21세 鄭橚 처고조; 24세 鄭東泰 처6대조>

安珏(안각)

안극가의 아들이며 창의록에 나온다.11)

<20세 鄭重益 사위 全聖遇의 고조>

全致遠(전치원) 1548(명종 3)-1616(광해군 8).

1564년(명종 19) 이희안(李希顔)을 위해 청계서원의 창건을 상

소하였고, 1573년 조식(曺植)의 묘갈명을 썼다. 1574년(선조 7)

홍문관제학 김우옹의 천거로 사포서별제에 임명되었으나 나아가

지 않았고, 1592년 임진왜란이 일어나자 창의하여 전공을 세웠

다. 초유사 김성일(金誠一)의 천거로 사근도 찰방이 되었으나 나

10) 安克家 字宜之丁未生號磊谷居草溪末方⃝康津人宣廟朝官縣監光海甲寅卒

肅廟朝享草溪松原院 <龍蛇世講錄 卷之一 29張>

11) 安珏 字汝玉一字君玉丁卯生居草溪末方⃝康津人克家長子宣廟朝官軍資監

主簿 <龍蛇世講錄 卷之三 41張>
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아가지 않았고, 1606년 사헌부 감찰이 되었다. 그 후 충무위 부

사과를 거쳐 춘추관 기사관으로 ‘선조실록’ 편찬에 참여했다. 서

예와 성리학에 능통했다. 이조판서에 추증, 초계의 청계서원에 제

향되었다.

저서로는 ≪임계난리록(任癸亂離錄)≫이 있다.

남명 조식선생의 門人이며12) 창의록에 나온다.13)

<20세 鄭重益 사위 全聖遇의 증조>

全雨(전우) 1548(명종 3)-1616(광해군 8).

조선 중기 의병·유학자. 자는 시화(時化)이고, 호는 수족당(睡

足堂). 본관은 완산(完山)이고, 거주지는 경상남도 합천이다. 부

친은 탁계 전치원(全致遠)이다.

어려서부터 효성스러웠고 순진하였으며, 문장과 서예에 뛰어

났다. 제갈공명의 ‘초당서수족(草堂書睡足)’에서 편액명을 따 ‘수

족당(睡足堂)’이란 정자를 짓고 산수 속을 소요하였다. 경정 이

민성(李民宬), 자암 이민환(李民寏), 부사 성여신(成汝信), 무민당

박연(朴絪), 오봉 이호민(李好閔), 대암 박성(朴惺) 등과 같은 이

름난 선비들과 교유하였다.

1592년(선조 25) 임진왜란이 일어나자 부친 전치원을 도와 의

병을 일으켜 왜병과 싸운 공으로 사축서별제와 중림도찰방에 제

수되었으며, 사후에 사헌부지평에 추증되었다. [집필: 박경이]

12) 全致遠 字士毅號濯溪 完山人從士郞絪子中宗丁亥生八歲遭外艱服喪以禮旣

長中成均進士壬辰亂乘輿西幸公募鄕兵討賊與倡義諸公遮絶洛江賊不敢渡癸

巳以功除沙斤道察訪享草溪淵谷院⃝公贄謁先生之門先生甚器重之先生墓碑

之文成大谷所撰而公書之 <德川師友淵源錄 卷之三 14張>

13) 全致遠 字士毅丁亥生號濯溪居草溪道方⃝完山人宣廟除察訪不就肅廟壬午享

淸溪院高廟辛巳贈吏判 <龍蛇世講錄 卷之一 41張>
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창의록에 나온다.14)

<20세 鄭重益 사위 朴漢球의 고조; 22세 鄭弘宙 처5대조>

朴寅亮(박인량) 1546(명종 1)-1638(인조 16).

자는 여건(汝乾)이고, 호는 만수당(萬樹堂). 본관은 밀양(密陽)

이고 충숙공 익(翊)의 후이다. 임진란에 송암 김면(金沔)과 망우

당 곽재우(郭再祐)와 함께 창의하여 공훈의 錄이 있었다. 亂平后

에 월명촌 옛집에 귀은(歸隱)하여 경학을 강구(講究)하였다. 군

내와 도내의 유림에서 포천장(褒薦狀)을 올린 바 있다. 묵옹 권

집(權潗)이 묘지명을, 사미헌 장복추(張福樞)가 묘갈명을 지었다.

저서로 ≪만수당실기(萬樹堂實紀)≫가 있다.

남명 조식선생의 門人이며15) 창의록에 나온다.16)

<20세 鄭重益 사위 朴漢球의 증조; 22세 鄭弘宙 처고조>

朴櫓(박노)

박인량의 아들이며 남명 조식선생을 私淑(사숙)하였다.17)

<22세 鄭弘東 처6대조>

郭澍(곽주) 1569(선조 2)-1617(광해 9).

창의록에 나온다.18)

14) 全雨 字時化戊申生號睡足堂居草溪寬樹⃝完山人全致遠長子宣廟朝官察訪哲

廟乙卯道溪院高廟辛巳贈持平 <龍蛇世講錄 卷之一 36張>

15) 朴寅亮 字汝乾號萬樹堂密陽人孝友恭儉博學能文爲世推重壬辰亂公以布衣奮

起義旅與郭忘憂堂同苦於火旺山城錄原從勳壽陞同樞⃝辛酉冬公與內兄永慕

庵鄭構謁先生於德山請受家禮 <德川師友淵源錄 卷之四 10張>

16) 朴寅亮 字汝乾丙午生號萬樹堂居丹城北洞⃝密陽人宣廟朝官同中樞戊寅卒

<龍蛇世講錄 卷之一 33張>

17) 朴櫓 字濟甫號敬菴萬樹堂寅亮子承襲家學深得敬義之旨壬亂負母逃難備經險

艱鄕里稱孝 <德川師友淵源錄 卷之五 17張>
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<23세 鄭元五 처7대조>

金景謹(김경근) 1559(명종 14)-1597(선조 30).

임진왜란 때의 의병. 본관은 상산. 자는 이신(而信), 호는 대하

재(大瑕齋). 단성(丹城 : 지금의 경상남도 산청군에 속함)출생. 아

버지는 진사 준(浚)이며, 어머니는 강양이씨로 인배(仁培)의 딸

이다. 하항(河沆)에게 수학하였다.

1591년(선조 24)에 장차 왜적이 난을 일으킬 것을 예측하고

방백(方伯)에게 편지로 산성을 수축할 것을 건의하였다가 민심

을 동요시켰다는 죄목으로 투옥되었다. 이듬해 왜적이 침입하자

사람들은 모두 그의 선견에 탄복하였다. 조카 응호(應虎)와 함께

인근에 격문을 보내 창의하여 적과 싸웠다. 초유사 김성일(金誠

一)이 조정에 포상을 건의하였다.

정유재란 때 성묘하러 가던 중 왜적을 만나 끝까지 항거하다

가 피살되었다. 왜적이 그의 의로움에 감복하여 나무에 ‘조선국

의사김경근지시(朝鮮國義士金景謹之屍)’라고써놓았다. 1882년(고

종 19) 사헌부감찰에 추증되었다.

저서로는≪대하재실기(大瑕齋實記)≫ 3권이있다. [집필: 權虎基]

남명 조식선생을 私淑(사숙)하였고19) 창의록에 나온다.20)

18) 郭澍 字景霖己巳生號靜軒又蘇溪居玄風率禮⃝苞山人三吉子受業鄭寒岡門光

海丁巳卒 <龍蛇世講錄 卷之一 38張>

19) 金景謹 字而信號大瑕齋商山人明宗己未生天姿穎悟骯髒有氣節從河覺齋遊得山海

之傳學問深邃爲世所重壬辰與郭忠翼公倡義討賊多有贊畫丁酉遇賊於三嘉兎洞

罵賊不屈而死贈司憲府監察有實記 <德川師友淵源錄 卷之五 5張>

20) 金景謹 字而信己未生號大瑕齋居丹城法洞⃝商山人宣廟丁酉殉節高廟辛巳贈司憲

府監察 <龍蛇世講錄 卷之一 20張>
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3. 종손소장본 을미보 및 병신보 가필

(1). 합보의 영인저본인 경자증보본의 내력

이 경자증보본을미보는 호군공(휘會宗)파 문중의 족보로서 종

손이 소장해온 족보이다. 호군공 회종파의 세거지는호군공의 손

자(휘 思英)대 이후 경상남도 초계고을인데, 1716년(숙종 42)의 병

신보에 보면 겨우 8가구에 불과했고 그나마 그 중 1가구의 후손

이고향을지키고나머지는 한 두 가구씩 초계를 떠난후 소식이

끊겼다. 가첩 기록에는 영산 월천, 대구 풍각, 전주 등지로 떠났다

고 기록되어 있다.

1919년 기미대동보 수보시(修譜時) 경제사정, 교통사정, 통신

사정 등으로 누보되었고 그 뒤에도 독자적으로 파보를 간행할

형편이 못되었고 오로지 을미보와 병신보와 가첩을 지니고 선조

의 묘소들을 지키며 초계고을에 살아왔으며, 일부 후손이 현재까

지 살고 있다. 종손인 龍謨(1931년생)형님의 객지생활로 인한 족

보분실을 우려하신 필자의 조부(휘 必朝: 1900-1968)의 요청으로

용모형님은을미보와병신보를한때고향에맡겨놓았다.

1967년 무렵(이때 필자의 나이는 겨우 7세였음) 재종형님인 讚

謨(1929-1997)형님께서 동래정씨 문중에서 새로 족보를 한다[修

譜한다]는 소문을 듣고 당시 거창군 가조면에 거주하던 참판공

(휘 秠; 설학재공 손자)파 후손 鄭文甲(1929년생)씨를 찾아가 병

신보 및 가첩과 함께 을미보를 보여주었다. 실은 이때의 족보는

참판공파보였는데 재종형님께서는 우리 회종파도 포함되는 족보

를하는 것으로처음에는잘못알았던것이다.21)

21) 그 뒤 재종형님은 참판공파의 입보 제의를 宗孫 龍謨, 從叔 寅德(필자의

가친), 從叔 寅述, 동생 國謨 등 문중의 모든 구성원과 상의하여 어쩔 수

없이 그렇게 하는 방향으로 일이 진행되었다. 필자가 들은 바로는, 만년
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그 뒤 참판공파 문중의 鄭淳權 족장을 비롯한 몇몇 어른들께

서 이 을미보를 검토하던 중, 참판공파의 몇몇 이름 아래 붓으로

가필된 것을 발견하고 이 을미보가 참판공파 문중의 족보라고 주

장하며 병신보와 함께 재종형님께 돌려주지 않았다. 재종형님은

돌려줄 것을 정문갑씨에게 여러 차례 요구하여 병신보는 돌려받

았으나 을미보는 결국 돌려받지 못했다.

2005년 무렵 필자는 서울시 노원구 상계7동 720번지 주공아파

트 611동 301호 정문갑씨 댁을 방문하여 원소장자인 우리 문중으

로 을미보를 돌려줄 것을 요구했으나 정문갑씨는 참판공파 문중

의 가필은 5대에 걸쳐 있고22) 회종파에 적혀있는 가필은 단대에

그친다고 하면서 참판공파 문중 소유의 족보가 틀림없다는 주장

을되풀이하셨다. 며칠뒤, 이와 관련하여필자는 ‘찬모형님으로부

터 받은 후에 붓으로 가필하지 않았느냐’고 전화통화로 따졌는데

에 鄭必朝 할아버지는 우리 집안이 구족보 을미보와 병신보는 지니고 있

으되 기미보에 누보되어 새 족보가 없음을 항상 한스럽게 여기면서 맏형

鄭昌朝(1881-1939)의 손자인 鄭讚謨에게 어떻게든 족보를 만들라고 여러

차례 압력을 넣으셨다고 한다. 참판공파보가 완성되어 책으로 나왔을 때

는 鄭必朝 할아버지는 돌아가신 후였는데 올바르지 않은 족보임에도 불구

하고 할아버지 빈소(1년상을 마친 후 탈상하였음)의 靈前에 새 족보를 올

려놓고 그토록 원하시던 족보를 이루었음을 고할 수밖에 없었다. ※한때

참판공파로 잘못 입보된 것은 재종형님 혼자의 결정이 아니고 당시 집안

어른들 모두의 결정임을 잊어서는 아니 된다. 즉 회종파 문중 전체의 책

임이므로 훗날 어느 후손도 이 문제에 대해 시비를 논해서는 아니 된다.

재종형님은 당시 상황에서 우리 문중을 위해서 최선의 노력을 하셨다.

22) 정문갑씨의 기억과 달리 진사공 弘錫의 1자 泳의 아들, 손자, 증손의 3대

와 2자 浟의 아들, 손자, 증손의 3대임: 1984년 영인합보의 을미보 106면,

卷下 11장[판록명 朝] 참조. 5대라고 하셨든 3대라고 하셨든 그 취지는 오

랫동안 을미보를 가지고 있으면서 몇 대 동안 계속해서 가필해 넣었다고

주장하신 것 같다. 3대의 가필은 매우 쉽게 이루어 질 수 있다. 어느 한 사

람이 아버지와 자식의 이름을 한꺼번에 써 넣으면 90년 걸리지 않고 한 순

간에 가능하다. 호군공 회종파 쪽에서 그렇게 한 것이다.
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정문갑씨는 언제 가필되었는지는 필적연대감정을 하면 당장 밝혀

진다고 하시면서 억울한 듯이 목소리를 높인 적이 있다.23) 그

뒤 만났을 때, 정문갑씨는 참판공파 문중에 보판(譜板)이 보관되

어 있기 때문에 을미보가 보판이 있는 곳에 있어야 옳다고 하시다

가또입보(入譜)의 대가로 보아야 하지 않겠느냐고 하셨다.

이 경자증보본 을미보는 호군공회종파 문중에서 조상대대로 목

숨보다 더 소중하게 지켜온 족보이다. 입보의 대가로 넘긴 것도

아니다. 필자가 정문갑씨 댁을 방문했을때, 정문갑씨 당신의 입으

로그당시재종형님이돌려달라고요구했지만참판공파문중에서

돌려주지 않기로 결정해서 어쩔 수 없었다고 하셨다. 당시 정문갑

씨는 서른 아홉의 나이로 문중 일에 뛰어들어 심부름꾼 정도의

역할밖에 할 수 없었다는 것을 강조하시면서.

1984년 ‘동래정씨(을미병신기미)대보’라는축소영인본의영인저

본으로 사용된 을미보가 실은 호군공 회종파 문중에서 종가를

통하여 조상대대로 전해져 내려온 을미보이며, 호군공 회종파는

이 을미보와 함께 끊어지지 않고 면면(綿綿)히 이어져 왔음을 동

래정씨全宗人에게알리는 바이다.

23) 참판공파 부분의 그 가필이 1967년 무렵에 행해졌는지를 알아보기 위해

필자는 법정에 필적감정을 신청할 계획을 세웠다가 그렇게 하지 않기로

했다. 필자가 처음에는 몰라서 그런 생각을 가졌지만, 정문갑씨 말대로

그 가필은 참판공파에서 1967년 무렵에 행해진 것이 아님이 틀림없다.

실은 그 가필은 훨씬 오래전(지금으로부터 대략 300 내지 350여년전)에

이루어진 것이다. 참판공파 부분의 가필이 참판공파에 의해서가 아니고 호

군공 회종파에 의해서 이루어졌다. 이것을 증명하기 위해 필자는 몇 년간

노력했으며 이제 그 결과를 이 책의 제2장 제3절 (4)에 기록으로 남길 수

있게 되었다. 참판공파의 가필뿐만 아니라 사직공파의 가필, 망우리 양

원에 거주한 현령공(휘 효경)의 후손인 부사공(휘 習)과 군수공(휘 智)의

가필까지 호군공 회종파에 의한 것임을 고증한 것이다.
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(2). 경자증보본의 호군공 회종파 가필

卷上 51張 恕: 僉使 (병신보에는 僉使로 나옴)

以雅: 많이 펼쳐 보아서 닳았음

碩黔: 子元行을 개명한 이름 重益으로 수정가필

順黔: 子重仁

鄭友仁: 많이 펼쳐 보아서 닳았음

子鄭榮時

卷上 52張 振黔: 병신보에서는 顗黔으로 개명되었음

子重謙, 子重恒出繼, 子重泰

起黔: 병신보에서는 良黔으로 개명되었음

子重恒

張磊: 子張友良

曺亨運: 女鄭維和, 子曺瀷

李壽樟: 女權桓, 女李荃

李壽杞: 子李元震, 女邢慶商

李壽枏: 子李殷震

李壽楨: 子李昌震, 女崔應泰

李壽檀: 女成

李壽杉: 繼子李國震

李巘: 子李震標,子李震楷,女成(奎)

鄭延輝: 子鄭奎履,子鄭翼履

孫之後: 孫必大

朴東稷: 子朴紀, 子朴綱出繼,

曺夏生: 子曺德潤, 女崔泰望, 女鄭崇履

鄭必光 → 鄭必華

鄭必華: 子鄭勞邰, 子鄭彭年
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※아래의 을미보 이미지 자료들은 참판공파 정순권씨와 정문갑씨가

1984년에 경자증보본(원소유는 회종파 종손임)을 저본으로 하여 축소

영인한 영인합보를 복사하여 스캔한 이미지로 선명도가 떨어진다.

<호군공회종파 가필> 권상 51장(후면)
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<호군공회종파 가필> 권상 52장(전면)
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<호군공회종파 가필> 권상 52장(후면)
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(3). 경자증보본의 타파 가필

가필 1 卷上 18張 萊彦: 子習 營將, 智 郡守

<가필1>
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가필 2 卷上 26張 吉男: 女金琦 → 女邊琦

<가필2>
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가필 3 卷上 28張 李碩臣: 子李去病

<가필3>
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가필 4 卷上 28張 仁迪: 子嶂, 子嶸

가필 5 卷上 28張 仁遇: 子訔

<가필4, 가필5>
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가필 6 卷上 29張 金世俊 → 全世俊,

全世俊: 子全氣粹, 女李洵

<가필6>
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가필 7 卷下 6張 師古: 子周藩周藩子杺, 子周卿周卿子梴

가필 8 卷下 6張 成爾昌(부 成效奎; 처부 鄭師古): 子有隣, 照隣

가필 9 卷下 6張 鄭以虎: 子鄭東望, 女愼處老

<가필7, 가필8, 가필9>
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가필 10 卷下 7張 安用厚: 子安郴

가필 11 卷下 7張 安居厚: 子安鄫

<가필10, 가필11>
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가필 12 卷下 7張 翊周: 子之淵

가필 13 卷下 7張 經周: 子之渭

<가필12, 가필13>
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가필 14 卷下 11張 宗林(병신보에는 林宗으로 수정): 武◯◯

가필 15 卷下 11張 澮: 林封, 林隆

가필 16 卷下 11張 潽: 林重

가필 17 卷下 11張 瀂: 子林光, 林芳
가필 18 卷下 11張 弘鑮: [女]金重鼎无后

가필 19 卷下 11張 弘鑮: [女]愼濟

가필 20 卷下 11張 泳: 子林明子元杰子再昌,亨杰

가필 21 卷下 11張 浟: 子林泰子東杰子再聖,南杰再時
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<가필14, 가필15, 가필16, 가필17, 가필18, 가필19, 가필20, 가필21>
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가필 22 卷下 11張 金是點: 子金重夏,子金重殷,子金重漢,女郭思諸

가필 23 卷下 11張 金是黯: 女宋時祥,子重萬,女愼徽,女李時樞

<가필22, 가필23>
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가필 24 12張 弘鐘: 武科

가필 25 12張 弘 : 生員

가필 26 12張 鄭塤: [女]徐達昌

가필 27 12張 弘鏴: 武科

<가필24, 가필25, 가필26, 가필27>
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가필 28 13張 弘鉉: 女都萬相,宋之凝,子氵奎,氵軫

<가필28>
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가필 29 13張 弘釴: 女李和新

가필 30 13張 宋時望: 生員

가필 31 13張 羅以達: 振繪

<가필29, 가필30, 가필31>
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(4). 경자증보본의 타파 가필 고증

※이 고증자료는 위에서 소개한 가필들이 오직 호군공 회종파 문중에

서 가능했음 보이기 위한 것이다. 혼맥상으로 볼 때, 사직공파와 참판

공파가 중간에 동래정씨 아닌 제3의 성씨를 통하여 회종파와 얽혀있

다. 참판공파에서는 호군공파와 연결은 상호연결이기 때문에 연결이

가능하지만 참판공파에서 사직공파와의 연결은 되지 않기 때문에 참

판공파에서 가필했다는 주장은 억지에 불과하다.

가필 1 卷上 18張 萊彦: 子習 營將, 智 郡守

•鄭淑夏(현령공파)의 증손 鄭智는 武郡守로 己丑(1709)부터 壬

辰(1712)까지 초계군수였음 (초계읍은 호군공 회종파의 세거지인

초계군 옥두마을에서 2.5 km 정도 거리로 가까움)

⃝초계군읍지(宦蹟) 10張, 교남지(초계군 宦蹟) 卷之六十三 3張

가필 2 卷上 26張 吉男: 女金琦 → 女邊琦

•鄭穎黔의 사위 安鄫의 당고모부 鄭夏男 사위 邊璡

•鄭吉男(사직공파)의 사위 邊琦

⇨2寸(동기간)

⃝長淵邊氏族譜, 邊 , 1843

卷之一 8張(장연변보에는 邊琦 대신 邊璇, 邊璡 대신 邊瑨임)

⃝康津安氏世譜, 安思龍, 1883

卷之一 7張, 9張, 卷之二 19張

가필 3 卷上 28張 李碩臣: 子李去病

가필 4 卷上 28張 仁迪: 子嶂, 子嶸

•鄭穎黔(호군공파)의 사위 安鄫
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•鄭嶸(사직공파)의 처남 李思孝의 사위 安處孝(父 安邽)

⇨3寸

⃝康津安氏世譜, 安思龍, 1883

卷之二 19張, 20張

⃝陜川李氏族譜, (盧相稷 序) 1926

卷之一 58張, 59張

가필 5 卷上 28張 仁遇: 子訔

가필 6 卷上 29張 金世俊 → 全世俊

全世俊: 子全氣粹, 女李洵

•鄭重益(호군공파)의 사위 全聖遇(父 全氣元)

•鄭宗寭(사직공파)의 외손 全氣粹

⇨11寸

⃝全氏大同譜, 全秉悳, 大譜社, 1991

卷之六 9面, 14面, 154面

•鄭穎黔(호군공파)의 사위 安鄫(父 安居厚)

•鄭宗寭(사직공파)의 외손 全氣粹의 처부 安載厚

⇨5寸

⃝全氏大同譜, 全秉悳, 大譜社, 1991

卷之六 9面, 14面, 154面

⃝康津安氏世譜, 安思龍, 1883

卷之一 6張, 9張, 卷之二 19張

•鄭以雅(호군공파)의 사위 曺亨運의 祖 曺以天

•鄭宗寭(사직공파)의 사위 全世俊의 고모부 曺受天
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⇨2寸(동기간)

⃝昌寧曺氏世譜, 曺始永, 曺鳳愚, 1896

卷之一下 3張, 4張, 13張, 21張

⃝全氏大同譜, 全秉悳, 大譜社, 1991

卷之六 9面, 10面

•鄭友凱(호군공파)의 외손서 曺夏生(부 曺若天; 처부 朴璿)

•鄭宗寭(사직공파)의 사위 全世俊의 고모부 曺受天

⇨3寸

⃝昌寧曺氏世譜, 曺始永, 曺鳳愚, 1896

卷之一下 2張, 3張, 5張

⃝全氏大同譜, 全秉悳, 大譜社, 1991

卷之六 9面, 10面

⃝密陽朴氏世譜, 朴鼎元, 1804

卷之二 39張, 40張

가필 7 卷下 6張 師古(처부 林承信): 子周藩(서 愼景欽)周藩子

杺, 子周卿(처부 劉弘甲, 서 李珍軾)周卿子梴

•鄭穎黔(호군공파)의 처부 劉敬甲의 弟 劉弘甲의 처부 林承祚

•鄭師古(사직공파)의 처부 林承信

⇨4寸

⃝居昌劉氏世譜, 劉珣, 1833

卷之四 12張, 3張

⃝恩津林氏大同譜, 林俊植, 1983

卷之上 7面, 10面, 16面, 19面

•鄭重謙(호군공파)의 처조 愼景儁

•鄭周藩(사직공파)의 사위 愼景欽



                제2장 실날같이 이어져 내려온 호군공 회종파 185

⇨8寸

⃝居昌愼氏世譜, 愼龜重, 1737

卷之二 14張, 卷之三 24張, 25張, 27張, 30張

•鄭重臨(호군공파)의 처외조 愼詠 (鄭重臨의 처부는 洪鋌)

•鄭周藩(사직공파)의 사위 愼景欽(父 愼諯)

⇨3寸

⃝居昌愼氏世譜, 愼龜重, 1737

卷之二 14張, 卷之三 26張, 27張

⃝豊山洪氏族譜, 洪象漢, 1768

卷之二 62張

•鄭穎黔(호군공파)의 처부 劉敬甲

•鄭周卿(사직공파)의 처부 劉弘甲

⇨2寸(동기간)

⃝居昌劉氏世譜, 劉珣, 1833

卷之四 2張, 3張, 6張

•鄭重謙(호군공파)의 처부 愼格

•鄭周卿(사직공파)의 처질서 愼杓

⇨4寸

⃝居昌劉氏世譜, 劉珣, 1833

卷之四 6張

⃝居昌愼氏世譜, 愼龜重, 1737

卷之二 13張, 14張, 卷之三 11張, 24張, 25張

•鄭穎黔(호군공파)의 처고모부 愼

•鄭周藩(사직공파)의 사위 愼景欽(父 愼諯)
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⇨7寸

⃝居昌劉氏世譜, 劉珣, 1833: 卷之四 2張, 3張

⃝居昌愼氏世譜, 愼龜重, 1737

卷之二 14張, 卷之三 20張, 27張, 30張

•鄭友凱(호군공파)의 사위 李奉一

•鄭周卿(사직공파)의 사위 李珍軾(父 李彦一)

⇨7寸

⃝碧珍李氏世譜, 李埰和, 거창 五柳丙舍, 1935

卷之一 9張, 23張

가필 8 卷下 6張 成爾昌(부 成效奎; 처부 鄭以怗): 子有隣, 照隣

•鄭友凱(호군공파)의 사위 李奉一

•鄭以怗(사직공파)의 외손서 李珍固(처부 成爾昌)

⇨7寸

⃝碧珍李氏世譜, 李埰和, 거창 五柳丙舍, 1935

卷之一 9張, 14張

⃝昌寧成氏郎將公派譜, 陳巖齋, 1989

46面, 47面

•鄭穎黔(호군공파)의 처부 劉敬甲의 弟 劉弘甲의 처부 林承祚

•鄭以怗(사직공파)의 사위 成爾昌의 외조 林承信

⇨4寸

⃝居昌劉氏世譜, 劉珣, 1833

卷之四 2張, 3張

⃝恩津林氏大同譜, 林俊植, 1983

卷之上 7面, 10面, 16面, 19面

⃝昌寧成氏郎將公派譜, 陳巖齋, 1989
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46面

가필 9 卷下 6張 鄭以虎: 子鄭東望, 女愼處老

•鄭重謙(호군공파)의 처부 愼格

•鄭以怗(사직공파)의 외손서 愼處魯(처부 鄭以虎)

⇨8寸

⃝居昌愼氏世譜, 愼龜重, 1737

卷之二 13張, 14張, 卷之三 8張, 9張, 24張, 25張

⃝晋州鄭氏世譜, 序 金榥, 1954

卷之一 11張

•鄭友凱(호군공파)의 외손서 李巘(처부 李奉一)의 자 李震標

•鄭以怗(사직공파)의 외손 鄭東稷(부 鄭以虎)

⇨동서간(처부: 愼諯)

⃝居昌愼氏世譜, 愼龜重, 1737

卷之三 27張, 31張

⃝星州李氏世譜, 李應協, 1751

卷之二 48張,

가필 10 卷下 7張 安用厚: 子安郴

•鄭穎黔(호군공파)의 사위 安鄫(父 安居厚)

•鄭應星(사직공파)의 외손 安用厚

⇨3寸

⃝康津安氏世譜, 安思龍, 1883

卷之一 9張, 卷之二 19張

가필 11 卷下 7張 安居厚: 子安鄫
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•鄭穎黔(호군공파)의 사위 安鄫(父 安居厚)

•鄭應星(사직공파)의 외손 安居厚

⇨1寸

⃝康津安氏世譜, 安思龍, 1883

卷之一 9張, 卷之二 19張

가필 12 卷下 7張 翊周(부 善民): 子之淵, 子

※병신보에서는 之淵은 亨咸으로, 빈칸의 2자는 亨頀로 나옴

•鄭橚(호군공파)의 처부 李世光

•鄭翊周(사직공파)의 재종 鄭興周의 사위 李重燁(父 李世白)

⇨3寸

⃝陜川李氏族譜, (盧相稷 序) 1926

卷之一 36張

•鄭重益(호군공파)의 사위 全聖遇

•鄭亨咸(사직공파)의 처부 全濂

⇨2寸(全濂은 全聖遇의 祖임)

⃝全氏大同譜, 全秉悳, 大譜社, 1991

卷之六 14面, 154面

•鄭穎黔(호군공파)의 처부 劉敬甲의 弟 劉弘甲의 처부 林承祚

•鄭翊周(사직공파)의 처외조 林承信 (鄭翊周의 처부는 鄭昌弼)

⇨4寸

⃝居昌劉氏世譜, 劉珣, 1833

卷之四 2張, 3張

⃝恩津林氏大同譜, 林俊植, 1983

卷之上 7面, 10面, 16面, 19面
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⃝草溪鄭氏族譜, 鄭恒時, 농경출판사, 1982

卷之一 36面 (1982년 초계정보 권지일 354면에 정창필의 사위에 정익주는

안보이고 정도항이 있음)

•鄭重臨(호군공파)의 처모 愼氏의 숙부 愼諯의 사위 鄭昌訓

•鄭翊周(사직공파)의 처부 鄭昌弼

⇨8寸

⃝居昌愼氏世譜, 愼龜重, 1737

卷之三 27張, 31張

⃝草溪鄭氏族譜, 鄭恒時, 농경출판사, 1982

卷之一 35面, 36面 (1982년 초계정보 권지일 354면에 정창필의 사위에 정

익주는 안보이고 정도항이 있음)

•鄭重恒(호군공파)의 처부 金八會

•鄭亨咸(사직공파)의 사위 金八始

⇨8寸

⃝義城金氏族譜, 金道行, 1802

卷之一 52張, 59張, 73張

가필 13 卷下 7張 經周: 子之渭

※병신보에서는 之渭는 亨章으로 나옴

•鄭穎黔(호군공파)의 처부 劉敬甲

•鄭亨章(사직공파)의 처외조 劉後甲 (鄭亨章의 처부는 文行迪)

⇨4寸

⃝居昌劉氏世譜, 劉珣, 1833

卷之四 2張, 3張, 7張, 10張

⃝南平文氏大同譜, 南平文氏大宗會, 뿌리출판사, 1995

卷之一 250面, 251面
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•鄭良黔(호군공파)의 처부 李元弼

•鄭經周(사직공파)의 처모 성주이씨

⇨6寸

⃝星州李氏世譜, 李祖赫, 1924

卷之二 28張, 29張

⃝晋州邢氏世譜, 邢南表, 2003

卷之一 100面

•鄭友凱(호군공파)의 외손서 李巘(처부 李奉一)

•鄭經周(사직공파)의 처부 邢昌運의 배위 성주이씨

⇨2寸(동기간)

⃝星州李氏世譜, 李祖赫, 1924

卷之二 27張, 28張

⃝晋州邢氏世譜, 邢南表, 2003

卷之一 100面

•鄭友凱(호군공파)의 외손 李壽杞

•鄭經周(사직공파)의 처남 邢景商의 처부 李壽杞

⇨동일인

⃝碧珍李氏世譜, 李埰和, 거창 五柳丙舍, 1935

卷之一 9張, 10張

⃝晋州邢氏世譜, 邢南表, 2003

卷之一 100面

•鄭友凱(호군공파)의 외손 李壽柟

•鄭經周(사직공파) 본인

⇨동서간(처부: 邢昌運)

⃝星州李氏世譜, 李祖赫, 1924
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卷之二 28張

⃝晋州邢氏世譜, 邢南表, 2003

卷之一 100面, 105面

•鄭光烈(호군공파)의 사위 徐憕의 아들 徐泰望
•鄭亨章(사직공파)의 처남 文南耆의 사위 徐泰望

⇨동일인

⃝利川徐氏恭度公派世譜, 徐聖澤, 2005

卷二 20面

⃝南平文氏大同譜, 南平文氏大宗會, 뿌리출판사, 1995

卷之一 250面, 251面

가필 14 卷下 11張 宗林(처부 李亨禔): 武◯◯

※을미보의 宗林이 병신보에는 林宗으로 수정되었음

•鄭橚(호군공파)의 처남 李重元의 처부 李寔(從祖 李亨禔)

•鄭林宗(참판공파)의 처부 李亨禔

⇨3寸

⃝陜川李氏族譜, (盧相稷 序) 1926

卷之一 36張

⃝星川李氏族譜, 李相信, 1922

卷五 15張

가필 15 卷下 11張 澮: 林封, 林隆(처부 金是璉)

•鄭明黔(호군공파)의 처부 安維漢

•鄭澮(참판공파)의 처사촌 趙澳의 처부 安俊漢

⇨2寸(동기간)

⃝廣州安氏世譜, 安正福, 1790
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卷二上 5張, 6張

⃝咸安趙氏大同譜, 회상사, 趙亮濟, 1979

卷三編집의공파 4面

•鄭橚(호군공파)의 처고모부 辛萬熙 (鄭橚의 처부는 安處徵)

•鄭澮(참판공파)의 사위 辛萬榮

⇨2寸(동기간)

⃝靈山寧越辛氏大同譜, 영산영월신씨대대종회, 가승미디어, 2002

卷之十三 90面

⃝康津安氏世譜, 安思龍, 1883

卷之一 31張, 33張

•鄭之雅(호군공파)의 처부 金天澤의 손 金是黯

•鄭澮(참판공파)의 사위 辛萬榮의 외조 金是黯

⇨동일인

⃝義城金氏族譜, 金道行, 1802

卷之七 1張, 7張

⃝靈山寧越辛氏大同譜, 영산영월신씨대대종회, 가승미디어, 2002

卷之十三 90面

•鄭之雅(호군공파)의 배위 의성김씨

•鄭林封(참판공파)의 처부 金重呂

⇨4寸(金重呂의 대고모부는 鄭之雅임)

⃝義城金氏族譜, 金道行, 1802

卷之七 1張, 9張

•鄭重謙(호군공파)의 처증조 金是瓚

•鄭林隆(참판공파)의 처부 金是璉
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⇨4寸

⃝瑞興金氏大同譜, 金秉義, 回想社, 1984

卷之三 3面, 10面, 150面

가필 16 卷下 11張 潽: 林重

•鄭穎黔(호군공파)의 처부 劉敬甲

•鄭潽(참판공파)의 처부 劉翼龍

⇨5寸

⃝居昌劉氏世譜, 劉珣, 1833

卷之四 2張, 3張, 7張, 8張,

•鄭顗黔(호군공파)의 처부 愼興業

•鄭林重(참판공파)의 처부 愼述先

⇨6寸

⃝居昌愼氏世譜, 愼龜重, 1737

卷之四 4張, 17張, 18張, 20張

•鄭光烈(호군공파)의 외손 徐泰望의 처부 文南耆

•鄭林重(참판공파)의 처부 愼述先의 자부 남평문씨

⇨3寸(숙질녀간)

⃝利川徐氏恭度公派世譜, 徐聖澤, 2005

卷二 20面

⃝南平文氏大同譜, 南平文氏大宗會, 뿌리출판사, 1995

卷之一 250面, 251面

⃝居昌愼氏世譜, 愼龜重, 1737

卷之四 18張, 19張

•鄭重恒(호군공파)의 처외조河晋孝(처부金八會)의 처부崔夢龍
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•鄭林重(참판공파)의 처부 愼述先의 처조 崔夢龍

⇨동일인

⃝陽川崔氏世譜, 序 李寅升, 1834

卷之一 14張, 16張, 19張

⃝晋陽河氏大同譜, 河泰, 回想社, 1984

卷之九 11面

⃝居昌愼氏世譜, 愼龜重, 1737

卷之四 18張, 19張

•鄭以雅(호군공파)의 외손서 鄭延厚(처부 李奉一)의 자부 양천

최씨

•鄭林重(참판공파)의 처부 愼述先의 처부 崔鳳儀

⇨3寸(崔鳳儀가 숙부임)

⃝迎日鄭氏世譜, 迎日鄭氏世譜廳, 回想社, 1981

卷之一 53面, 1223面, 1224面

⃝陽川崔氏世譜, 序 李寅升, 1834

卷之一 16張, 17張

⃝居昌愼氏世譜, 愼龜重, 1737

卷之四 18張, 19張

•鄭以雅(호군공파)의외손서曺夏生(처부朴璿)의 사위鄭崇履의

부鄭延廓

•鄭林重(참판공파)의 처부 愼述先

⇨동서간(처부: 崔鳳儀)

⃝陽川崔氏世譜, 序 李寅升, 1834

卷之一 14張, 15張, 16張

⃝居昌愼氏世譜, 愼龜重, 1737

卷之四 18張, 19張
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가필 17 卷下 11張 瀂: 子林光(처부 成必容), 林芳
•鄭碩黔(호군공파)의 처부 成以道

•鄭林光(참판공파)의 처부 成必容

⇨11寸

⃝昌寧成氏貞節公派譜, 成樂福, 回想社, 1980

上卷 230面, 下卷 560面

가필 18 卷下 11張 弘鑮: [女]金重鼎 无后

•鄭之雅(호군공파)의 배위 의성김씨

•鄭弘鑮(참판공파)의 사위 金重鼎

⇨4寸(鄭之雅는 金重鼎의 대고모부임)

⃝義城金氏族譜, 金道行, 1802

卷之七 1張, 9張

가필 19 卷下 11張 弘鑮: [女]愼濟

※병신보에는 弘鑮의 女에 愼游(부 愼含章)임

•鄭重益(호군공파)의 처부 鄭宗弼의 고모 초계정씨

•鄭弘鑮(참판공파)의 사위 愼游의 외조모 초계정씨

⇨동일인

⃝居昌愼氏世譜, 愼龜重, 1737

卷之三 25張

⃝草溪鄭氏族譜, 鄭大姬, 초계 玉田齋宮, 1763

卷之一 68張

•鄭重謙(호군공파)의 처부 愼格의 외조 鄭惟愼

•鄭弘鑮(참판공파)의 사위 愼游의 외조모 초계정씨
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⇨4寸

⃝居昌愼氏世譜, 愼龜重, 1737

卷之三 24張, 25張

⃝草溪鄭氏族譜, 鄭大姬, 초계 玉田齋宮, 1763

卷之一 69張, 70張

•鄭友凱(호군공파)의 사위 鄭隆

•鄭弘鑮(참판공파)의 사위 愼游의 외조모 초계정씨

⇨7寸(愼含章의 처모 초계정씨는 鄭隆의 재종고모임)

⃝草溪鄭氏族譜, 鄭大姬, 초계 玉田齋宮, 1763

卷之一 67張, 69張

가필 20 卷下 11張 泳(부 弘錫): 子林明子元杰子再昌,亨杰

•鄭之雅(호군공파)의 처남 金柅의 처부 孔繼伋

•鄭弘錫(참판공파)의 처남 金南献의 처부 孔繼伋

⇨동일인 (鄭弘錫의 처가가 초계택리임)

⃝義城金氏族譜, 金道行, 1802

卷之七 7張, 9張

⃝彦陽金氏族譜, 金昞植, 1981

卷之一 66面, 67面

⃝全氏大同譜, 全秉悳, 大譜社, 1991

卷之六 18面

•鄭之雅(호군공파)의 처부 金天澤

•鄭弘錫(참판공파)의 從祖 鄭彦誠의 처부 金天洽

⇨4寸

⃝義城金氏族譜, 金道行, 1802

卷之二 1張, 卷之七 1張, 9張, 20張, 22張,
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•鄭重益(호군공파)의 사위 鄭姬尙

•鄭弘錫(참판공파)의 동서 文顒의 사위 鄭姬僑

⇨6寸

⃝草溪鄭氏族譜, 鄭大姬, 초계 玉田齋宮, 1763

卷之三 4張, 卷之五 33張

⃝草溪鄭氏族譜, 鄭恒時, 농경출판사, 1982

卷之一 44面, 45面, 410面, 411面, 417面

•鄭恕(호군공파)의 외증손서 李義男

•鄭弘錫(참판공파)의 처외조 李義男

⇨동일인

⃝江陽李氏侍中公派世譜, 李源柏, 1928

卷之二 30張, 38張(이씨보에는 金信이 李義男의 동항렬이나 김씨보에는

사위임)

⃝彦陽金氏族譜, 金昞植, 1981

卷之一 66面, 67面

⃝晋州姜氏世譜, 姜鋧, 白閣精舍, 1727

卷之六 1張

⃝晋州姜氏族譜:晋陽姜氏關西公派譜(1982)영인본, 姜英淳, 1998

卷之一 9面

가필 21 卷下 11張 浟: 子林泰子東杰子再聖,南杰再時

•鄭重益(호군공파)의 사위 鄭姬尙

•鄭林泰(참판공파)의 사위 鄭姬元

⇨6寸

⃝草溪鄭氏族譜, 鄭大姬, 초계 玉田齋宮, 1763

卷之三 4張, 卷之五 33張

⃝草溪鄭氏族譜, 鄭恒時, 농경출판사, 1982
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卷之一 44面, 45面, 410面, 411面, 421面

•鄭重益(호군공파)의 사위 鄭姬尙

•鄭林泰(참판공파)의 제 鄭林大의 처부 鄭榰

⇨5寸

⃝草溪鄭氏族譜, 鄭鳴玉, 1703

卷四 제6편 57張, 70장, 71장

•鄭碩黔(호군공파)의 처남 成萬江의 사돈 李亨萬

•鄭東杰(참판공파)의 처부 李奎濂

⇨3寸

⃝昌寧成氏族譜, 成頀永, 麥山齋, 1926

卷之一 35張, 38張

⃝星川李氏族譜, 李相信, 1922

卷一 2張, 卷五 9張, 13張, 14張

가필 22 卷下 11張 金是點(부 金楚客): 子金重夏,子金重殷,子金

重漢,女郭思諸

가필 23 卷下 11張 金是黯(부 金楚客): 女宋時祥,子重萬,女愼徽,

女李時樞

※의성김보에는 金楚客이 金柅로 나옴

•鄭之雅(호군공파)의 처부 金天澤

•鄭恒(참판공파)의 외손서 金楚客(처부 孔繼伋)

⇨1寸(부자간) [金天澤의 아들 金柅[楚客]의 묘와 金天澤의 子婦

공씨(孔繼伋의 딸)의 묘는 초계에 있음]

⃝義城金氏族譜, 金道行, 1802
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卷之七 7張, 8張, 9張

•鄭之雅(호군공파)의 처남 金柅[楚客]

•鄭澮(참판공파)의 사위 辛萬榮(부 辛徽)의 외조 金是黯

⇨1寸(父子間)

⃝靈山寧越辛氏大同譜, 영산영월신씨대대종회, 가승미디어, 2002

卷之十三 90面

⃝義城金氏族譜, 金道行, 1802

卷之七 7張, 8張, 9張

가필 24 卷下 12張 弘鐘: 武科

가필 25 卷下 12張 弘 : 生員

•鄭桓(호군공파)의 처부 河禹泰(합천 돈평 거주)

•鄭弘 (참판공파)의 매부 河之泳(합천 돈평 거주)

⇨10寸

⃝晋陽河氏大同譜, 河泰, 회상사, 1984

卷之八 22面, 卷之九 11面

가필 26 卷下 12張 鄭塤: [女]徐達昌

가필 27 卷下 12張 弘鏴: 武科

가필 28 13張 弘鉉: 女都萬相,宋之凝,子氵奎,氵軫

※병신보에는 弘鉉의 子에 湜(처부 고양田萬里)과 浻(처부 단양

禹弼寅)임 (1830년 참판공파보 卷之十九 1장 湜의 방주에 보면
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初諱 氵奎로 나옴; 浻은 氵軫의개명된 이름인지 알 수 없음)

•鄭重益(호군공파)의 사위 全聖遇의 제 全聖寶의 처부 都萬城

•鄭弘鉉(참판공파)의 사위 都萬相

⇨6寸

⃝星州都氏大同譜, 성주도씨대동보편찬위원회, 회상사, 1988

卷之一 799面, 804面

•鄭碩黔(호군공파)의 동서 呂孝閔의 사위 都萬華

•鄭弘鉉(참판공파)의 사위 都萬相

⇨10寸

⃝星州都氏大同譜, 성주도씨대동보편찬위원회, 회상사, 1988

卷之一 762面, 799面

⃝昌寧成氏族譜, 成瑍, 1709

卷之三 91張

⃝昌寧成氏族譜, 成頀永, 麥山齋, 1926

卷之一 35張, 38張

•鄭晟(호군공파)의 처부 田宜井

•鄭弘鉉(참판공파)의 사위 宋之凝의 모 담양(고양)전씨

⇨4寸

⃝潭陽田氏族譜, 田霦, 의령 宝泉寺, 1700

33張, 70張, 71張, 73張,

⃝恩津宋氏族譜(4권보), 은진송씨문헌번역편찬회, 미화옵셋인쇄사, 1981

卷之一 一百張

•鄭晟(호군공파)의 배위 담양(고양)전씨

•鄭湜(참판공파)의 처부 田萬里
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⇨2寸(동기간)

⃝潭陽田氏族譜, 田霦, 의령 宝泉寺, 1700

70張, 71張

⃝潭陽田氏族譜, 田景皞, 鼓舞齋, 1897

卷之一 23張, 25張

•鄭以雅(호군공파)의 외손 張宇[遇,友]翰의 처부 田羲井

•鄭湜(참판공파)의 처부 田萬里

⇨5寸

⃝潭陽田氏族譜, 田霦, 의령 宝泉寺, 1700

32張, 33張, 70張, 72張,

⃝潭陽田氏族譜, 田景皞, 鼓舞齋, 1897

卷之一 23張, 36張

⃝高陽田氏族譜, 田吉秀, 도서출판 거북골, 2004

58面, 69面

⃝昌寧張氏族譜, 張仁昊, 창녕 澗巖齋, 1948

卷之二 17張

•鄭穎黔(호군공파)의 처부 洪質

•鄭弘鉉(참판공파)의 외조모풍산홍씨 (鄭弘鉉의 외조는 李民逸)

⇨3寸

⃝豊山洪氏族譜, 洪象漢, 1768

卷之二 70張, 71張

•鄭之雅(호군공파)의 처삼촌 金天洽의 손서 鄭昌胤

•鄭湜(참판공파)의 조부 鄭昌榮

⇨4寸

⃝義城金氏族譜, 金道行, 1802

卷之二 1張, 卷之七 1張, 9張, 20張, 21張,
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•鄭之雅(호군공파)의 처삼촌 金天洽의 사위 鄭彦誠

•鄭湜(참판공파)의 조부 鄭昌榮

⇨5寸

⃝義城金氏族譜, 金道行, 1802

卷之二 1張, 卷之七 1張, 9張, 20張, 22張,

•鄭以雅(호군공파)의 외손 張宇(遇,友)翰의 처부 田羲井

•鄭浻(참판공파)의 처외조 田泰井 (鄭浻의 처부는 禹弼寅)

⇨2寸(동기간)

⃝潭陽田氏族譜, 田霦, 의령 宝泉寺, 1700

33張, 72張,

⃝高陽田氏族譜, 田吉秀, 도서출판 거북골, 2004

58面, 69面

⃝丹陽禹氏譜族譜, 禹錫元, 1917

卷之四 55張, 56張

•鄭重世(호군공파)의 처부 禹弼永

•鄭顗黔(호군공파)의 동서 禹弼永

•鄭浻(참판공파)의 처부 禹弼寅

⇨6寸

⃝丹陽禹氏譜族譜, 禹錫元, 1917

卷之四 55張, 56張

⃝居昌愼氏世譜, 愼龜重, 1737

卷之四 17張

가필 29 13張 弘釴: 女李和新

•鄭橚(호군공파)의 처남 李重元의 처부 李寔

•鄭弘釴(참판공파)의 사위 李和新
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⇨5寸

⃝陜川李氏族譜, (盧相稷 序) 1926

卷之一 36張

⃝星川李氏族譜, 李相信, 1922

卷五 15張, 16張

•鄭光烈(호군공파)의 외손 徐泰望의 사위 河潤漢

•鄭弘釴(참판공파)의 외손서 河潤輔[普](처부 李和新)

⇨2寸(동기간)

⃝星川李氏族譜, 李相信, 1922

卷五 16張 (李和新 사위 河潤普 누락; 병신보와 진양하보에는 나옴)

⃝利川徐氏恭度公派世譜, 徐聖澤, 2005

卷二 20面

⃝晋陽河氏大同譜, 河泰, 回想社, 1984

卷之八 1面, 2面

•鄭光烈(호군공파)의 외손 徐泰望의 사위 河潤漢

•鄭弘釴(참판공파)의 외손서 河潤夏(처부 李和新)

⇨4寸

⃝星川李氏族譜, 李相信, 1922

卷五 16張 (李和新 사위 河潤夏 누락; 병신보와 진양하보에는 나옴)

⃝利川徐氏恭度公派世譜, 徐聖澤, 2005

卷二 20面

⃝晋陽河氏大同譜, 河泰, 回想社, 1984

卷之八 1面, 2面

가필 30 13張 宋時望: 生員

•鄭晟(호군공파)의 사위 裵一虎
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•鄭昌榮(참판공파)의 외손 宋世望의 처모 분성배씨

⇨5寸

⃝盆城裵氏世譜, 裵泰中, 1862

卷之一 27張

⃝礪山宋氏大同譜, 宋世煥, 회상사, 1989

卷之二 100面

⃝草溪鄭氏族譜, 鄭大姬, 초계 玉田齋宮, 1763

卷之二 43張

•鄭晟(호군공파)의 처남 田萬郊

•鄭昌榮(참판공파)의 외손 宋世望(제 宋時望)의 사돈 田萬郊

⇨동일인

⃝潭陽田氏族譜, 田霦, 의령 宝泉寺, 1700

70張

⃝潭陽田氏族譜, 田景皞, 鼓舞齋, 1897

卷之一 24張

⃝礪山宋氏大同譜, 宋世煥, 회상사, 1989

卷之二 100面

⃝草溪鄭氏族譜, 鄭大姬, 초계 玉田齋宮, 1763

卷之二 43張

•鄭晟(호군공파)의 사위 裵一虎

•鄭昌榮(참판공파)의 외손 宋世望(제 宋時望)의 사위 裵一成

⇨6寸

⃝盆城裵氏世譜, 裵泰中, 1862

卷之一 25張, 27張

⃝草溪鄭氏族譜, 鄭大姬, 초계 玉田齋宮, 1763

卷之二 43張
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가필 31 13張 羅以達(부 羅琡): 振繪

•鄭友凱(호군공파)의 동서 羅瑢

•鄭昌榮(참판공파)의 사위 羅以達

⇨7寸

⃝壽城羅氏世譜, 수성라씨세보소, 보문사, 1998

一 38面, 45面

⃝慶州裵氏大族譜, 裵絳, 칠곡 松林寺, 1765

卷之二 27張, 卷之六 35張, 36張

(5). 종손소장본 병신보의 호군공 회종파 가필

卷22

1장 21세 桓: 室苞山郭氏寧之之女

(22세)子弘宇 室全儀[義]李氏儀桂女也

(23세)子元興 室居昌竹山全氏

(22세)子弘宙 室丹城密陽朴氏采球女也

(23세)子元五 室丹城商山金氏光漢女也

(23세)子元道 室陜川南平文氏學世女也

(23세)女李運慶

21세 朴台文: (22세)女

(22세)女

20세 重信: (21세)女南鵬翰 (22세)子南極參

21세 崔萬重: (22세)子崔崑 (23세)子崔啓運

21세 崔萬行: (22세)子崔崙 (23세)子崔成運

20세 崔應台: (21세)子崔萬紀 (22세)子崔㠎 (23세)子崔敬運

21세 曺友諒: (22세)女郭潤琮 (23세)子元泰, 利泰, 貞泰

20세 重益: (21세)女朴漢球
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2장 20세 重臨: (21세)女禹惟德

21세 楷: (22세)子弘甲 (23세)子元東

(22세)女金命海

20세 重義 女: (21세)李震采

20세 鄭榮時: (21세)子鄭琬 (22세)子鄭昌徵

(21세)女李彦諶 (22세)子李林虎

(21세)女金翰世 (22세)子金挺垕

(21세)子鄭瑜

(22세)子鄭觀徵, 女林鳳徵, 女郭東翰

3장 21세 栻: (22세)子弘東

(22세)女

20세 重世: 父弼永 (21세)子栩 (22세)子弘奎, 女

20세 重謙: (21세)子 (22세)子弘東 出系 室玄風郭氏夢九

女也 (23세)子元國 室

(21세)女鄭萬斌, 女安世復, 女金國鑌, 子

20세 重泰: (21세)子椷 室鐵城李氏父東伯

(22세)女金成揖, 子弘邦, 子弘榮, 子弘龍

出繼

(21세)子機 (22세)子弘龍出繼

(22세)子弘翼室陜川盆城裵氏思裕女也

(22세)女鄭

20세 重恒: 甲寅生別世于丙辰正月二十八日壽六十三墓山在於

郡南伯岩面艮坐之原

(21세)子橚室陜川父世光无后后室耽津安氏父處徵

(22세)子弘龍室耽津安氏大允女也
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<호군공회종파 가필> 권22의 1장(전면)
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<호군공회종파 가필> 권22의 1장(후면)
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<호군공회종파 가필> 권22의 2장(전면)
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<호군공회종파 가필> 권22의 2장(후면)
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<호군공회종파 가필> 권22의 3장(전면)
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<호군공회종파 가필> 권22의 3장(후면)



                제2장 실날같이 이어져 내려온 호군공 회종파 213

(6). 종손소장본 병신보의 타파 가필

<加筆 1> 卷十六 6장 觀國: 改名 應東 子思橋

玄升: 子後東, 子道東

<加筆 1>
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<加筆 2> 卷十六 25장 國恒: 懿慶, 履慶

<加筆 2>
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<加筆 3> 卷十六 26장 嶂: 女李思謙

國成: 祖慶, 應慶

嶸: 子國礎, 女李師存

<加筆 3>
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<加筆 4> 卷十六 29장 全聖新 → 全聖臣

旌善人 → 完山人

全聖臣: 子全命老子全斗瑞,女李永華,子

全命益,子全命受

<加筆 4>
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(7). 종손소장본 병신보의 타파 가필 고증

<加筆 1> 卷十六 6장 觀國: 改名 應東

玄升: 子後東, 子道東

•鄭穎黔(호군공파)의 사위 安鄫의 제수 진양정씨

•鄭玄升(사직공파)의 처부 鄭有衡

⇨2寸(동기간)

⃝康津安氏世譜, 安思龍, 1883

卷之二 20張

⃝晋州鄭氏世譜, 序 金榥, 1954

卷之一 42張

•鄭穎黔(호군공파)의 사위 安鄫의 자 安是甲

•鄭玄升(사직공파)의 처부 鄭有衡의 사위 鄭鐫의 제 鄭銓

⇨동서간(처부 金壽長)

⃝康津安氏世譜, 安思龍, 1883

卷之二 19張

⃝晋州鄭氏世譜, 序 金榥, 1954

卷之一 42張

⃝光山金氏良簡公派譜, 金昇洙, 回想社, 1984

卷之二 575面, 581面

•鄭重益(호군공파)의 사위 全聖遇

•鄭應東(사직공파)의 처부 全琥

⇨11寸

⃝全氏大同譜, 全秉悳, 大譜社, 1991

卷之六 9面, 14面, 83面, 101面, 154面

<加筆 2> 卷十六 25장 國恒: 懿慶, 履慶
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•鄭重謙(호군공파)의 사위 安世復

•鄭國礎(사직공파)의 사위 安世章

⇨4寸

⃝康津安氏世譜, 安思龍, 1883

卷之一 7張, 64張, 65張, 66張, 67張

•鄭碩黔(호군공파)의 처부 成以道의 증손서 鄭懿慶

•鄭國恒(사직공파)의 아들 鄭懿慶

⇨동일인

⃝昌寧成氏貞節公派譜, 成樂福, 回想社, 1980

下卷 560面

<加筆 3> 卷十六 26장 嶂: 女李思謙

國成: 祖慶, 應慶

嶸: 子國礎, 女李師存

•鄭穎黔(호군공파)의 사위 安鄫의 제 安郈의 사돈 鄭嶸

•鄭嶂(사직공파) 본인

⇨2寸(동기간)

⃝康津安氏世譜, 安思龍, 1883

卷之一 9張, 卷之二 19張, 23張, 25張

•鄭穎黔(호군공파)의 사위 安鄫의 조카 安處孝의 처부 李思孝

•鄭嶂(사직공파)의 사위 李思謙

⇨4寸

⃝康津安氏世譜, 安思龍, 1883

卷之一 9張, 卷之二 19張, 20張

⃝陜川李氏族譜, (盧相稷 序) 1926

卷之一 58張, 60張, 64張
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•鄭橚(호군공파)의 처부 李世光

•鄭嶂(사직공파)의 재종질 鄭國櫓의 사돈 李世郁

⇨4촌

⃝江陽李氏侍中公派世譜, 李源柏, 1928

卷之二 34張, 36張

•鄭穎黔(호군공파)의 사위 安鄫

•鄭國成(사직공파)의 처부 安郈

⇨2寸(동기간)

⃝康津安氏世譜, 安思龍, 1883

卷之一 9張, 卷之二 19張, 23張, 25張

<加筆 4> 卷十六 29장 全聖新 → 全聖臣

旌善人 → 完山人

全聖臣: 子全命老子全斗瑞,女李永華,子

全命益,子全命受

•鄭重益(호군공파)의 사위 全聖遇

•鄭宗恩(사직공파)의 외손서 全聖臣(처부 成昌達)

⇨8寸

⃝全氏大同譜, 全秉悳, 大譜社, 1991

卷之六 14面, 17面, 154面, 185面

⃝昌寧成氏貞節公派譜, 成樂福, 回想社, 1980

下卷 59面, 560面

•鄭之雅(호군공파)의 외손서 辛大謙(처부 鄭友邦[仁])

•鄭應東(사직공파)의 처부 全琥의 배위 영산신씨

⇨2寸(동기간)
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⃝草溪鄭氏族譜, 鄭大姬, 초계 玉田齋宮, 1763

卷之三 11張

⃝全氏大同譜, 全秉悳, 大譜社, 1991

卷之六 83面, 101面

⃝靈山寧越辛氏大同譜, 대경출판사, 1981

卷之一 248張, 249張

•鄭碩黔(호군공파)의 처부 成以道

•鄭宗恩(사직공파)의 사위 成昌達

⇨7寸

⃝昌寧成氏貞節公派譜, 成樂福, 回想社, 1980

上卷 28面, 228面, 366面, 369面, 下卷 59面, 561面, 506面, 560面

•鄭碩黔(호군공파)의 처남 成萬河의 처조 曺受天

•鄭宗恩(사직공파)의 사위 成昌達의 외조 曺以天

⇨2寸(동기간)

⃝昌寧成氏貞節公派譜, 成樂福, 回想社, 1980

上卷 28面, 228面, 366面, 369面, 下卷 59面, 561面, 506面, 560面

⃝昌寧曺氏世譜, 曺始永, 曺鳳愚, 1896

卷之一下 3張, 10張, 12張

•鄭重義(호군공파)의 사위 李震采의 대고모부 成昌顯

•鄭宗恩(사직공파)의 사위 成昌達

⇨6寸

⃝昌寧成氏貞節公派譜, 成樂福, 回想社, 1980

上卷 367面, 368面, 369面, 下卷 59面, 802面

⃝碧珍李氏世譜, 李承源, 성주 명곡 山花齋, 1912

卷之三十 1張, 2張, 4張
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•鄭以雅(호군공파)의 사위 曺亨運의 조 曺以天

•鄭宗恩(사직공파)의 사위 成昌達의 외조 曺以天

⇨동일인

⃝昌寧曺氏世譜, 曺始永, 曺鳳愚, 1896

卷之一下 3張, 4張, 13張, 21張

⃝昌寧成氏貞節公派譜, 成樂福, 回想社, 1980

下卷 59面

•鄭顗黔(호군공파)의 처부 愼興業의 조 愼守

•鄭宗恩(사직공파)의 처모 거창신씨 (鄭宗恩의 처부는 文約)

⇨2寸(동기간)

⃝居昌愼氏世譜, 愼龜重, 1737

卷之四 4張, 15張, 17張

•鄭穎黔(호군공파)의 외손 安是甲

•鄭宗恩(사직공파)의 증손 鄭銓

⇨동서간(처부: 金壽長)

⃝康津安氏世譜, 安思龍, 1883

卷之一 9張, 卷之二 19張

⃝光山金氏良簡公派譜, 金昇洙, 回想社, 1984

卷之二 575面, 581面

•鄭光烈(호군공파)의 외손자 安是泰의 처부 李挺陽

•鄭維和(사직공파)의 처남 曺瀷의 처부 李顯陽

⇨2寸(동기간)

⃝昌寧曺氏世譜, 曺始永, 曺鳳愚, 1896

卷之一下 21張, 22張

⃝江陽李氏侍中公派世譜, 李源柏, 1928

卷之二 35張, 36張, 37張
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부록

동래정씨족보 간행사

※필자가 조사한 범위 내에서 족보의 간행 사실만을 정리한 자료로 누락이 있

을 수 있으며, 기재내용도 수정 및 보완해야 할 곳이 많이 있을 것임.

※좁은 범위의 지파보가 넓은 범위의 파보명을 사용한 족보가 많으며, 그 좁은

지파명을 일일이 다 확인하지 못했음.

※혹시 있을 수 있는 극히 일부 족보의 극히 일부 내용상 시비에 대해서는 고찰

하지 않았음.

연
번

족보명
(표제 또는 권두제 또는 판심제)

책수
발행인,
序跋撰者

지역, 보청,
출판사

연도

1
東萊鄭氏族譜(파보)
(결성공휘龜齡후손보; 서문만 전함)

序:鄭惟吉
1585
을유

2 東萊鄭氏族譜(별보)
(호장공휘先祚후손보)

鄭大民 1629
기사

3

東萊鄭氏世譜
(원소장자 호군공회종파 鄭龍謨)

2

序:李敏求
跋:鄭良弼

星州 蒜
산

洞
(현 고령군덕
곡면 만하리)

※낙질표시본
은 上下 2책
중 모두上缺

1655
을미

東萊鄭氏世譜
(鄭珍謨소장)

2

東萊鄭氏世譜
(국립중앙도서관: 하권후미의 銘誌
누락)

2

東萊鄭氏世譜
(국립중앙도서관)

2
(낙질)

東萊鄭氏世譜
(한국학중앙연구원장서각)

2
(낙질)

東萊鄭氏世譜
(한국학중앙연구원장서각)

2
(낙질)

東萊鄭氏世譜
(한국국학진흥원)

2
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3

東萊鄭氏世譜
(한국국학진흥원)

2
(낙질)

東萊鄭氏世譜
(국사편찬위원회 이미지 소장: 사료참
조코드 DGJ017_10_06K0014)

2
(낙질)

東萊鄭氏世譜
(복사본소장: 부천족보도서관

원본소장: 鄭⃝⃝)

2

4
東萊鄭氏族譜錄(별보)
(호장공휘先祚후손보)
(이미지사본 鄭珍謨소장)

1
序文撰者
미표기

※1629년 鄭大
民공이 重修한
별보의 重刊본

1674
갑인

5

표제: 東萊世譜
(仁義禮智信 5책으로成冊; 호군공회
종파종손鄭容峻소장)

5
(완질)

鄭后玄
鄭鳳齡
鄭時杰
序:鄭必東
跋:鄭東後

慶州府開刊

칠곡

※표지에 붓으
로 쓴 표제는
여러가지이지
만 목판으로
인쇄된 권두제
는 모두 東萊
鄭氏族譜로 동
일함

※몇차례소
량으로후인본
[후쇄본]을간
행하였음

1716
병신

표제: 東萊鄭氏族譜
(一二三四五 5책으로成冊; 계담공파
문중(鄭永謨 기증))

5
(완질)

표제: 東萊鄭氏族譜
(鄭珍謨소장)

6

표제: 東萊鄭氏族譜
(鄭珍謨소장)

6

표제: 東萊世譜
(한국학중앙연구원장서각)

6

표제: 없음
(계명대 동산도서관)

6

표제: 族譜
(미국 UC Berkeley 동아시아도서관)

6

표제: 東萊鄭氏族譜
(元亨利貞 4책으로成冊; 계명대동산
도서관 亨缺)

4
(낙질)

표제: 蓬山譜牒
(鄭在鏞[1, 2, 3]+鄭文甲[4, 5, 6])

6

표제: 東萊鄭氏族譜
(한국국학진흥원 제6책만 소장)

6
(낙질)

東萊鄭氏族譜
(산청군생초면 鄭⃝⃝소장)

6
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5

東萊鄭氏族譜
(봉천군7대손초은공문중소장)

6

표제: 東萊鄭氏族譜
(영광 지산사 소장; 2019년에 한국학
호남진흥원에 기탁(?))

6

6

東萊鄭氏世譜(대호군공파)
(鄭元夏소장)

2

序:鄭東僑
跋:鄭胤泰

※낙질표시본
卷下 缺

1746
병인

1748
무진

東萊鄭氏世譜(대호군공파)
(鄭興齊소장)

2

東萊鄭氏世譜(대호군공파)
(鄭興齊소장)

2
(낙질)

東萊鄭氏世譜(대호군공파)
(국립중앙박물관 소장품번호 구3971)

2

7

권두제: 東萊鄭氏別譜
(鄭錫大소장)

1
鄭師玄
鄭得命
鄭萊興
序:鄭弘謙

1766
병술

권두제: 東萊鄭氏別譜
(고서상 김동영소장 → 鄭珍謨소장)

1

권두제: 東萊鄭氏別譜
(복사본 鄭相琪소장)

1

8

東萊鄭氏世譜(대호군공파)
(鄭吉洙소장)

6

序:宋煥箕
跋:鄭允喬

1802
임술

東萊鄭氏世譜(대호군공파)
(鄭會壽소장)

6

東萊鄭氏族譜(대호군공파)
(鄭珍謨소장)

6

東萊鄭氏世譜(대호군공파)
(성균관대 존경각)

6

東萊鄭氏族譜(대호군공파)
(국사편찬위원회 이미지 소장: 사료참
조코드 DJB008_07_02R0020)

6

9
문경공 후손 가승보
(1905년 족보에 병술년 鄭述容의 구
발 수록)

跋:鄭述容
1826
병술
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10

東萊鄭氏族譜(참판공파)
(鄭永煥소장)

2
序:鄭翼鎭
鄭潤甲

跋:鄭再璉
鄭樹仁

星州 蒜
산

洞
(현 고령군덕

곡면 만하리)

1830
경인

東萊鄭氏族譜(참판공파)
(鄭珍謨소장)

2

東萊鄭氏派譜(참판공파)
(계명대 동산도서관)

2

11

東萊鄭氏派譜
(봉천군인운파보; 사직공지운, 부사직
공신운, 무과공상운 일부 후손 합보)
(鄭珍謨소장)

3

序:鄭修東
鄭東奎

跋:鄭維軫
鄭仁權

1830
경인

12
東萊鄭氏直長公派譜
(靖節公휘矩증손직장공휘仁豪)

(경기대 중앙도서관 제1책 소장)

?
(낙질)

序:鄭斗休
※鄭斗休(1791
-1879); 愼百
齋遺集 참조

1832
임진

13
東萊鄭氏派譜[표제: 小譜]
(수죽공휘昌衍 자손보)

3
鄭基一
鄭世翼

※미간행 필사
본으로 수죽공
파보(1859)의
바탕이 되었음

1836
병신

14
東萊鄭氏世譜(대호군공파)
(鄭會壽소장, 국립중앙도서관, 연세대
학술정보원)

10
序:崔膺憲
跋:鄭宗稷

1841
신축

15
東萊鄭氏派譜(호군공파)
(교서랑공9대손호군공휘禮耘)
(鄭珍謨소장)

2 序:鄭光述
琴巖書院印
出

1843
계묘

16
東萊鄭氏派譜
(정절공휘矩후손)
(鄭判杞후손소장; 복사본鄭相琪소장)

3

序:鄭修東
鄭東奎

跋:鄭維軫
鄭仁權

※1830년 정절
공파보수정보

1847
정미

17

東萊鄭氏族譜
(현감공길명파, 봉천군인운파, 군수공
의운파, 부사직공신운파, 무과공상운
파, 인손1자통덕랑홍파, 문안공沆파,
호장공선조파합보임; 밑줄친파는범
례에서동래정씨全宗族을수록하는
족보에처음으로입록한다고특별히
언급했음; 언급한파외다른파들은
기본적으로 20세까지 수록)
(대종중보책실, 국립중앙도서관)

5
序:鄭仁權
跋:鄭海鎭

1849
기유
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18 東萊鄭氏派譜 2 序:鄭淳民
1850
경술

19

東萊鄭氏世譜
(판관공파 일부, 평리공파 일부, 직제
학공파 일부, 호장공파 일부)
(복사본 鄭相琪소장)

2 序:鄭尙孝
1851
신해

20
東萊鄭氏世譜
(충정공후별좌공휘聆후)
(鄭興龍후손소장)

2 記:鄭一浹

※이 족보의
인쇄본과 동일
한 필사본이
동래부원군 정
난종 종가에서
한국학중앙연
구원에 기증한
고문서에 포함
되어 있음. 수
죽공파보(1859
년 序鄭元容
跋鄭允容)의
族譜刊印에서
말하는 ‘湖中
有新刊族譜’가
20번 항목의
족보가 아닌가
의심스러움.

1856
병진

21

東萊鄭氏派譜(수죽공파)
(국립중앙도서관, 성균관대 존경각,
한국학중앙연구원 장서각, 고려대 중
앙도서관, 서울대 규장각, 한국국학진
흥원)

5
序:鄭元容
跋:鄭允容

※임당공파보
라고도 함(수
죽공은 임당공
의 외아들임)
※140질 인쇄

1859
기미

22
東萊鄭氏派譜(안산공파)
(전북대 중앙도서관, 한국학중앙연구
원 장서각, 국립중앙도서관)

3

序:鄭元容
鄭允容

引:鄭基三
跋:鄭存民

1859
기미

23
東萊鄭氏蓬山君派譜
(산청군생초면鄭⃝⃝소장, 국립중앙
도서관)

10
鄭周應
序:鄭元容
跋:申錫愚

한성
1860
경신

24

東萊鄭氏東平君派譜
(봉산군파보(1860)에누락된 동평군
후손일부)
(영남대 중앙도서관)

2 序:鄭仁權 五可齋
1861
신유
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25 東萊鄭氏派譜
(집의공현손군수공휘泓衍파보)

3
序:鄭元容
跋:奇正鎭

1862
임술

26 東萊鄭氏世譜(대호군공파)
(국립중앙도서관)

14
鄭致文
鄭燾
序:李明迪

김제
承盤齋閣

1867
정묘

1868
무진

27
東萊鄭氏派譜(수찬공파)
(국립중앙도서관, 계명대 동산도서관,
한국국학진흥원[제4책 缺])

4

鄭翊相
序:鄭健朝
鄭民秉
李敦禹

跋:鄭源學
鄭元錫
鄭翼煥

1875
을해

28

東萊鄭氏派譜(직제학공파)
(한국학중앙연구원장서각, 국사편찬

위원회, 계명대 동산도서관, 국립중앙

도서관)

6
序:鄭肅東
鄭圭宬

跋:鄭學黙

※호음공(사
룡)후파, 남봉
공(지연)후파,
임당공(유길)
후파, 안산공
(광좌)손참봉
공(기연)후파
不錄

1875
을해

29
東萊鄭氏派譜(참봉공 휘 伋파)
(鄭昇模소장)

1
序:李敦禹
跋:鄭聞熙

1875
을해

30
東萊鄭氏關北監司公派世譜
(천안 입장면 鄭鎭根소장)

4

序:鄭基世
鄭健朝
金世均
鄭百禧

跋:鄭履朝

1878
무인

31

東萊鄭氏派譜
(복사본 鄭相琪소장)

3 序:鄭雲亨
跋:鄭樂舜
鄭述朝

평창
※직제학공賜
파일부와학생
공游파합보

1880
경진東萊鄭氏派譜

(제1책 鄭珍謨소장)

3
(낙질)

32 東萊鄭氏派譜(참판공파) 3

序:鄭樹敏
鄭潤佑

跋:鄭潤駿
鄭奎鳳

星州 蒜洞
(현 고령)

1886
병술
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33
東萊鄭氏派譜(제주공파․어모
공파)

※1888(종보54
호), 1893(종보
42호)

1888
무자

34
東萊鄭氏東平君派譜
(국립중앙도서관)

5
序:鄭基會
鄭範朝

거창
五可齋

1891
신묘

35 東萊鄭氏東平君派譜
(동평군種증손임하공師哲파보)

1 序:鄭範朝 1893
계사

36
東萊鄭氏世譜(대호군공파)
(鄭會壽소장, 전주대 중앙도서관)

16
序:鄭峻燮
跋:鄭圭桓

1897
정유

1898
무술

37
東萊鄭氏派譜
(집의공현손군수공휘泓衍파보)

2
1898
무술

38
東萊鄭氏奉事公派譜
(정절공휘甲孫증손봉사공휘允愊파보)
(정진원소장)

3
序:鄭基華
鄭海朝

1899
기해

39
東萊鄭氏郡守公派譜
(설학재공증손군수공휘의운)

(鄭珍謨소장)

2 序:鄭時魯
1901
신축

40

표제: 萊鄭全譜
권두제: 東萊鄭氏一統譜略
(고려대 중앙도서관(鄭雨豊藏書印
있음), 한국학중앙연구원(동래부원군
종가 기증), 일본 東京大学 東洋文化
研究所 図書室(鄭雨馥 謄出粧成于
華城安中精舎))

1
鄭圭宬
序:鄭雨範

※미간행 필사
본으로 일통보
(1935)의 바탕
이 되었음

1903
계묘

41

東萊鄭氏族譜
(교서랑공5대손회은공휘慥파와장령
공휘林生파합보)

(鄭珍謨소장)

3
序:鄭東朝
跋:鄭珉鎬

언양 1903
계묘

42 東萊鄭氏派譜(사암공파) 2
序:鄭寅興
跋:鄭光鉉

1904
갑진
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43
東萊鄭氏東平君派譜
(鄭珍謨소장)

3
序:鄭基會
鄭範朝

칠곡
泗水書堂
34번 항목의
서문(국중 이
미지)과 일치
하는지 대조할
것

1904
갑진

44
東萊鄭氏世譜
(정절공휘甲孫2자목사공휘俶파보)
(鄭珍謨소장)

1
序:田愚
跋:鄭寅昌

金谷開刊
(충남천안군
광덕면금곡리)

1905
을사

45
東萊鄭氏樵隱公派譜
(봉천군휘仁耘7대손초은공휘周元)
(영남대 중앙도서관)

1 序:鄭寅學
1909
기유

46

東萊鄭氏派譜
(15세봉천군휘仁耘증손思․恕․憲형
제후손및봉천군증손汝康후손일부)
(鄭珍謨소장)

2
序:張錫藎
鄭在鉉
鄭壽鶴

1913
계축

47 東萊鄭氏叅議公派譜 2
序:鄭載善
跋:鄭文燮

※子若次曾孫
同樞公諱訥及
子孫全漏

1914
갑인

48 東萊鄭氏派譜(참판공파)
(국립중앙도서관)

4

序:鄭潤駿
鄭奎鳳
鄭秀玟

跋:鄭奎哲
鄭奎藺

고령
履露齋

1915
을묘

49 東萊鄭氏族譜 16 跋:鄭萬朝 京城 1919
기미

50
東萊鄭氏派譜
(동지공3자승지공휘琛파보)

2 序:鄭寅準
1920
경신

51
東萊鄭氏世譜(彦陽山前派)
(회은공5대손통덕랑공휘泓파보)

1 跋:鄭禮煥
1923
계해

52 東萊鄭氏族譜 1
鄭寅淳
序:張錫英
鄭寅夏

김해
공립인쇄소
※시조鄭文道,
1세 휘泌

1925
을축

53
東萊鄭氏叅議公派譜
(鄭珍謨소장)

1
序:鄭萬朝
跋:鄭舜謨

1927
정묘
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54 東萊鄭氏校書郞公派譜 14 鄭之玟
고령
吾老齋

1927
정묘

1928
무진

55
東萊鄭氏派譜(집의공파)
(鄭珍謨소장, 국립중앙도서관)

4

鄭寅晃
序:鄭箕鎭
鄭寅昇

跋:鄭啓鎭

대전
三星印刷所
※병신보에 자
손무전인 교서
랑공파 貴孫
(15세)의 후손

을 입록)

1928
무진

56
東萊鄭氏世譜(대호군공파)
(鄭會壽소장, 국립중앙도서관, 계명대
동산도서관)

20
鄭相朝
序:鄭萬朝
鄭寅鉉

※僕射公 誌文
족보상에 최초
로 수록

1931
신미

57
東萊鄭氏一統譜
(鄭珍謨소장)

9

鄭芝秀
序:鄭萬朝
鄭建模

跋:鄭雲䪫
鄭芝秀

京城
中央印刷所

1934
갑술

1935
을해

58
東萊鄭氏派譜(창원공파)
(국립중앙도서관)

5

序:鄭圭翰
鄭雲衡

跋:鄭世鎭
鄭雲䪫

京城
中央印刷所

1935
을해

1936
병자

59
東萊鄭氏派譜
(참봉공휘伋후통덕랑휘揚名파)

1

鄭大寬
序:鄭仁卓
跋:鄭聖寬
鄭源河

대구 嶠南
書社印刷所

1936
병자

1937
정축

60

東萊鄭氏杏亭公派譜
(설학재공6대손행정공휘汝康)
(국립중앙도서관에 4책 성책본과 5책
성책본 2종이 소장되어 있음)

4 鄭渭若
칠곡
尊敬堂

1937
정축

5
※행정공사적추가;시조및
2세 방주 차이나고나머지
동일
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61
東萊鄭氏關北監司公派譜
(국립중앙도서관)

2

鄭宣祚
序:鄭丙朝
跋:鄭昇東
鄭在瑜
鄭濬弼
鄭日鎭

함흥 1938
무인

62
東萊鄭氏派譜(문익공파)
(2자 참봉공파 + 3자 부정공파)

4 序:鄭寅攝
1938
무인

63
東萊鄭氏咸北派譜
(설학재공8대손종사랑공휘得壽파)

2
山本顯佐
序:新井齊
岳

길주 태양
당인쇄소

1942
임오

64
東萊鄭氏派譜(제주파)
(제주대 중앙도서관)

2
序:鄭商鍾
鄭根洙

1942
임오

65 東萊鄭氏禦侮公派譜(정의파)
1942
임오

66 東萊鄭氏派譜(참판공파) 5

序:鄭禹鉉
鄭邦恢
鄭守鉉

跋:鄭大鉉
鄭埰恢

고령
履露齋

1946
병술

67 東萊鄭氏派譜 2
鄭寅希
序:鄭寅鐸
跋:鄭寅春

영광
龍山齋

1946
병술

68
東萊鄭氏文景公派族譜
(문경공휘欽之5대손도사공휘運吉파

보)(정진원소장)

1
序:金度中
鄭禹朝

1947
정해

1948
무자

69 東萊鄭氏蓬川君派家乘 序:鄭琪鉉 1948
무자

70
東萊鄭氏敬愼齋公派譜
(직장공휘仁豪2자경신재공휘誾)

序:鄭之純
1949
기축

71
東萊鄭氏世譜(禮判公派)
(대호군공손자예판공휘興嗣)

5
序:崔秉心
跋:鄭琪泳

전주
한양당석판
인쇄소

1949
기축
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72
東萊鄭氏世系
(문익공2자撝공7대손휘錫述계가승보)

1 序:鄭寅喆 청주
1949
기축

73
東萊鄭氏安山公派譜
(국립중앙도서관, 계명대 동산도서관)

5

序:鄭寅鉉
鄭昌謨
鄭鎭佑

跋:鄭基泰

1949
기축

74
東萊鄭氏族譜
(동지공휘軫후손 및 호장공휘先祚12

대손휘玉후손 합보)(鄭珍謨소장)

2 跋:鄭鎭熙 1949
기축

75
東萊鄭氏家乘譜
(문익공4대손휘廣南후손가승보)
(鄭珍謨소장)

2
序:鄭寅炯
鄭寅煥

※七井里齋閣
발행

1950
경인

76
東萊鄭氏楓川公派譜
(고려대 중앙도서관)

12

序:宋邦瀅
鄭泰聲

跋:鄭寅曦
鄭榮洙

1954
갑오

77
東萊鄭氏樵隱公派譜
(봉천군휘仁耘7대손초은공휘周元)
(영남대 중앙도서관)(鄭珍謨소장)

1
序:鄭寅學
교정:鄭斗臣
사서:鄭炳馹

瞻慕齋
1954
갑오

78
東萊鄭氏世譜(彦陽山前派)
(회은공5대손통덕랑공휘泓파보)

1

序:鄭慶浩
張斗泓
鄭基榕

跋:鄭基銅
鄭亮錫

안동
安東石版社

1955
을미

79
東萊鄭氏世譜(彦陽池內派)
(회은공5대손남은공휘擇파보)
(제1책 鄭珍謨소장)

2
1955
을미

80 東萊鄭氏司直公派譜 5
跋:鄭圭龍
鄭圭泰
鄭秀演

거창
五可齋

1955
을미

81
東萊鄭氏叅議公派譜
(배재대 중앙도서관 족보자료실)

2

序:鄭寅洪
跋:鄭鉉俊
鄭丙謨
鄭鎭相

1955
을미
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82 東萊鄭氏家乘譜
(문경공7대손절효공휘奇龍파)

1
序:鄭鎭萬
跋:鄭貴謨

1955
을미

83
東萊鄭氏正字公派譜
(문경공6대손정자공휘泑)
(부산광역시립박물관)

1
跋:鄭寅始
鄭衡謨

1956
병신

84

東萊鄭氏世譜
(정절공휘甲孫2자목사공휘俶파보; 경
력공麟孫2자儀후손합보)

(鄭珍謨소장)

1
跋:鄭寅賢
鄭德齊

金谷開刊
(충남천안군
광덕면금곡리)

충남 천안
福盛印刷所

1956
병신

85
東萊鄭氏執義公派譜
(鄭珍謨소장)

3
序:鄭寅晃
跋:鄭鎭哲

정산 1957
정유

86
東萊鄭氏派譜(매오공파譜
(鄭珍謨소장)

2 序:鄭昌寬
1957
정유

87 東萊鄭氏族譜(낙빈공파) 3
序:鄭升謨
跋:鄭用謨
鄭鎭漢

대구
弘文出版社

1957
정유

88
東萊鄭氏族譜(석문공파)
(鄭珍謨소장, 계명대 동산도서관)

2 序:鄭承模 1957
정유

89 東萊鄭氏派譜(춘곡공파)
(첨사공7대손춘곡공휘伋)

1 跋:鄭崙寬 1957
정유

90
東萊鄭氏派譜(호군공파)
(설학재공증손호군공휘禮耘)

5
序:鄭之麟
跋:鄭華

1957
정유

91
東萊鄭氏派譜
(문익공제4자강화부사휘福謙파)
(계명대 동산도서관)

10
序:鄭寅書
鄭寅晳

1957
정유

92
東萊鄭氏叅奉公派譜
(수찬공5대손참봉공휘彦寯)

1 鄭源勳
1957
정유

93 東萊鄭氏都正公派譜
序:鄭鎭宇
跋:鄭光泳

1957
정유

94
東萊鄭氏文翼公派譜
(鄭珍謨소장)

8 序:鄭寅應
대전
回想社

1958
무술
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95 東萊鄭氏派譜(호음공파) 2
序:鄭寅晃
鄭洙昌

跋:鄭海鎭

대전 오광옵
셋트인쇄사

1958
무술

96 東萊鄭氏都事公派譜 2 序:鄭義謨 1958
무술

97
東萊鄭氏叅奉公派譜
(문익공제2자참봉공휘撝謙)

1
序:鄭爟朝
跋:鄭寅洙

김제
세창인쇄소

1959
기해

98
東萊鄭氏派譜
(萊城君派가승)

1 序:鄭武秀
1959
기해

99
東萊鄭氏蓬川君派譜
(鄭珍謨소장)

3
序:鄭大鉉
跋:鄭斗福
鄭坤鉉

1959
기해

100
東萊鄭氏蓬川君派譜
(鄭珍謨소장)

5
鄭局鉉
跋:鄭壽一
鄭漢錫

고령
吾老齋

1959
기해

101 東萊鄭氏派譜 1
序:鄭華
跋:鄭起翰

1959
기해

102

東萊鄭氏派譜
(수찬공5대손서계공(휘彦宏)파, 수찬
공6대손춘산공파(휘春武) 및 지산공
(휘根武)파 합보)
(국립중앙도서관)

2
都監:鄭輝
德,鄭輝震

※譜聽爬任記
丁酉(1957)三
月日

1960
경자

103 東萊鄭氏世譜 1
序:鄭揆峯
跋:鄭景植

1960
경자

104
東萊鄭氏圖譜 제1집

(鄭珍謨소장)
1

序:鄭寅書
鄭升謨
鄭春秀

後叙:鄭華

대구
東華社

1960
경자

105
東萊鄭氏兵判公派譜
(교서랑공7대손휘仁保증손병판공휘而
漢)

1
鄭寅昉
跋:鄭亨謨

1960
경자

106
萊鄭一覽
(鄭珍謨소장)

1
권두사:
鄭國鎭

1960
경자
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107 東萊鄭氏副司直公派譜
(15세부사직휘信耘)

2
序:鄭文淇
鄭永佑

跋:鄭鎭禹

1961
신축

108 東萊鄭氏典書公派譜 序:鄭之麟 1961
신축

109 東萊鄭氏派譜(사암공파) 2
鄭淵鶴
序:鄭寅春
跋:鄭華

여주인쇄소
1961
신축

110 東萊鄭氏派譜(甲山동래정씨) 1 序:鄭文欽

※諱愛得以上
譜系謤放前戊
午水災今不可
考故只書有徵
爲派譜

1961
신축

111
東萊鄭氏伊軒公派譜
(행정공휘汝康3자이헌공휘鈜)

2
序:鄭華
跋:鄭之權

1962
임인

112 東萊鄭氏昌原公派譜
(1960년경자보 수정보)

4
序:鄭春秀
跋:鄭翰秀

1962
임인

113

東萊鄭氏世譜
(대호군공휘絪12대손휘斗欽후손 및
대호군공휘絪현손휘安文후손)
(鄭珍謨소장)

1 序:鄭東亮
충남당진
大林社

1962
임인

114
東萊鄭氏圖譜 제2집
(鄭珍謨소장)

1 편집:鄭華
1963
계묘

115 東萊鄭氏掌令公派譜 1
序:鄭文鳳
跋:鄭道煥

1964
갑진

116 東萊鄭氏叅奉公派家乘譜
(수찬공휘雍5대손참봉공휘彦寯)

1 序:鄭寅模
1966
병오

117
東萊鄭氏文翼公派家乘譜
(20세휘克和후)

1 序:鄭相臣
1967
정미

118 東萊鄭氏派譜(참판공파) 5 序:鄭淳東
고령
履露齋

1968
무신

119 東萊鄭氏叅議公濟州派譜 2
序:濟州派修
譜委員會

1968
무신

120 東萊鄭氏濟州道禦侮公派譜 1 序:鄭太戊
1969
기유
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121 東萊鄭氏大護軍公派譜 3

序:鄭華
鄭輝玉

跋:鄭重燮
鄭寅樺
鄭準謨

대전
回想社

1969
기유

122
東萊鄭氏副司直公派譜
(설학재공증손사직智耘4자부사직成
璉)(鄭珍謨소장)

1 跋:鄭秀夫 悅乎齋
1970
경술

123 東萊鄭氏家乘 1 序:鄭愼謨
1970
경술

124 東萊鄭氏文景公派世譜 5
鄭淵明
序:金台鉉
跋:鄭淵錫

서울
남산인쇄소

1971
신해

125
東萊鄭氏安山公派譜
(鄭珍謨소장)

3 序:鄭寅奎
대전
回想社

1971
신해

126
東萊鄭氏叅議公派譜
(배재대 중앙도서관 족보자료실)

3
序:鄭鉉俊
跋:鄭寅洪

부산
경남인쇄소

1972
임자

127 東萊鄭氏派譜 鄭錫謨 1972
임자

128 東萊鄭氏靖節公派譜 3
鄭淳權
跋:鄭華

대전
回想社

1973
계축

129

東萊鄭氏同知公派譜
慶章(호장공 휘 선조의 9대손)의 4자
중沈의손자舜哲과沈의손자玉의
후손일부를慶章파로이름붙여합보
했음. (鄭珍謨소장)

3 跋:鄭軫謨
1974
갑인

130
東萊鄭氏副正公派譜
(집의공휘蘭孫4자부정공휘光廷)

1
序:鄭鎭濠
跋:鄭敬謨

光州
郞州印刷社

1975
을묘

131 東萊鄭氏族譜(춘곡공伋파) 2
跋:鄭彩模
鄭學植

1975
을묘

132 東萊鄭氏節度公派譜
(鄭珍謨소장)

1 鄭慶祚 1975
을묘

133 東萊鄭氏府使公派譜 1
序:鄭咸謨
跋:鄭鎭桓

호남인쇄사
1976
병진
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134 東萊鄭氏派譜(남은공파) 1
序:鄭泰相
跋:鄭寅繪

1977
정사

135 東萊鄭氏執義公派金石集世譜 4
序:鄭寅晃
跋:鄭英謨
鄭沂秀

대전
譜典出版社
※서문1978무오

1977
정사

136 東萊鄭氏叅奉公派家乘譜
(수찬공휘雍5대손참봉공휘彦寯)

1 序:鄭福泳
1977
정사

137
東萊鄭氏濟州牧使公派譜
(현령공휘孝卿7대손제주목사공휘儀)
(鄭珍謨소장)

1 跋:鄭圭東 ※有序文이나
撰者名未記錄

1978
무오

138 (甲山)東萊鄭氏派譜 1
序:鄭文欽
鄭良殷

跋:鄭求亨

서울
※諱愛得以上
譜系謤放前戊
午水災今不可
考故只書有徵
爲派譜

1978
무오

139 東萊鄭氏修撰公派譜 6 有序文
※有序文이나

撰者名未記錄
1978
무오

140
東萊鄭氏翼惠公7代孫雲南公
諱載達派譜

1 序:鄭在澤

※영천군 고경
면창상동거주
안산공 6대손
운남공파

1978
무오

141 東萊鄭氏昌原公派系譜 1

序:鄭存秀
跋:鄭命朝
鄭雲錫
鄭文秀
鄭秉秀

대전
譜典出版社

1980
경신

142
東萊鄭氏同敦寧公派世譜
(鄭珍謨소장)

1 鄭元謨
서울
서울문화사

1980
경신

143 東萊鄭氏關北監司公派譜 1 序:鄭昇日 서울 1980
경신

144
東萊鄭氏文業派譜
(남은공휘擇현손휘文業)(鄭珍謨소장)

1
鄭大永
鄭得永

1981
신유

145 東萊鄭氏懶庵公派譜 1
跋:鄭柱
鄭鐓

대전
譜典出版社

1981
신유
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146 東萊鄭氏蓬川君派譜 2
序:鄭洋
跋:鄭活鉉

대전
譜典出版社

1982
임술

147 東萊鄭氏文翼公派譜 4 序:鄭駿謨
대전
農經出版社

1982
임술

148
東萊鄭氏吏判公派譜
(대호군공휘絪1자증이조판서공휘暹)

1 序:鄭寅樺
대전
回想社

1982
임술

1983
계해

149 東萊鄭氏兵判公派譜 1
鄭漢泳
跋:鄭仁泳

대전
回想社

1982
임술

1983
계해

150 東萊鄭氏高靈公派譜 1
鄭寅權
序:鄭憲泳

대전
農經出版社

1983
계해

151 東萊鄭氏典書公派譜 2

鄭秀甲
序:鄭秀根
鄭憲植

跋:鄭炳宙

대전
譜典出版社

1984
갑자

152
東萊鄭氏靖節公四世孫進士公
派譜

1
鄭重鎬
序:鄭淵載

부산 韓國
族譜圖書室

1984
갑자

153 東萊鄭氏關北監司公派譜 2 鄭在健
1984
갑자

154
東萊鄭氏貞節公派譜
(정절공휘甲孫9대손진사공휘東成후손)

1 鄭仁秀
대전
回想社

1984
갑자

155
東萊鄭氏都正公派世譜
(임당공증손도정공휘采和)

1
편집후기:
鄭仕泳

대전
譜典出版社

1984
갑자

156
東萊鄭氏(乙未,丙申,己未)大譜
(영인본)

1 鄭文甲
1984
갑자

157 東萊鄭氏安山公派譜 3 鄭鎭湖
대전
譜典出版社

1984
갑자

158 東萊鄭氏昌原公派譜 4
편집:
鄭雲錫
鄭文秀

대전
譜典出版社

1985
을축
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159
東萊鄭氏大護軍公派譜(盤立
派)

1 鄭南根
대전
回想社

1985
을축

160
東萊鄭氏靖節公八世孫副護軍公
派譜
(부호군휘彦誠)

1
序:鄭七龍
鄭斗水
鄭光烈

부산 韓國
族譜圖書室

1985
을축

161
東萊鄭氏進士公派譜
(문익공제3자부정공휘益謙제3자진사
공휘惟恕)

1
鄭濃謨
序:鄭道熙

대전
農經出版社

1985
을축

162 東萊鄭氏湖陰公派譜 2
鄭命朝
序:鄭鎭東

서울 寶文
社印刷所

1986
병인

163
東萊鄭氏入金海九朗參議公派
宗譜

1
序:鄭鎭孝
跋:鄭鎭元

부산
세문인쇄사

1986
병인

164
東萊鄭氏文景公派世譜
(副護軍公諱必漸系列譜)

1 鄭鍾泰
부산 韓國
譜學硏究所

1986
병인

165
東萊鄭氏林下公派世譜
(설학재공5대손임하공휘師哲)

1 鄭在守
대전
譜典出版社

1986
병인

166
東萊鄭氏判事公派譜
(행정공휘汝康장자휘鏞)

1 序:鄭尙鎭
대전
譜典出版社

1986
병인

167
東萊鄭氏判事公派譜
(문경공제3자판사공휘興孫)

1

序:鄭文欽
鄭泰國

跋:鄭弼模
鄭求亨

서울
1986
병인

168
東萊鄭氏郡守公派世譜
(설학재공증손군수공휘의운)

(鄭珍謨소장)

1
대구
신천족보사

1986
병인

169
東萊鄭氏伊軒公派譜
(행정공휘汝康3자이헌공휘鈜)

1
序:鄭恒鎭
跋:鄭祥杓

대구
成仁印刷所

1987
정묘

170 東萊鄭氏昭平公派家乘 1 鄭商謨
대전
回想社

1987
정묘

171
東萊鄭氏監司公派譜
(감사공휘哲10대손휘海明후손)

1 鄭泰鼎
대전
回想社

1987
정묘

172
東萊鄭氏昌原公派譜
(창원공5대손휘鳳壽후손)

1
鄭寅植
序:鄭龍秀

경주
譜文社

1987
정묘
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173 東萊鄭氏翼惠公派譜 1 序:鄭寅得
부산
족보연구회

1987
정묘

174 東萊鄭氏敬愼齋公派譜
(직장공휘仁豪2자경신재공휘誾)

2 序:鄭次郞 1987
정묘

175
東萊鄭氏靖節公派家譜
(정절공휘矩11대손휘翊周후손)

1
跋:鄭淳淇
鄭淳汶

부산
한국족보연
구회

1987
정묘

176 東萊鄭氏大護軍派譜 1 鄭會春
대전
回想社

1988
무진

177
東萊鄭氏竹西公派譜
(문익공현손죽서공휘三傑후손)

1
鄭寅亮
序:鄭海鎭

대구
1988
무진

178 東萊鄭氏參判公派世譜 1
부산 韓國
譜學硏究所

1988
무진

179
東萊鄭氏蓬海公派世譜(표제)
東萊鄭氏蓬海君派世譜(판심
제)

1 鄭甲龍
부산
문화족보연
구소

1989
기사

180
東萊鄭氏文景公派仁男進士公
派譜

1 序:鄭基萬 서울
1989
기사

181
東萊鄭氏修撰公派譜
(수찬공5대손낙빈공휘沚현손휘玖후손

가승보)

1 鄭鎭洙
대구
大譜社

1989
기사

182 東萊鄭氏文峯公派譜 1

序:鄭寅海
鄭寅珏
鄭寅吉

跋:鄭寅秀

1989
기사

183 東萊鄭氏都事公派敬朝門中譜 1
1989
기사

184 東萊鄭氏典書公后時詹派世譜 1 1989
기사

185
東萊鄭氏詹事公護軍象鳳公派
譜

1
鄭相鉉
(雲相)

1989
기사

186
東萊鄭氏校書郞公派譜
(참판공휘秠후再寬,再老,再完파)

1 序:鄭源祚
대전
回想社

1990
경오
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187
東萊鄭氏進士公(諱游)派譜
(삼수정5자13세휘游파보; 1850년 파보
에는 통덕랑공(휘游)임)

1
鄭云泳
跋:鄭永謨
외17인

대구
大譜社

1990
경오

188
東萊鄭氏蓬川君後裔家乘譜
(봉천군휘인운9대손휘彬및휘橃가승)

1 序:鄭聖軫
대전
族譜文化社

1990
경오

189 東萊鄭氏雲溪公派譜
(설학재공9대손운계공휘弘錫)

2
序:鄭文錫
鄭淳權
鄭基泰

대구
成仁印刷所

1990
경오

190
東萊鄭氏司直公派譜
(설학재공5대손사직공휘師周)

1 鄭之奕
대구
成仁印刷所

1990
경오

191 東萊鄭氏昌原公派世譜 1
1990
경오

192 東萊鄭氏文翼公派家乘譜 1 鄭鎭玉
부산
광진출판사

1990
경오

193

東萊鄭氏耕山公派世譜(彦陽山
前派)
(회은공5대손경산공휘泓)
(김해도서관; 이미지 인제대 족보도
서관)

2
鄭熙榮
序:鄭淳權

대전
大營社

1990
경오

194
東萊鄭氏蓬川君後裔家乘譜
(봉천군휘인운14대손휘斗權및휘台權

가승)

1 序:鄭在德
대전
族譜文化社

1991
신미

195
東萊鄭氏靖節公曾孫司直公派
譜

1 鄭兌錫
대구
우신출판사

1991
신미

196 東萊鄭氏執義公派譜 10
序:鄭夏福
跋:鄭英秀

대전
回想社

1991
신미

197 東萊鄭氏宣務郞公派譜
(현령공휘孝卿증손선무랑공휘諿)

1 鄭太烈
서울
승림문화사

1991
신미

198 東萊鄭氏掌令公派譜 1
序:李源胤
跋:鄭壽鎭

대구
평화보문사

1991
신미

199 東萊鄭氏東平君派世譜
대구
大譜社

1991
신미

200
東萊鄭氏湖陰公派譜
(통덕랑自新系수정보완편)

1 鄭命朝
대구
大譜社

1991
신미
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201 東萊鄭氏文翼公派譜 9
序:鄭淵謨
鄭寅悳

대전
農經出版社

1992
임신

202
東萊鄭氏進士公派譜
(설학재공증손진사공諱仁英)

1
鄭奎鎔
序:鄭圭錫

대구
大譜社

1992
임신

203
東萊鄭氏南隱公派世譜(家乘
譜)

1 鄭末謨
부산
문화족보연
구소

1992
임신

204
東萊鄭氏貞簡公派世譜
(錫五后三十世諱仁謨系家乘)

1 鄭仁伯
부산
문화족보연
구소

1992
임신

205
東萊鄭氏敎官公派家譜
(설학재공증손승지공휘仁俊5대손교관
공휘耆)

1 序:鄭圭錫 서울
1992
임신

206 東萊鄭氏大護軍公派譜 4 鄭寅樺
대전
回想社

1992
임신

207
東萊鄭氏叅判公派世譜
(장사랑공諱墀계열보)

1
序:鄭翼朝
(珍九)

부산
뿌리

1992
임신

208 東萊鄭氏主簿公派世譜 1 鄭贊周
부산 韓國
族譜硏究會

1992
임신

209
東萊鄭氏直長公派譜
(설학재공증손직장공諱仁豪)

1
序:鄭正甲
鄭淳權

대구
大譜社

1992
임신

210 東萊鄭氏關北監司公派譜 2 鄭龍鎭
서울
信一文化社

1992
임신

211
東萊鄭氏叅判公派三老堂公世
譜
(참판공6대손휘塤,堣,坅)

1 鄭秉灰
부산 韓國
族譜硏究會

1993
계유

212 東萊鄭氏吏判公派世譜 1
序:鄭永玉
(明玉)

부천
뿌리찾기범
국민계몽회

1993
계유

213 東萊鄭氏蓬川君派琴溪系譜 1
대구
大譜社

1993
계유

214 東萊鄭氏蓬川君派正郞公家乘
(봉천군7대손정랑공휘光世)

1 鄭在文
대구
大譜社

1993
계유
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215
東萊鄭氏文翼公5子贈大護軍公
派竹西公(三傑)系家乘譜

1 序:鄭淵謨 1993
계유

216 東萊鄭氏校書郞公派世譜 7 鄭文甲
대전
農經出版社

1994
갑술

217 東萊鄭氏校書郞公派家乘
(교서랑공파22세諱櫶系)

1 鄭東允
대전
回想社

1994
갑술

218
東萊鄭氏文翼公派世譜
(29세諱寅相系가승)

1 鄭鎭學
대전
回想社

1994
갑술

219 東萊鄭氏叅議公濟州道派譜 2

발간사:鄭
文斗
序:鄭徹謨
편집후기:
鄭守鉉

제주
태화인쇄사

1994
갑술

220
東萊鄭氏禦侮公派家乘
(25세諱洙昌系)

1 鄭然熙
대전
回想社

1994
갑술

221 東萊鄭氏林塘公派譜 5
鄭寅暐
序:鄭正甲
跋:鄭鎭國

대전
農經出版社

1994
갑술

222 東萊鄭氏松齋公派世譜 1 鄭庚朝 성남 1994
갑술

223 東萊鄭氏叅判公派世譜 1 序:鄭永丙
대전
瑞進出版社

1994
갑술

224
東萊鄭氏晝軒公派譜
(15세호군공휘禮耘증손주헌공휘思閔)

1 序:鄭鎬發
1994
갑술

225
東萊鄭氏忠義衛公派鑑溪澤永
公系譜
(15세호군공휘禮耘9대손휘澤永)

1 序:鄭秉鎬
대전
農經出版社

1995
을해

226 東萊鄭氏都事公派譜 3
序:鄭鎭斗
鄭炳喆

跋:鄭憲泳

대전
農經出版社

1995
을해

227
東萊鄭氏文翼公派諱祿公系家
譜
(문익공증손휘祿)

1
鄭鎭植
권두언:
鄭淵謨

대전
農經出版社

1995
을해
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228 東萊鄭氏文翼公派世譜
(문익공4자福謙증손휘晩후손)

1 序:鄭敏世
부산
광진출판사

1995
을해

229

東萊鄭氏典書公派世譜(溪隱公
諱世老系列家乘譜)
(전서공2자생원공휘길상6대손계은공

휘世老)

1 鄭龍杓
부산 韓國
譜學硏究所

1995
을해

230
東萊鄭氏安山公派譜(雪川派家
乘)

1
鄭相祚
序:鄭亮秀

효성인쇄사 1995
을해

231 東萊鄭氏叅議公派譜 1 1995
을해

232
東萊鄭氏松齋公派叅議公后家
譜

1
1996
병자

233
東萊鄭氏文翼公後郡守公(諱
昱)系列譜
(문익공2자휘撝謙4대손휘昱)

1 鄭鎭根
부산 韓國
譜學硏究所

1996
병자

234 東萊鄭氏府使公派譜 1 鄭千雨 광명문화사 1996
병자

235
東萊鄭氏春谷公伋派月潭公后
世譜
(춘곡공휘伋4대손월담공휘希智)

1
鄭進寬
序:鄭寅卓
跋:鄭源琪

대구
大譜社

1996
병자

236
東萊鄭氏春谷公伋派叅奉公綿
后世譜
(춘곡공휘伋손참봉공휘綿)

1
序:鄭淵謨
跋:鄭希隆

대구
大譜社

1996
병자

237 東萊鄭氏翼惠公派世譜 1

鄭慶會 부산
韓國族譜編
纂硏究會

1996
병자

鄭慶會,
鄭興會

1997
정축

238 東萊鄭氏文景公派世譜 1 鄭雲起 나주
1997
정축

239
東萊鄭氏東平君派世譜
(동평군휘善卿증손판관공휘世良)

1 鄭馹謨
서울 國一
族譜硏究院

1997
정축

240 東萊鄭氏東平君派世譜
(동평군휘善卿증손어모공휘成珪)

1 鄭鎭岩
부산
韓國族譜編
纂硏究會

1997
정축
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241
東萊鄭氏林塘公派(諱錫耉郡守
公)系家譜
(임당공증손휘萬和증손휘錫耉)

1 鄭俊泳
대전
族譜文化社

1997
정축

242 東萊鄭氏戶長公派譜 2 鄭國龍
부산
韓國族譜編
纂硏究會

1998
무인

243 東萊鄭氏叅議公派譜 4 鄭金謨
대전
族譜文化社

1998
무인

244
東萊鄭氏楓川公派家乘
(대호군공증손풍천공휘守弘)

1 鄭相烈
대전
回想社

1998
무인

245

東萊鄭氏文翼公后叅奉公派世
譜
(문익공2자참봉공휘撝謙5대손휘順宗
후손)

1 鄭鎭浩
부산
지혜인쇄사

1998
무인

246 東萊鄭氏安岳公派譜
(창원공4자안악군수휘彦龍)

1 鄭寅吉
光州
청진출판사

1998
무인

247 東萊鄭氏校書郞公派譜 1
1998
무인

248
東萊鄭氏學生公(諱昌)派世譜
(교서랑공孫학생공휘昌)

1
鄭凞澤
序:鄭淵謨
跋:鄭亮秀

대구
譜文社

1999
기묘

249 東萊鄭氏評理公派譜 1
鄭浩泳
序:鄭殷泳

대전
回想社

1999
기묘

250
東萊鄭氏昌原公後派監正公世
譜
(창원공5대손감정공휘鳳壽)

1 序:鄭成旭

경주
源譜社
※감정공의 字
는 鳳祥임

1999
기묘

251 東萊鄭氏文峯公派譜 1 鄭寅台
대전
回想社

1999
기묘

252
東萊鄭氏判官公派譜
(15세호군공휘禮耘자16세판관휘世良)

1 序:鄭漢敬
대구
大譜社

1999
기묘

253 東萊鄭氏奉事公派譜 1
대구
大譜社

2000
경진
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254 東萊鄭氏世系家乘 1 鄭忠錫
서울
보경문화사

2000
경진

255 東萊鄭氏執義公派系譜 1 정진원 전남 영광 2000
경진

256
東萊鄭氏雪壑齋公承旨公后甲
山公(中樞公)派世譜
(승지공휘仁俊5대손갑산공휘智)

1 序:鄭光燮
서울
전통족보문
화사

2000
경진

257
東萊鄭氏文景公后經歷公派世
譜
(경력공휘麟孫)

1
序:鄭鍾重
跋:鄭甫龍

2000
경진

258 東萊鄭氏思庵公派世譜 3
鄭周鉉
序:鄭愚相

서울
學文社닷컴

2001
신사

259
東萊鄭氏文翼公派世譜
(문익공2자참봉공휘撝謙5대손휘載泰
후손)

1 鄭鎭陽
부천
뿌리찾기범

국민계몽회

2001
신사

260 東萊鄭氏關北監司公派譜 2 鄭龍鎭
서울
起昌族譜社

2001
신사

261 東萊鄭氏同知公派譜 3
鄭義洙
序:鄭錫大

대전
回想社
※譜2+부록1

2001
신사

262 東萊鄭氏知敦寧公派譜 1 鄭鎭福 가승미디어 2001
신사

263 東萊鄭氏主簿公派世譜 1 序:鄭贊周
부산
韓國族譜編
纂硏究會

2003
계미

264 東萊鄭氏淮隱公派譜 2
鄭鎭九
序:鄭亮秀

경주
源譜社

2003
계미

265
東萊鄭氏坡州公派譜
(창원공장손파주목사휘純祐)

1 序:鄭雲錫 뿌리문화사
2003
계미

266 東萊鄭氏文翼公後叅奉公派譜
(문익공2자참봉공휘撝謙)

1 鄭基元
서울
족보사

2003
계미

267 東萊鄭氏評理公派世譜 1 2003
계미
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268 東萊鄭氏蓬川君派譜 2 鄭洋
대구
大譜社

2004
갑신

269 東萊鄭氏叅奉公派家乘譜
(수찬공휘雍5대손참봉공휘彦寯)

1 序:鄭哉壽 2004
갑신

270
東萊鄭氏護軍公會宗派世譜
(첨사공7대손호군공휘會宗)

1 序:鄭珍謨 서울
2005
을유

271 東萊鄭氏戶長公派譜 2
序:鄭國龍
跋:鄭鎭泰

부산
韓國族譜編
纂硏究會

2005
을유

272
東萊鄭氏寶城公后進士公派譜
(집의공6대손보성공휘弘亮증손진사휘
齊萬)

1
鄭富淵
序:鄭亮秀

청주
한얼족보사

2005
을유

273
東萊鄭氏林下公派弼孝公后世
譜

1 鄭台鎭
대구
大譜社

2006
병술

274
東萊鄭氏潞字公派系譜
(창원공10대손휘潞)

1 鄭夏德
2006
병술

275
東萊鄭氏梅塢公派譜
(수찬공6대손석문공휘榮後)

1
序:鄭英壽
跋:鄭吉壽

서울
삼보기획

2007
정해

276 東萊鄭氏石門公派譜
(수찬공6대손석문공휘榮邦)

1 序:金九鉉
안동
도서출판한빛

2007
정해

277 東萊鄭氏昌原公派族譜 1 鄭鍾根
한국족보편
찬위원회

2007
정해

278 東萊鄭氏大護軍公派譜 4 序:鄭乾謨
서울
가문닷컴

2007
정해

279
東萊鄭氏桂潭公派譜
(직제학공5대손계담공휘復始)

1 鄭永昌
대전
回想社

2008
무자

280 東萊鄭氏護軍公派譜
(설학재공증손호군공휘禮耘)

4 鄭喆鎭
대구
大譜社

2008
무자

281 東萊鄭氏忠貞公派世譜 2 序:鄭鶴謨
서울 뿌리
정보미디어

2008
무자

282
東萊鄭氏司直公派譜
(수찬공현손사직공휘承表)

2 鄭東秀
대전
族譜文化社

2008
무자
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283 東萊鄭氏叅奉公派譜
(수찬공5대손참봉공휘彦寯)

1

鄭輝彬
序:鄭輝昌
後記:鄭省
壽

부산
양지인쇄사

2009
기축

284
東萊鄭氏洛濱公派譜
(수찬공5대손낙빈공휘沚)

1 鄭琪永
서울
가문닷컴

2010
경인

285 東萊鄭氏掌禮公派系譜
(창원공14대손장례공휘人默)

1 序:鄭仁在
서울
애드밴

2010
경인

286 東萊鄭氏文景公派世譜 5

鄭淵洙
序:李忠九
鄭弼洙

跋:鄭大愚

서울 뿌리
정보미디어

2012
임진

287 東萊鄭氏安山公(諱光佐)派譜 2 序:鄭景謨
한국족보편
찬위원회

2012
임진

288 東萊鄭氏昌原公派譜 5

鄭慶秀
발간사:
鄭雲弼

편집후기:
鄭夏晩

서울 뿌리
정보미디어

2012
임진

289
東萊鄭氏西溪公諱彦宏派譜
(수찬공5대손서계공휘彦宏)

1 鄭鍾錄
대구
大譜社

2012
임진

290 東萊鄭氏典書公派譜 2
鄭協
鄭鈺煥

대구
大譜社

2013
계사

291 東萊鄭氏執義公派譜 4
鄭東夏
鄭容泰

서울 뿌리
정보미디어

2017
정유

292 東萊鄭氏正郞公派譜 1 序:鄭極心
서울 뿌리
정보미디어

2018
무술

293 東萊鄭氏承旨公派譜 1

발간사:
鄭東鉉

축간사:
鄭奉鉉
鄭銀煥
鄭秀景

서울 뿌리
정보미디어

2020
경자



250 동래정씨 옛족보와 호군공 회종파

294 東萊鄭氏大護軍公派譜 4 序:鄭재영
서울
가문닷컴

2023
계묘



251

참고문헌

༺【제1장 제1절】 ༻
[1] 동래정씨세보(을미보), 序이민구, 跋정양필, 1655

[2] 동래정씨족보(병신보), 序정필동, 跋정동후, 1716

[3] 동경통지, 최준, 경주향교, 1933

[4] 경주시지, 김창곤, 경주시지편찬위원회, 1971

[5] 十二世系, 宋熙業, 1644 (규장각: 청구기호 奎7781)

[6] 광산김씨족보(1677) 서문

[7] 고양군지, 고양군문화원, 1987

[8] 안의읍지, 안의향교, 회상사, 1966

[9] 동래정씨화수회보(제8호), 정주현, 서울경기인천지구화수회,

2003

༺【제1장 제2절】 ༻
<일반적인 참고문헌>

[1] 고인쇄, 천혜봉, 민음사, 1997

[2] 옛책의 아름다움, 청주고인쇄박물관, 2004

[3] 서지학개론, 서지학개론편찬위원회, 한울, 2004

[4] 책의 역사, 부길만, 일진사, 2008

<추가적인 참고문헌>

[1] 동아시아의 목판인쇄, 한국국학진흥원, 2008

[2] (도록) 나무에 새긴 지식정보 목판, 한국국학진흥원, 2008

[3] 한지의 제조법, 전상운, 한국민족문화대백과사전 20권, 한국

정신문화원, 1991



252 동래정씨 옛족보와 호군공 회종파

[4] 한지(제1권-제4권), 김형진, 문화체육관광부, 미래영상(주),

2010

[5] 능화판, 남권희, 대원사, 2006

༺【제1장 제3절】 ༻
[1] 東萊鄭氏世譜(을미보), 序李敏求, 跋鄭良弼, 1655

[2] 東萊鄭氏家錄, 序鄭允容(1842), 跋鄭萬朝(1918), 編輯 鄭允

容, 訂補 鄭萬朝, 경성 新文館, 1919

[3] (영인본)한국지리지총서 읍지3, 아세아문화사, 1982

[4] 東萊鄭氏始祖碑文, 鄭彦燮 撰, 1732 立 (국립중앙도서관: 청

구기호 古4468-113)

༺【제1장 제4절】 ༻
[1] 東萊鄭氏族譜(병신보), 序鄭必東, 跋鄭東後 1716

[2] 東萊鄭氏派譜(수죽공파), 序鄭元容, 跋鄭允容, 1859

[3] 東萊鄭氏派譜(봉산군파), 序鄭元容, 跋申錫愚, 1860

[4] 東萊鄭氏派譜(직제학공파), 序鄭肅東, 鄭圭宬, 跋鄭學黙

1875

[5] 東萊鄭氏同知公派譜, 鄭義洙, 회상사, 2001

[6] 2004년 일반동산문화재다량소장처 실태조사 학술용역보고

서(칠곡군), 문화재청, 2005

[7] 족보목판, 鄭進鎬, 동래정씨대종중, 2011

༺【제1장 제5절】 ༻
족보류



               참고문헌 253

<동래정씨족보>

[1] 東萊鄭氏世譜(을미보), 序李敏求, 跋鄭良弼, 1655

[2] 東萊鄭氏族譜(병신보), 序鄭必東, 跋鄭東後 1716

[3] 東萊鄭氏世譜(병인보), 序鄭東僑, 跋鄭胤泰, 1746(1748)

[4] 東萊鄭氏世譜(병진보), 記鄭一浹, 1856

[5] 東萊鄭氏派譜(수죽공파), 序鄭元容, 1859

[6] 東萊鄭氏派譜(안산공파), 序鄭元容, 跋鄭存民, 1859

[7] 東萊鄭氏蓬山君派譜(경신보), 序鄭元容, 1860

[8] 東萊鄭氏派譜(수찬공파), 序鄭健朝, 1875

[9] 東萊鄭氏派譜(직제학공파), 序鄭肅東, 鄭圭宬, 跋鄭學黙

1875

[10] 東萊鄭氏族譜(기미보), 跋鄭萬朝, 1919

[11] 東萊鄭氏一統譜(일통보), 鄭芝秀, 1934(1935)

[12] 東萊鄭氏圖譜, 鄭春秀, 東華社, 1960

[13] 東萊鄭氏評理公派譜, 鄭浩泳, 回想社, 1999

[14] 東萊鄭氏護軍公派譜, 鄭喆鎭, 大譜社, 2008

<타성씨족보>

[1] 晋州姜氏世譜, 姜鋧, 白閣精舍, 1727

[2] 淸州慶氏族譜, 慶夔, 延豊 柳山書堂, 1844

[3] 淸州慶氏族譜, 慶虎顯, 回想社, 2005

[4] 綾城具氏世譜, 具俊喜, 1906

[5] 綾城具氏世譜, 具滋暻, 回想社, 2002

[6] 安東權氏世譜(성화보 영인본, 편집겸발행 權泰斗, 1929)

[7] 安東權氏世譜, 權重顯 序, 1907

[8] 安東權氏大同世譜, 權五焄, 해돋이, 2004



254 동래정씨 옛족보와 호군공 회종파

[9] 幸州奇氏大同譜, 奇世勳, 엔코리안(주), 2004

[10] 康津金氏族譜, 金彰欽, 정읍 延謚閣, 1917

[11] 慶州金氏族譜, 金東燮, 1864

[12] 光山金氏族譜, 跋金文衍, 1702

[13] 光山金氏族譜, 金公鉉, 1848

[14] 光山金氏族譜, 金在顯, 1876

[15] 光山金氏良簡公派譜, 金昇洙, 回想社, 1984

[16] 道康金氏族譜, 金弼洙, 京城 忠恕齋, 1933

[17] 三陟金氏大同譜, 金元河, 뿌리정보미디어, 2009

[18] 三陟金氏世譜, 金源甲, 1935

[19] 商山金氏世譜, 愼肅源, 1928

[20] 商山金氏大同譜, 鳳儀齋, 回想社, 2004

[21] 瑞興金氏大同譜, 金秉義, 回想社, 1984

[22] 善山金氏族譜, 金喆洙, 1918

[23] 善山(一善)金氏大同譜, 金昊墉, 엔코리안, 2007

[24] 順天金氏世譜, 金應範, 1856

[25] 安東金氏世譜, 金載憲, 1918

[26] 安東金氏世譜, 金濟謙, 1833

[27] 禮安金氏大同譜, 金用鉉, 신유정판사, 1982

[28] 義城金氏大同譜, 金在春, 回想社, 1992

[29] 義城金氏世譜, 金世欽, 1720

[30] 義城金氏族譜, 金道行, 1802

[31] 淸風金氏世譜, 金在魯, 1750

[32] 英陽南氏世譜, 南有雲, 南公壽, 1855

[33] 宜寧南氏族譜, 南肅熙, 1900

[34] 光州盧氏世譜(1762) 영인본, 盧柄南, 2006



               참고문헌 255

[35] 星州都氏大同譜, 回想社, 1988

[36] 文化柳氏世譜(嘉靖譜), 柳希潛, 1565

[37] 文化柳氏世譜, 柳浩倓, 엔코리안, 2008

[38] 瑞山柳氏族譜, 宋穉圭, 1825

[39] 瑞山柳氏族譜, 閔丙承, 1929

[40] 南平文氏大同譜, 南平文氏大宗會, 뿌리출판사, 1995

[41] 驪興閔氏族譜, 閔昌爀, 1802

[42] 高靈朴氏大同譜, 朴泓九, 回想社, 1987

[43] 務安朴氏世譜, 朴洪龍, 1754

[44] 密陽朴氏世譜, 朴淵琫, 1901

[45] 密陽朴氏四門進士公派大同譜, 朴炳兌, 1985

[46] 潘南朴氏世譜, 朴宗薰, 1831

[47] 順天朴氏族譜, 朴基正, 1785

[48] 順天朴氏判尹公派譜, 朴榮久, 1994

[49] 竹山朴氏派譜, 朴泰, 夢心齋, 1925

[50] 咸陽朴氏世譜, 朴恬, 光山 柳谷村, 1678

[51] 咸陽朴氏派譜, 朴允重, 回想社, 1989

[52] 溫陽方氏大同譜, 方孝成, 1922

[53] 溫陽方氏大同譜, 方承玉, 농경출판사, 1981

[54] 長淵邊氏族譜, 邊 , 1843

[55] 草溪密陽卞氏大同譜, 卞益洙, 보전출판사, 1987

[56] 河陰奉氏世譜, 奉鎭華, 高敞, 1926

[57] 達城徐氏世譜, 徐仁洙, 龜巖書院, 1928

[58] 達城徐氏縣監公派譜, 徐麟敎, 大譜社, 2001

[59] 利川徐氏恭度公派世譜, 徐聖澤, 2005

[60] 昌寧成氏族譜, 成瑍, 1709



256 동래정씨 옛족보와 호군공 회종파

[61] 昌寧成氏貞節公派譜, 成樂福, 回想社, 1980

[62] 昌寧成氏郎將公派譜, 자연문화사, 1989

[63] 礪山宋氏族譜, 宋言愼, 永護齋, 1857

[64] 礪山宋氏貞愍公派譜, 宋七鍾, 2008

[65] 恩津宋氏族譜, (2권보, 4권보 영인합보) 1981

[66] 居昌愼氏世譜, 愼龜重, 1737

[67] 高靈申氏世譜, 申哲雨, 농경출판사, 1995

[68] 靈山寧越辛氏合譜, 辛夢參, 1744년

[69] 靈山寧越辛氏大同譜, 靈山寧越辛氏大宗會, 2002년

[70] 平山申氏譜(正言公派), 申龜朝, 1797

[71] 平山申氏系譜(思簡公派子孫錄), 1783

[72] 平山申氏大同譜, 평산신씨대종중, 回想社, 1989

[73] 靑松沈氏世譜, 沈能定, 1843

[74] 廣州安氏大同譜, 安赫煥, 大譜社, 1983

[75] 順興安氏族譜, 安大濟, 1765

[76] 順興安氏一派耽津竹山族譜, 安均燮, 回想社, 1980

[77] 南原梁氏龍城君派大譜, 梁定謨, 雪巒齋, 1918

[78] 南原楊氏大同譜, 楊孝燮, 回想社, 1998

[79] 淸州楊氏世譜, 跋楊啓憲, 논산, 1850

[80] 淸州楊氏大同譜, 楊澈愚, 교학사, 1993

[81] 星山呂氏大同譜, 呂載東, 1978

[82] 星山呂氏大同譜, 呂汶煥, 보문사, 2006

[83] 丹陽禹氏譜族譜, 禹錫元, 1917

[84] 杞溪兪氏族譜, 兪拓基, 1734

[85] 昌原兪氏大同譜, 兪忠鎭, 보전출판사, 1989

[86] 茂松尹氏族譜, 李重夏, 1905



               참고문헌 257

[87] 南原尹氏判官公派譜, 뿌리문화사, 2000

[88] 坡平尹氏世系, 尹榮鎭, 1863

[89] 增修坡平尹氏族譜, 尹光紹, 1763, 1770

[90] 坡平尹氏代言公派世譜, 回想社, 1993

[91] 海南尹氏族譜, 尹成浩, 1908

[92] 海平尹氏大同譜, 尹溶求, 回想社, 1983

[93] 慶州李氏世譜, 李圭厦, 1935

[94] 慶州李氏世譜, 李相洙, 보전출판사, 1979

[95] 廣州李譜, 李鍾郁, 回想社, 1988

[96] 碧珍李氏世譜, 李埰和, 거창 五柳丙舍, 1935

[97] 碧珍李氏大同譜, 李潤碩, 大譜社, 1998

[98] 星山李氏世譜, 李永燉, 大譜社, 2008

[99] 星州李氏世譜, 李碩衡, 성주 木浦齋舍, 1767

[100] 星山(廣平)李氏世譜, 李德淳, 大譜社, 1998

[101] 星州李氏族譜, 李光迪, 1687

[102] 星州李氏世譜, 李祖赫, 1924

[103] 星州李氏世譜, 李應協, 1751

[104] 星州李氏文烈公派世譜, 李錫河, 한국족보사, 2003

[105] 星州李氏密直公派世譜, 李俊錫, 고전출판사, 1998

[106] 星州李氏侍中公派世譜, 李敎亨, 回想社, 1985

[107] 星州李氏世譜, 李仁浩, 1864

[108] 星州李氏族譜, 李相信, 신문관, 1922

[109] 驪州李氏世譜, 李弼雄, 1992

[110] 延安李氏判事公派大譜, 李千培, 가승미디어, 2002

[111] 延安李氏詹事公派大譜, 李義喆, 보전출판사, 1984

[112] 牛峯李氏世譜, 李萬寧, 가승미디어, 2002



258 동래정씨 옛족보와 호군공 회종파

[113] 牛峯李氏世譜, 李允用, 1927

[114] 璿源錄, 宗簿寺, 1681

[115] 璿源續譜, 1900

[116] 全義李氏世譜, 李德容, 1754

[117] 全義李氏益寧君派譜, 李炳遂, 1994

[118] 眞城李氏安東派譜, 농경출판사, 1983

[119] 眞城李氏溫惠宗派世譜, 李範敎, 1956

[120] 河濱李氏大同譜, 李淳基, 매일관광문화사, 1997

[121] 咸平李氏族譜, 李敏錫, 羅州, 1896

[122] 興陽李氏族譜, 李鍾麟, 상주 伊川齋, 1934

[123] 興陽李氏族譜, 李錫冕, 回想社, 1979

[124] 羅州林氏大同譜, 林鍾華, 回想社, 1996

[125] 恩津林氏大同譜, 林永贊, 林秀植, 回想社, 2004

[126] 仁同張氏大同譜, 張承熙, 回想社, 1998

[127] 昌寧張氏族譜, 張仁昊, 창녕 澗巖齋, 1948

[128] 全氏大同譜, 全秉悳, 大譜社, 1991

[129] 瑞山鄭氏大同譜, 鄭相天, 서진출판인쇄사, 1998

[130] 迎日鄭氏世譜, 鄭達溶, 回想社, 1981

[131] 晋州鄭氏晋陽君忠莊公派族譜, 鄭昶烈, 엔코리안, 2003

[132] 草溪鄭氏族譜, 鄭恒時, 농경출판사, 1982

[133] 草溪鄭氏族譜, 鄭鳴玉, 1703

[134] 平壤趙氏世譜, 趙漢英, 1724

[135] 豊壤趙氏世譜, 趙曮, 1760

[136] 豊壤趙氏世譜, 趙秉弼, 1900

[137] 尙州周氏大同譜, 周悅會, 1939

[138] 仁川蔡氏族譜, 蔡健植, 蔡相鉉, 뿌리정보미디어, 2003



               참고문헌 259

[139] 慶州崔氏大同譜, 崔義鍾, 경주 西岳書院, 1927

[140] 隋城崔氏世譜, 愼在夏, 1760

[141] 東州崔氏世譜, 崔獻圭, 1924

[142] 全州崔氏諱均后郡守公派草溪大家譜, 崔大洪, 1997

[143] 晋陽河氏大同譜, 河泰, 回想社, 1984

[144] 淸州韓氏章悼公派譜, 韓基馨, 1862

[145] 淸州韓氏世譜, 韓潤環, 1949

[146] 淸州韓氏大同族譜(제6교), 韓陽命, 回想社, 1993

[147] 淸州韓氏大同族譜(제7교), 인터넷족보

[148] 陽川許氏世譜, 許曄, 1911

[149] 晋州邢氏大同譜, 邢南表, 문화인쇄공사, 2003

[150] 南陽洪氏世譜, 洪運杓, 대동인쇄주식회사, 1922

[151] 南陽洪氏中郞將派世譜, 洪在洙, 回想社, 1994

[152] 缶林洪氏栗隱公派譜, 洪日根, 大譜社, 1990

[153] 豊山洪氏族譜, 洪象漢, 1768

[154] 長水黃氏世譜, 長水黃氏大宗會, 回想社, 2000

만성보

[1] 氏族源流(병신보에서는 원류보라 칭함), 趙從耘, 1680년경

영인본: 豊壤趙氏文集叢書제5집,풍양조씨화수회,保景文化

社, 1991

[2] 靑邱氏譜, 宋允植, 朴海徹 1925; 영인본 民昌文化社, 1996

자전류

[1] 대만교육부이체자자전

http://140.111.1.40/suoa/suoa.htm



260 동래정씨 옛족보와 호군공 회종파

[2] 한자전자사전

http://oldsearch.sutra.re.kr/handic/index.htm

[3] 한국고전번역원이체자검색시스템

http://db.itkc.or.kr/DCH/index.jsp

[4] 한국역사종합정보시스템유니코드한자검색시스템

http://www.koreanhistory.or.kr/newchar/

[5] 최신대옥편, 권영달, 신한출판사, 1975

[6] 명문한한대자전, 김혁제, 김성원, 명문당, 1991

도록, 문집, 학술서적, 보고서, 기타

[1] 東萊人의 얼 II, 鄭載煥, 동래정씨대종중, 2008

[2] 족보목판, 鄭進鎬, 동래정씨대종중, 2011

[3] 東萊鄭氏家錄, 序鄭允容(1842), 跋鄭萬朝(1918), 編輯 鄭允

容, 訂補 鄭萬朝, 경성 新文館, 1919

[4] 東萊鄭氏文集(제1집-제5집), 鄭淵謨, 編輯 鄭亮秀, 효성인쇄

사, 1995

[5] 養拙齋先生實紀, 序李羲發, 1849

[6] 楓崖先生集, 序李東,尹鳳朝, 1820 [영인본: 影印標點韓國

文集叢刊 51, 민족문화추진회, 1991]

[7] 역주 고려묘지명집성(하), 김용선, 한림대학교출판부, 2001

[8] 고려사백관지역주, 박용운, 도서출판신서원, 2009

[9] 2004년 일반동산문화재다량소장처 실태조사 학술용역보고

서(칠곡군), 문화재청, 2005

[10] 忘憂洞誌(번역본, 원본영인 첨부), 序 鄭秀善, 1999

[11] 망우동지 주자동지, 서울역사박물관, 2003

[12] 옛 관직·관청·지명 사전, 李漢國, 뿌리정보미디어, 2008



               참고문헌 261

༺【제2장 제1절】 ༻
본문 자체 참조

༺【제2장 제2절】 ༻
[1] 德川師友淵源錄, 덕천서원, 1967

[2] 龍蛇世講錄, 郭珍坤, 달성 景忠齋, 1925

[3] 한국역대인물종합시스템(http://people.aks.ac.kr)

༺【제2장 제3절】 ༻
본문 자체 참조



⃝草溪鄭氏族譜, 鄭鳴玉, 1703

卷二(第2編) 16張, 卷四(第5編) 30張

◎초계정보(1703)에는 (성화보와 비슷하게) 배위와 처부 미표시

이지만 (배위가 동래정씨인, 즉 동래정씨 사위인) 鄭隆, 鄭友仁,

鄭姬尙이 卷二(第2編) 15張, 卷四(第6編) 59張, 70張에 각각 나옴

[후대 족보에는 배위와 처부 모두 나옴]
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